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ま え が き

2013年に No。 1～ No。 31ま での「記録」をまとめて冊子を発行し、

今回はそれに続くNo.31～ No.68ま でを収めました。

2013年に冊子「学習としての託児」を発行し、それを再編集し単

行本『学習としての託児』(未来社)を刊行しました。2017年には、

冊子「プラスの十年」を発行し、私たちが「くにたち公民館保育室

問題連絡会」を結成し活動してきたことの意味・価値を確かめ記し

ました。

私たちは、その後も「くにたち公民館保育室活動」はどのような

活動だつたか、何を学ぶ活動だつたのか、自分たちの体験を通して、

自分たちの言葉で「証言」していこうと活動を続けています。

“話し合う"と いう学習方法、その関係の中で人が育つというこ

とは、私たちにとつて日常であり、特別なことではありませんが、

そのことは私たちの生き方や物事を見る視点の大きな基盤になつて

います。それは、2006年以降の私たち市民の活動の中でも変わるこ

となく今も大事にし続けていることです。そのような関係を地域で

育みあうために果たした公民館の役割、学び方を言葉にし、記し、

伝えていきたい。それが私たちの現在の活動の中心になっています。

2021年 7月 には、村田晶子さんが『「おとなの女」の自己教育思

想』(社会評論社)と して国立市公民館女性問題学習・保育室活動を

長年の研究のテーマとし、博士論文としてまとめたものを本にされ

ました。

村田さんの研究者としての見方からあらためて学ぶとともに、女

性問題学習 。公民館保育室活動の記録として保存されることに大き

な意味を感じています。



国立市公民館が大きく変質し、女性問題学習は現在行われていな

いのが現実ですが、公民館保育室から生まれた実践・学びのあり方

がこれからにも伝えられるよう私たちは活動を続けたいと思いますも

冊子「記録」をその活動の一つとして位置づけたいと思います。

2022年 7月

くにたち公民館保育室問題連絡会



目     次

まえがき・…………………………………………………………………………… 2

No.31(2013.8)… … … … … … … …… …… …… …… … … … … … … 9
0「学習 としての託児」をお届けした方々か らのお手紙

No。 32(2013.11)… …̈ … … … … …̈ … … …… … … … …… … … … 13
0「学習としての託児」をお届けした方々からのお手紙

0「記録」(1～ 31号)ま えがき

No。 33 (2014.1)  。・・・…・・・…・・・・・・・・・・…・・・…・…・・・̈・・̈ ・・………………………・・・‥・̈・・・・・・。 17

・『学習としての託児』単行本 はじめに・目次
No.34 (2014.2)   ………・………・¨。…・・・・・…・…・‥……・………・・・……・…・…… ・̈・・・・・・…・…・… 21

0学習会 “「学習としての託児 一くにたち公民館保育

室活動」を読む"第 1回、第 2回記録より

No。 35(2014.6)… …̈ … … … … … … …… … … … … … … …… …… 25
0学習会 “「学習としての託児 一くにたち公民館保育

室活動」を読む"第 3回記録より

(追悼 藤村美津さん〉
No。 36(2014.7)… …… … …… …… …̈…… ……… …… … … … …… …… 29

・ この10年を見つめる

0『学習としての託児』をお届けした方々からのお手紙

No。 37 (2014.9)  ・̈・………・・…・・・・̈・・‥‥・・・・・・・・・・・・・・…・・・・‥・・・・̈ ・・・・̈・…・・・・・・・・・・・・ 33

0メディアにとりあげられた『学習としての託児』

No。 38(2016.1)… …… … … … … …… … … ‥… … …… … … … … … 37

・「プラスの十年」 はじめに 〈案)・ 目次 〈案〉
No.39 (2017.9)   …・…・…・・・・・・・‥・・・・…・…・‥・・・・̈・̈・・・・・・・…・‥・̈・・・・̈・̈・・・・・・・…・‥。 41

0「プラスの十年」はじめに 0日 次

No.40(2018.3)… …… … … … … …… … … … … … … … …… … …… 45
0「プラスの十年」をお届けした方々からのお手紙



No。 41 (2018.5)   ・・・…・‥・…・‥。…・…。…・…・…・‥・・・・…・…・…。…・…・…・…・…・…・…・…・・・・…。 49

0話 し合いの (柱)～今後の公保連の活動について

No.42 (2018。 7)   ・̈・̈・・・・・・・…。̈・・・・・・・̈・・・・・…・…・・・・・…・・・・・・・̈・・・・̈・̈ ・̈・・・・・・̈・・ 51

0「 くにたち公民館だより」700号への抗議文

No.43(2018.8)… …̈ … … …… … … … … … … … … …… …̈ …… 53
07/8公 保連全体会での発言 より

No。 44 (2018.9)   ・・̈・・・・・・・・・……・・・̈ ・̈・・・・・………・…・…・…。…・…・・・・…・・̈ ・‥・・・・̈・・・… 57

0「保育室だより」つくりの体験から (レジュメ)

No.45 (2018.10)  ・・・・・・̈・̈ ・・・・̈ 。̈ 。̈・・・・̈・…・…・…・…・…・…・…・…・…・̈・̈ ・‥・・・・̈・̈ 。 59

・ 「保育室だより」つくりの体験から

「学習としての託児」を証言する (レポート)

No.46 (2018.11)  …・…・…・̈・…・…・・・・・・・・・・̈ 。…・・・・̈・‥。…・…・・・・・・・・・・̈・̈ 。̈・…・・・・…。 67

・ “職員の役割"について (レジュメ)

No.47 (2018.12)  ・̈・・・・・・̈・・・・・・・‥・̈・̈・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‥・̈・…・・・・…・・・・… 69

0市民から見たくにたち公民館保育室活動における

職員の役割 (レポート)

No。 48 (2018.12)  。・・̈・̈ ・̈ ・…・‥・…・…・…・̈・・・・・・・̈・・・・・・・・・・…・‥・…・…・…・・・・・・・̈ ・̈ 。 77

・市民と公民館の関係 “協力"について (レジュメ)

No.49 (2019。 1)   …・・・・・・・…・…・…・…・…。…・・・・・・・‥・‥・・・・・・・…・…・…・・・・・・・・・・・・・̈・・・・・・・ 79

0公民館保育室問題で浮上した “市民の協力"と は

一くにたち公民館保育室活動での市民主体の活動

との違いを明らかに (レポー ト)

No.50 (2019.5)   ……・・・…・…・・・・・・・・・・・……・・・̈・・・・・・・̈・・・・‥・・・・̈・‥・…・…・…・…・…・…・ 87

・証言

No.51 (2019.8)   。・・・・・・・・・・・̈・̈・̈ ・̈・・・・・・・̈ 。̈・̈・・・・̈・…・…・̈・・・・・・・・・・̈・・・・̈・‥・ 91

0読み合いたい “保育室のまど"

No.52 (2019。 11)  …・…・・・……・̈・…・‥・…・̈ 。̈・̈ 。̈・・・・・・・・・・‥・̈ ‥‥。………・・・・・・・・̈ ・̈  93

0カ ッティングの位置から見えた “保育室のまど"

(レポー ト)



No.53(2020。 1)… … …… … … … …… … … …… … … … … …… … … 97

・ “保育室のまど"「かわりばんこ」
・Aちゃんとあっちゃん   ・親の読み方

No.54(2020.4)… ………… … … ……… …… …… …… … … … … … … 105
0“保育室のまど"を読む①「かわりばんこ」

No.55 (2020.6)   ・・・・…・̈・・̈・・・・・・・・・・・̈・・・・………・…。̈・̈ ・・・‥‥・・・・・…・…・…・…。…・̈・109

・ “保育室のまど"「赤ちゃん」0“保育室のまど"「野球」

・保育室のしおり

No。 56 (2020。 9)   。・・・・・・・・̈ ・・・̈・・・・・・・・̈ ・̈・・・̈ 。̈̈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・̈ 。̈・・・…………。117

0 “保育室のまど"を読む②「野球」
No.57 (2020。 10) ‥…………・…・………… ・̈・̈ ・̈・・・…・・‥………‥………………・……・…・…・・…121

0“保育室のまど"「ヘンですね」

No.58 (2020。 12)  ¨̈ 。̈̈・・̈・̈ ・̈・・・・・̈・・・・・・̈・・・̈・・̈・・・……・̈・・・・・̈ 。…・・・・…・・・・・。125

0“保育室のまど"「いやっ」

No.59(2020。 12)… …… … ……… ……… … … … … … … … … … …… 129
・ “保育室のま ど"「いい考え」・「いい考え」を読んで

No.60 (2021。 4)   。・・̈・…・・・・̈ ・̈・・̈・・・・・・・̈ 。‥‥・・・・̈ ・̈・・……・̈・・・・‥・・・・̈ 。………・…137

0「女性史を拓く会 '93」 編集・発行冊子「共に学んで」

より

No。 61(2021.7)… …… … …… … ………… … …… … … … … …… ‥… 145
0『「おとなの女」の自己教育思想』目次

No.62 (2021。 11)  ・̈・…・・・・・・・・・・̈ ・̈ ・̈・・…・̈ ・̈ ・・̈ ・・・・・・・…・…・̈・・・・̈ 。̈・・・・………・・。147

0『「おとなの女」の自己教育思想』を読む①

・『「おとなの女」の自己教育思想』を読む②

No.63(2021.12)… …… … … … … … … …… … … ………… … … … … 153
0『「おとなの女」の自己教育思想』を読む③

No。 64 (2022.3)   ¨̈ ・̈・・・…・…・・・・̈ ・・・・・・・・・・・・・̈ ・・̈ ・̈・・̈ ・・・…・…・…・‥。̈・・・・・・・・・‥157

0学習会『「おとなの女」の自己教育思想』レジュメ

No.65(2022.3)… …… … … … … … … …̈ …… … … … …… … … … 161
0『「おとなの女」の自己教育思想』を読む④



No.66 (2022.5)   ………・………・……・……・…………………・・・・・…・・・‥……・・・……・¨̈ ・・‥・・…・169

0『「おとなの女」の自己教育思想』を読む⑤

No.67 (2022.5)   ・̈…・・・・・・・‥・・・・・・・・̈・・・・・̈ ・‥……・・・・・・・̈ ・̈・・・・̈・・̈ ・……・・・・・・・・・。175

0く にたち中央図書館長への要望書

No.68 (2022.7)   ・・・…。̈・・・・…・・・・・・・・̈ 。………・・・・…・‥・…・̈ ……・…・…・̈・……・・・・̈・̈ ・・179

07/10公保連全体会での発言 より

資料 :記録No.20(2007.11)く にたち公民館保育室問題連絡会学習会

第 1回レポー ト・公民館学習の要件① ……………………………・181

第 1回 レポー ト・公民館学習の要件② ………………・……。……・・189

記録No。 21(2007.12)く にたち公民館保育室問題連絡会学習会

第 2回 レポー ト・ “保育室のまど"が追求した「公民館学習だから」
……・…・・…・………・・・・・・・̈ ・̈…。199

(手書き文字 :山本秀子)





NO. 31

2013. 8

r学習としての証児一‐くにたち公民疑覇果育室ラ舌:防」き編集発ィテした
の|よ、私たちが宣んじる、くにたち公民館保育室濤動のイ両値を実蔵の事実
きあげて主張するためて

゛
す。

7月 7日 には、この纂子発行逸樹 |こ 、自分たちのこれまでの活動の目的・

き蘇tと島確認 しヽようと“保育室のつどい'を 用きまし/_― .

「学習としての証児 Jをめざすこと、「子どじ一時刊鷺かt'所」|ミ 墜ちては
ならないと、公民館 と市民の間で雇首″ヽめられ 、なみ重ねられてきた公民館

保青室の理合が精材 クヽヽらなさな 悠 り″ヾ 口 l々ミ溢スよLた 。

自分たちの率券ち確″ヽあるため|ミも、tりの賞産間う=老署が政めて浮か
び上″りました。

私たちはイ・Tに対
‐してくり 、イ・Tのために顔Iつてきたか c

r自分たちψち壕数ミしてきた I累育室のあり方が1貫わねたからメt tlLよるも
のでなく、人と人との関わりき育て、民主的であるべき公民信 学習 。1運営が

稚力的な位打ちでヽ=加約|ミ賛噴されたこと|ミ翔確る1疼り、聞いであること
を扱 Fうなが嚇 感 したのでした。

し″`し、私たちは、このマイナスと思ゎれる倅導さと、自分たちの関イ系の賃ヾ

市民として大事にしたい学習のあリカきより、を見つめるテヤンスに生″ヽし

てきたのではないでしょう″` . 冊」子の発イテとその証 ととらえたいと思しま

す.

22～4冊 子をお堀 けした方々からいただ いたお手ご民

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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今回、ご報告のため冊子をお届けした方々から、いずれも私た

ちの活動の意味を真つ直ぐに受け止めてくださっただけでな

く、実に学ぶことの多いお手紙を頂きました。ここに載せさせ

ていただきます。

☆このたびは、国立市公民館の41年間に及ぶ公民館保育室活動の集大成
「学習としての託児一くにたち公民館保育室活動」を一見し圧倒された

思いです。

特に公民館の保育室運営姿勢が変質していると気付いた市民の危機

意識から結集された「くにたち公民館保育室問題連絡会」の活動は血の

にじむような活動だつたと推測いたし、心からの拍手を送ります。

この冊子を私の宝物として今後読み進めるつもりです。

αT  立川市)

☆このたびは大変貴重な公民館保育室の歴史を刻み込む宝物を送つてく

ださり本当にありがとうございます。(中略)困難な道程を市民の力でこ

こまで記録化されてきたことすごいと思います。

私自身は研究の場を離れ女性福祉の現場で苦しいことがあっても国

立で学んだことを糧に働いております。

これからも共に歩んでいきたく… (M.K  国立市)

☆「学習としての託児一くにたち公民館保育室活動」拝受いたしました。

公民館保育室の歴史が輝く貴重な資料の誕生おめでとうございます。

他の市や町の誰にもできなかった市民の証言の記録をありがとうご

ざいます。

国立市民の方々の、伝え継ぎたいという姿勢を重く受け止めています。

(K.S  稲城市)



☆過日は、会でご編集の『学習としての託児』をお恵みくださり、まこ

とにありがとうございました。

かつて参上した日のことを思い起こしつつ拝読し、会のご活動が不

抜の足跡をもつとともに、未来へ受け継がれてゆかねばならない提言

にみちたご報告との念を強めました。ことにⅢ-2の 「学習としての

託児」には、既成を突きくずす思索が結晶していると、私自身の視野

が変わるほどの刺激をいただきました。

洩れ承つている公民館の “変質"を受けての力強い打ち返しとも拝

しました。謹んでお礼申し上げます。

餌 .K 千葉)

☆記録集『学習としての託児』をお送りくださいましてありがとうござ

います。

くにたち公民館保育室問題連絡会の皆様により、7年の歳月をかけ

てこの膨大な記録集にまとめ上げられたその結集力に、心からの拍手

とともにおめでとうと申し上げます。

日次に目を通しますと、公民館保育室活動に関わつてこられたくに

たち市民の活動の軌跡が鳥跛でき、感慨深いものがありました。何よ

りも驚くことは、市民の方々が公民館活動から既に離れていても、今

もなお保育室活動で学んだことをしつかり血肉化され市民としての

行動力となつていることです。

問題が生じたときすぐさま対応し、的確に行動に移していくという

ことは、公民館保育室活動がいかに生きた学習であったかの証と受け

止めることができました。その行動の一環として 40年にわたる保育

室活動の歴史を市民の側から捉えなおし記録化されこの冊子に結実

したことを意義深く思います。
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Ⅲに収められた「学習としての託児」は、私も本作りの過程で何度

か読ませていただきましたが、このような組み立てで通読しますと、

“市民の学習論"を改めて新鮮な思いで受け止めることができました。

人が人として育つていく、人間的力量を養つていくということは、こ

のような学習の展開がなされてこそ、と納得しています。

全体を読み通して改めて「はじめに」を読み返しますとくにたち公

民館保育室問題連絡会がどのようないきさつの元に生まれ、そしてこ

の記録が編まれていくに至ったかがよく解 り、これまでに育まれた質

の高い人間関係が生かされてこその記録なのだと感じ入つています。

そして、また、これらの編集作業を進めるなかで、さらに一層深い学

びを得られたことと想います。

市民の力が結集 して大きなうねりとなっていくエネルギーのダイ

ナミズムを私も感じとることができました。

この貴重な記録が時代を超えて伝え継がれていくことを願 うばか

りです。(中略)

この貴重な記録をこれからも読み直しつつ、私自身の糧としていき

たいと念じております。

心よりお礼申し上げます。

αI さいたま市)



NO. 32

2013。  11

13

嗜 習としての証児―くにたち公民位 係育生活毘路をあ送りした方たちから、
なたちの活ンと受lナ止めた姜童曇お手訴港:頂載 し、記録:31号 |ミ掲載させて
いただきました.

その文面は、“時イヾヒ超えて伝え織iがれていくこと"`珠来に受tす維ゆス
ていりヽねばならなし

'た
営"等々、くにたち公民礎打縮 室着動の実威鑢 味

を重く意味づ`tァてくださつたものでした。
また、記録 32号にこおニスのお手ふ と編介させていただきました。

このイ云旭Eしを受けとめて、私たち自身渉 <にたち公輔 育賞着勁節

値を社詮ψ釧ミ堪確冠的にさらlN~と らえなお Lていきたいと思いました。

そこで'、 そムa田ミ冊子を読じだけでなく、より
'宗

く,き味あるi菱み方を求
めて、村田晶チさんを諄謝耐ミお願 いし、学習会を用きたいと思いま■

これまで発行 してきた跨醸壕」1～ 31号を一糾によとめ発行しよした。

「学習としての証兄一くにたち公階館係誰 活動」と併せて人事に読ん

でしヽさr_―ぃとにヽいます.

P2冊 チをお層 けした方々からいただ いたお手(ヘ
R3 ・n・テ躍把録 J またηヾ専
P4 r学響としての証児―くにたち公民獅 青室励 」苦1菫じ会

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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記録 NO.31に引き続き、冊子をお届けした方からいただいたお手

紙を紹介いたします。

☆ 「学習としての託児一くにたち公民館保育室活動」をお送りいただきあ

りがとうございました。

公民館保育室と女性問題学習の膨大な記録と資料が見やすく、読みや

すく編集されていると思いました。ア トランダムにどのページを開いて

も、公民館の活動が立体的に浮かんできます。

公民館が女性問題学習の場であることを改めて思いました。

国や自治体では、「婦人行動計画」→ 「女性行動計画」→「男女共同

参画」と変遷し、性差別、人権侵害という認識をばかされてきました。

くにたち公民館の活動の積み重ねは、基本的な認識がぶれることなく、

年ごとの学習テーマに現れています。この基本認識の共有がくにたち公

民館保育室活動を創つてきたのだと思いました。

この冊子が市民が編纂した市民の歴史として、学習や市民活動をして

いる人たちに読み継がれていくことを願つています。 (武蔵野市 M.N)

☆半世紀にもわたる、くにたち公民館保育室に関わつてこられた皆様の

“思い"と “実践"がぎつしりとつまった、貴重な冊子をお送りいただ

き感激しております。ありがとうございました。

色々なことを思い返しながら読ませていただいています。いつもなが

ら国立の底力に、頭がさがる思いです。後略  (福生市 EoH)
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冊子 「記録」

ま え が き

私たちは、2006年頃から露わになった、国立市公民館の保育室運営姿

勢の変質に対し、目をそらさず市民として声を挙げ、行動を起こしてきま

した。その一つ一つの事実を「記録」(1～31号)と して、発行してきまし

た。

事実をしつかりと記し、会として事実を仲間と共有することは、事態が

刻々と動いているとき欠かせないことでした。

保育室運営会議、公民館運営審議会の傍聴、公民館長との会見など、そ

の時々の必要によって立ち会った場で見とどけた事実は、行政がどの方向

を向いているか、そして、私たち市民の見方はどうかということを、つぶ

さに映し出しました。

数年の時間が経過し、今、改めて「記録」をふり返ると、市民としての

私たちの足跡、行政を見る視点がよりくつきりと見えるように思います。

私たちは、2013年 6月 「学習としての託児一くにたち公民館保育室活

動」(B5版 267p)を発行しました。市民として求める学習のあり方、公の

あり方を実践の事実を通して記すためです。

そして、くにたち公民館保育室問題に向き合い、この間発行し続けた「記

録」は、市民としての実践の記録であり、公を見る市民の眼でもあります。

1～ 31号をまとめ改めてここに発行したいと思います。

2013年 9月

くにたち公民館保育室問題連絡会
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第 1回   「I くにたち公民館保育室活動のあゆみ」について

12月 21日 (J  午後 2時～4時  公民館講座室

第 2回   「Ⅱ くにたち公民館の姿勢」について

1月 19日 (日) 午後 2時～4時

第 3回   「Ⅲ 学習としての託児一市民の学習論」について

日程未定

講師 村田晶子さん
*早稲田大学文学学術院教授。専門は社会教育学(社会教育実践

研究、社会教育史研究、成人女性の学習論研知

「学習としての託児一<にたち公民館保育室活動」



No. 3 3

2014. 1

12月 21日、村田晶テさんを講師にお迎えLて、学硲
″
黎粛習としての

記児一―くにたち公民館保誉室活動 Jを読む"弟 1回 を′テいました。
第1回目は、第二章「あゅみ」|て ついてお諾きしてぃただきました。
村田さんは、く|てたち公民馨引黒育室ラ舌1勁のあゅみを

“

年フ・ラスlo年こ
表現さスました .

1965年「着いミセスのた 」(のちのマ陰問題詳た「テどしを育で自先
育てる」)が開設さねため|よ 、60年守イ果間争こ経:て良尋贅0教育を国家
が進めて、ヽく景中にあったということでtた .その時六 |これ して、``子どじ
の人権と婦人間題 t学習の主軸に"と議 が開設されたことに大きな
意味があるというお講 |ミ 、雄うむ公剛館のを券 き感じよした。

私たちが ``<|ミ たち公凩館保育蛍問題連瀬輸卜"と して、200'年メ誅
市民の主場で公民館学習・女ォ生問題学習のあり方き求め行動してきたこ
とは、歴史き踏まえての必然であり、公民館学習で学硬 きヽたことの意
.味 、市民自ら組織 して活動を生み出すことのィ麗値き、実践をもってつ″ヽ
じ大事台10年だつたととらえなおすことつヾできました.

隷 社の編婦 であったバ田百/_Aさんのお力恭えがあり嗜 習としての

美児― くにたち公R鷹保誉室活動」を単行本とLて発刊することに費
りまし7_― .く |ミたち公民従引采育営活動の実顔のイ面値をよリネ屋 的ヽにf主

=ザ
Lすることになると思います.2～4頁に “はじめに

″と目攻き才勁載しまし
力こ。

R2-3 ttUdtt:

"4 
B >k

ワ
ー

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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は じめに

この『学習としての託児』は、副題のとおり公民館保育室活動の実践か

ら生みだされた問題提起です。

公民館保育室の活動は、1965年に東京 。国立市で誕生しました。以来、

幼い子どもがいて学習に参加 しにくい女たちのために便宜を図る「子ども

一時預かり所」に止めず、子どもをあずける体験を通して学ぶ「学習とし

ての託児」になるよう意図して公民館学習の一環として活動が積み重ねら

れてきました。それは、おとなの女の学びに新しい道を切り拓くものでし

た。

ところが、2005年頃から公民館の保育室運営の姿勢が変質していると

市民の間で問題視されはじめました。その危機意識のなかから動きが起こ

り、事態に抗して結集したのが、私たち「くにたち公民館保育室問題連絡

会」です。

この会、この運動は、くにたち公民館保育室活動の歴史の初期から現在

に至るそれぞれの時期にかかわつてきた人たち、さまざまな世代やさまざ

まなグループが集っています。

私たちは、公民館保育室活動のあり方、学習のあり方について市民とし

て問うため、これまでのあゆみを改めて辿りました。

その歩みをもとに編んだのが「学習としての託児」B5版 267ページの

冊子です。

さらにこのたび、より広く、より多くの方々にお届けできるよう単行本

への運びとなりました。石田百合さん、未来社のおかげです。

今日、幼い子どもをもつ女たちがおかれている状況は、少子化対策の煽

りを受けて、気軽に託児を利用してス トレスを発散するようにと奨励 。誘

導されるばかりで、根本の問題はそのままに、まるで子どもが障害物視さ
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れ、歪みが増幅されています。

公民館保育室活動を、子どもを育て自分を育てる学習の在り方として提

起してきた活動の理念・問題意識。その基盤に立って積み重ねられてきた

実践からの証言を、こんな状況だからこそ広く伝えたい、伝え継ぎたいと

思います。どうぞよろしくお願いします。

子どもにとっても女にとってもとりわけ大切な時期を、誰もがゆたかに

過ごしゆたかに育つために。それを当然とする社会認識を生むために。

2014年早春 くにたち公民館保育室問題連絡会

(代表 野上美保子 手塚倫子)
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目      次

はじめに

I くにたち公民館保育室活動のあゆみ (1965～ 2∞5)
1.あゆみ

2.年表
3.保育室に支えられた学習・グループ活動

(1)公民館主催事業と市民グループ

(2)公民館主催事業から生まれた市民グループ
4.記録・主張

(1)記録 。刊行物
(2)請願書・要望書等

Ⅱくにたち公民館の姿勢 (1965～2∞5)

1.女性問題学習
2.女性問題学習事業のテーマ

3。 「保育室のしおり」

4.「国立市公民館保育室運営要綱」

Ⅲ学習としての託児一市民の学習論

1.循環 (1987)

2.私たちの公民館保育室 (1977)

3.学習としての託児 (1979)

4.公民館活動としての女性問題学習のあり方 (1993)

附 くにたち公民館保育室問題・・ 。「記録」(2006～ 2013)
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1月 19日、学習会
″r学習としての記児一くにたち頌 館保講 激物

さ読じ"第 2回きイテい、Ⅱ章「くlてたち公民館の姿勢」tミついて村田さ
んにお話をお聞きしよした.
お話童盾卜曇″ヾら、舟テ R14・7の 難 問題学習」をひとつひとつ丁寧 Iミ

読み直すと、そこに1よ、議 機、 としての公民錯「としてもつべも基本築

設 ″沫されるとこう|ミ 、女性問題学習のとらえ方、人の成長のとうえ方び

現庭 に示ざ糸ていました

そのFF肇野意識:・率券 をもつてきまざま奮議真勁漁 用さスたゎけでつヽ
そ

“

のテーマに対「して最高の議前吻滋塁tミiスてぃた、という,付田軌
の言葉がとても印参的でした .

公民倍 の率場ワ 端ヾ的 1球ねた級 のよび
｀
夕ヽけは、独 で子どじと

向かし雛→碁らしの中に転漱 曇響 ききもつて届いて、公民億 との肩隷ミ|ミ

.なっていつためぞす_そ して、多<の 市民の生き方ltも 関わる摂K人事
な`学召の歩みを積み重ねていつ/_― のだと思います。

村田さんは、難 に竃 榛″ウ鮮可本の中なこつていつて人を育んでぃく、

そんな学夕 イヾ予わネていたことき、管さんの発言り`ら実藤 したoそういう

おιしろい学習ができるんだ とつも熙います。
1"と いわねました。

本当lミ そうだとノ領 <ととも|ミ ご不からへの道が期待 できる学習会

でした。

Pえ～4″号習としての記児―‐くにたち公民棺保育生活動」を読む"芦鰺即リ

<に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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“「学習としての託児一くにたち公民館保育室活動」を読む"記録より

《第 1回  くにたち公民館保育室活動のあゆみ》
歴史の視点

くにたち公民館保育室活動 40年+10年 という、人の一生であり子育て

の 3サイクルくらいの時間に匹敵するくらいの学習活動ということができ

る。そのこと自体希有なことである。このあゆみを整理しようとするとそ

れ以前からの歴史的な流れも踏まえておく必要がある。

戦後、民主的な社会の創造のために、社会教育法が制定され各地に公民

館が造られた。ところが 1960年安保闘争を経て、家庭教育の強化が推し

進められ、特に婦人教育では戦前のような良妻賢母教育が行われ、国家に

都合の良い人間を育てる母親へと視線が注がれた。

くにたちで保育をともなつて「若いミセスの教室」が開設された 1965年

は、そのような歴史の流れの最中にあつたということをおさえておきたい。

女性 (母)と子どもの人権の同時保障の視点

冊子の 7p「若いミセスの教室」の開設のところには、 “「子どもの人権と
婦人問題を学習の主軸に」と講師陣と確認して始められた、とあり、講座

のスター トから母と子の人権の同時保障の視′点が明確だつた。この問題意

識がその後のあゆみ中でも貫かれ、くにたち公民館保育室活動の柱となる

理念となっていった。この問題意識で、公民館の責任で、公民館保育室が

開かれたことは大事なことで希有なことと認識している。

学習の視点

1971年、講座「私にとっての婦人問題」が開かれた。この講座がその後

の学習にとって大きな画期になつた。

一つには、主婦とは何なのかを問うことから女の問題の解析がされたこ

と。そこから導きだした、老い 。性・労働・子どもといつた女の人生にと

って大きな軸となる問題を明確にした。

もう一つは、“学習"と いうことへの問い直しが行われたこと。与えら
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れる学習ではなく、自分自身を見つめ、問題を共有し、共同で言葉にして

いく、共同学習や共同で書くという学習のあり方や方法がここから生み出

された。

学習の組織作りという′点では、くにたちの大きな特徴である保育室運営

会議を挙げておきたい。あずけることを学習にするとりくみは、新しい人

を巻きこみながら、次の学習を展開していく上で大きな役割を果たした。

そして、それは暮らし。地域の中にも広がっている。そのことはとても貴

重なことだと思う。

評価の視点

社会教育の評価というと、参加者が何人とか何回講座が開かれたかという

ことになるが、そういう評価とは別の形で、くにたちでは自分たちで評価

するということがずつと行われている。やつていることを文章化して、共

同で吟味してさらに高めていく。そういう意味で自己評価の積み重ねがあ

って多くの記録が生まれた。p72～「保育室だより」の全目次が掲載されて

いるが、それは思想の歴史ということができる。

(2013.12.21)

《第 2回  くにたち公民館の姿勢》
「女性問題学習」(p147)において示される公民館の基本認識と基本姿勢の

意義

社会教育機関としてもつべき基本認識が明確に示されている。地域社会

の関係のあり方そのものに民主主義、人権ということを育んでいく、その

拠′点としての公民館であることが、基本姿勢の中に言葉化されている。

2‐ (4)基本的人権の尊重・民主主義 。平和主義を基調とする憲法遵守

の立場から先見的に取りくむ、とあるように、流行に流れるのではなく、

常にその認識の中で問題をつかみ学習を組織する。そのことが看板だけで

なく、公民館が主催する講座を中心とした学習活動として展開されてきた。

そして女性問題のとらえ方。このことは、くにたちが提起した大事な問
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題で、“暮らしの中で慣習化している差別を差別として感受し、問題を見

ぬくことのできる感性と問題意識を基底にして学習を組む"と か “社会教

育機関である公民館の事業としてとりくむ意味を認識し、女性差別が人格

形成におよぼす問題に重点を置いてとりくむ"と ある。特別に不遇な人た

ちが抱えていることではなく、どの人にとつても社会的・構造的に存在す

る差別であり、そのことが、教育の問題、人格形成の問題として大きな影

響を及ぼしているとして、公民館学習としてとりくむ。その公民館の姿勢

が本当に大事なことだとおさえておきたい。

事業のテーマやよびかけ文に現れる公民館の問題意識の意義

「若いミセスの教室」を例に、事業のテーマやよびかけ文に現れている

公民館の問題意識をとらえてみたい。

第 1期講義録にある、 “家庭の中の人間関係一親であると同時に人間
として"と いうのは、良妻賢母教育とは全く違う、女性と子どもとの関係

をみつめ、家庭を作るということのメッセージがこめられている。

また “社会に生きるひとりとして"“婦人の解放には学習と運動が不可

欠である “と、社会教育と婦人解放の結節′点としての学習として公民館学

習が位置づけられている。この時点で、この質で問題提起がされている。

「若いミセスの教室」第 6期のよびかけ文では、「現実の主婦の生活を見

つめながら、主婦として、母親として、さらに社会に生きるひとりとして

いかに充実した人生を生きるか、一緒に勉強しましょう」とある。このよ

うな公民館からのよびかけが、「公民館だより」で全戸配布され、自分もひ

とりの人間として成長したいと家庭の中で願 う人たちにとつてどんなに

光と風を送つたのかと思う。

(2014.1.19)

くにたち公民館保育室問題連絡会

4月 27日 (日 )午後 2時より   場所は後日連絡します。
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夕月27日、学習会
r嗜
習としての証児―くにたち公民齢 青室活動」壼

訪菫ノ第3口を行いました。学習のしめくくりとして「工学習としての議児
一市民の学習諭」lミついて、ワ|さ続き村田晶子さんlミ お`語勢 聞きは
した。

“市
民カサ奮論をもつ

″そのこと自体が <lごたち公民飽楳育室渤 の大

きな撤 て`あるとし`うこと。そLて 、そス|ミ 、ふらしと″ヽしすl椎紙たこので
｀
lまな

<、 日常の活動、人との関わりの中で実威を土台lx―して、き業化さスてきた
ことが政めて責重なことこして響 きました。また、そのことを実肺 道筋
が、公民提に市民の関係の中で期じれていつたあゆみであることも大切なこと
と受け止めました。

3回の学習会離経て、くにたち公民館イ累育室の50年余りのあゅみの中で`
生み出さみてきた学習のあり方、そのしくみ、理合秒ヾ、女の学習 l‐

~おいて、

1日来の学習親 と冥夕る新たょ、 史看フリ″「く3得であり、そ
^実
繊 だっ

たのだと実感しています。

4月 20日 、噂 習としての証児一く|ミたち/AN民′館保青室渤 』(くにたち
公載 保育室問題維 編 林 社刊 )が刊行さスましr_―。私たちが
大事にしたい学習のあり澪が、より社4汗勺|ミ 位置づ

｀
けらネるととこlミ 、

このような学習を求める人たちのもとへ漏 くことき顔員います″

R2-3 「燿 として補 鴫 ― くに移 頌 商 縮 勤 動 」を読む
第3回 記録 より

P4 追樟  藻村美津さん
公保こ のお知 らせ

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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“「学習としての託児一くにたち公民館保育室活動」を読む"記録より

《第 3回 学習 としての託児一市民の学習論》
「Ⅲ。学習としての託児」が描き出した学習論の特徴

*学習観

笠原洋子さんの「循環」には、次のように書かれている。

“ひとクひとクのおとなが′分らιぐ′″だ芦ち麿ιでクヽぐこと″ミ ″

成の人勘筋影を かわ鐵膳 れていっく 艦 ろ″以 βらιぐれつ喝 ι

ぐ生き冷えるを分を無 つつ くヽとクヽ夕共通の′″だ″びどされていぐ。

そしてそのとクぐみを発展させていくひとクひとク″ミ とクぐみのなか

″ヽらそのスの要求ヤこ応 じし佛財 ιでの成長のワ シ クを得てクヽく。ひ

とクひとクの 様 桜 、さらだとクぐみを発展させん獄″ つし ぐヽ。一

こ 9́像朦り笏 21、 務″ノ1学f駒と′フイιドア
=ク

と`′屋7ク jヽξすb″

このことは「初歩」「入門」から「高度化」ではなく、「実践の展開とその中

での省察、さらにその総体を省察し次の実践の展開へ」と実践と省察が組

みあわさつて螺旋的に展開する学習像を提示している。

個々の学びが個々にとどまるだけでなく、社会への視点をもち、また地

域の人間関係の中でより質の高いものへと発展していく。笠原さんの言葉

に端的に表されている「学習観」はくにたちの大きな特徴といえる。

*社会・公共観

子どもをあずけることを通して、今まで自分とは離れたところにあるも

のととらえがちだつた社会に対して、自分たち自身が社会の形成主体であ

るということをとらえ直す学び。そのことは大きな特徴であり、くにたち

の学習の中で学習の根幹になっている。

公民館で学ぶということ、公教育であるということ、公費で行われる意

味を市民自身が問いなおし、学習の質を高めるとりくみが生み出されてい

つた。



ワ
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*生活の中で営まれる市民の学習

夫との関係性や人との関係のあり方を、日々の暮らしの中で見つめ、仲

間と交わし合 う。子どもをあずける中で見える問題を暮らしの中で考え、

課題化し、仲間とともに乗 り越える活動を日常に位置づけていく。そのこ

とは、個々の暮らしを変えていくことに止まらず、社会につながる問題と

してとらえ、暮らしに引きつけて、主権の問題、市民生活のあり方をとら

ぇ直している。

“生活の中で女たちが紡ぎ出した知を生活語で語る"と いえるのではない

か。

*記録

くにたちの大きな特徴として、「記録」がある。残すものということでは

なく、学習に活かすために日々の活動から導きだしたことを“共同で書く"

とりくみをもつて記録化している。質的にも量的にも他には見ることがで

きないもの。記録が深く長い省察を支えている。

学習論が導きだされる道筋と機構の特徴

それぞれの暮らしがあり、公民館の働きかけを受けとめ、うけとめた市

民の学習活動が営まれる。節目節目で、自分たちの活動を共同でふり返り、

学習の記録化・言葉化にとりくみ、その記録を活動の中で読み合う学習が

組織されていく。

連なり、積み重ねられる学習のサイクルを支える機構として、公民館主

催の講座、「保育室だより」「保育室運営会議」がある。公民館と市民との関

係の中で、それらは市民生活と切れることなくいかされてきた。

たとえば、「保育室だより」も単に公民館が発行するものととらえること

なく、市民自身が大事な学習の材料として、編集 。発行に関わり、仲間か

ら仲間へと手渡していく。そのこと自体が大事な学習活動となっている。

そのような日常に根ざした実践をもつて、市民の学習論が導きだされてい

る。 (2014.4.27)
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◆4月 6日 、藤村美津さんが亡くなられました。

1976年から 2000年までの長きにわたり助言者としてくにたちに関わら

れ、くにたち公民館保育室活動の基盤となる人の成長のあり方、保育のあり

方を私たちに投げかけてくださいました。

1977年からは「若いミセスの教室」 (のち女性問題講座「子どもを育て、自

分を育てる」)の一貫した助言者として、また講座のみならず、「保育室運営

会議」「集中学習会」等、私たちの学習を支えてくださいました。

“ある年齢に達したら自然にできるようになったり、自然にわかるのではな

く、発達課題を一つ一つ自分の中に取り込み、克服し、乗り越えて人間は育

つていく"その視点をもつて、子どもたちや私たちおとなの育ちに関わつて

くれた藤村美津さんに、言葉では言い尽くせませんが改めて感謝したいと思

います。

心よりご冥福をお祈りいたします。

*くにたち公民館保青室問題連絡会

6月 15日 (日) 午後 2時～  中―丁目集会所
で行います。
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「 F年
12月から、対

。
日晶チさんと講師に “彎 習としての証児J壼読む"と

して、3回の速絶 学習会を行いました。

村田さんが、第一回日の会7tt、 くにたち公民館保斉室のあゆみを筆Ю
年十lθ年"こ表しましr_―。その吉黄は私たちIて 、政めてこの10年の活動め竜・
嚇を見つめ直すきつつ`1すになりまLた。

公民倍保育室の問題に向き合ったこの10年は、私たちがなぜケぶの′ヽ
ということ、どたよ人間関係でありたいのかということを、もうリエ聞ぃ直

す時間だつたとあらためて思 tヽます。

私たちの学習の拠点であったくにたち公民館 、そして、公民館保首室″ヾ
大き0賞 してい<こ とは、足下産揺るがされるようむ事態でした.その
ことで、秘よち自身″ヾ混乱 したことし事実でt
しかし、その月ズ況の申で、社 ちクヾ市民として歩むべき道重選択 してこ

られたのは、40年のあゆみと市民の学習箭卜″ち整″`に存在したからだとい
えるのではないで・しようか.そ して、公民疑打黒育室活動が腱Fった、物専の

本質を問い合えるイ中間関係が この10年を支えてきたのだということし、

今、こと苺ら人事にしたいと思います.

3回の学習会、6月 |'日の会で`|よ、この10年を1む嚇tづ t`アようとする発1言
ゆ澄 蟹りました。こつ ら`の活動の中てヽこつとしつ′`りつ″ち たいと思、

います。

R2～ 3

P4
このiO年を見つある

いただいたお諏術よリ

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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この 10年を見つめ

*学習会 “「学習としての託児」を読む"で村田晶子さんが「プラス 10年」

とこの間の公保連の行動を表現されたことが、私たちの中に大きく響い

て、そのことを意識した発言が続いています。「プラス 10年」の意味、

そしてどのような学習・問題意識がこの 10年を支えてきたのか、見つ

めたいと思います。

手がかりとしていくつかの発言をとりあげました。

◇この 10年間を公民館保育室活動の意味や価値を改めて見つめ直したプ

ラスの 10年だと実感している。最初は、事態を前にして、自分がどう

したらいいのか躊躇していた。グループの中で話し合い、仲間の中で納

得しながら乗り越え、活動を進めてきたと思う。こういうグループ 。組

織を作る学習が欠かせないと思う。

◇この間の活動の中で自分はどう生きてきたか、何を選んできたのかとい

うことを見つめ直してきた。

公民館がおかしくなって、もう学習ができないからやめる、というのは

簡単なことだけれど、それでは、学習してきた者の責任が果たせないと

思つている。この事実、学んできたことを伝え継いでいくことが大事だ

と感じている。



０
０

◇相手に対して期待したり、信頼したりできる関係があつたから、この 10

年、考え続け、課題を持ち続けられたのだと思う。仲間からの指摘や批

判があつても、仲間に対する信頼があるから課題にして乗り越えること

ができたのだと思う。このような人間関係が、私たちにとってはあたり

まえのようなつもりでいたが、とても大事なことだと改めて思つた。

◇長くグループ活動を続けてきて、ほかの人の変化に対してはすごいなぁ、

と感じていながら、なかなか自分は変われないと思ってきた。この間、

葛藤しながらも変わつていく仲間の姿を見ながら、自分ももつと仲間を

信頼して、自分をみんなの中に出していきたいと思つている。

◇人の成長、変化を喜び合える仲間が近くにいたことがすごく大事なこと。

以前の発言を、今はこう思えるようになつたと仲間に伝えることができ

る。いくらでも修正し合える安心感がある人間関係の大事さを強く感じ

ている。

◇私たちの学習は、資格を得るなどといった形に表れた成果がある学びで

はないけれど、学んできたことが自分自身のあり方に現れているのだと思

う。たとえば、事実の見方、行動のあり方、人との関係のあり方等々。
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*『学習としての託児』をお贈りした方たちからお手紙を頂きました。

☆大気も世相も不安定このうえない今日この頃ですが、そのような状況の

中、小さなくにたちのまちから生まれた確実な歩みが書籍化されたこと、

本当におめでとうございます。ひとりでも多くの人に皆様の実践の重み

と思いが伝わり、共有されることを願わずにはいられません。 (後略)

一一 福生市 E.H

☆ (前略)表題に、原点としての思いが突き出されていると感じました。

半世紀にわたろうとするご活躍の足跡が、このように記録されたことに

大きな意義があると存じ、特に今回は村田晶子さんが「プラス 10年」と

位置づけられた近年のご奮闘を辿らせていただきました。積み上げてき

たものが崩されてゆくことに、どう抗するか、そして未来を拓くか、曇農
に付して考えてゆきたいと思います。

―― 御宿町 M.K

☆ (前略)『学習としての託児』が出版されたことで、くにたち公民館保

育室の実践と証言は、公民館 0社会教育という領域から社会的な広がり

へと発展することは間違いありません。 (後略)

一― 立り|1市 YT

☆ (前略)学術書としての装丁が嬉しくて、権力との闘いを学びに変える
「国立市民」の質の高さに改めて敬服しています。地道な実践に対する評

価でもありますね。この本は、社会教育における学習とその歴史につい

て研究する心ある方々にとつて貴重な参考文献になるでしょう。

249頁の「序」は、女性問題学習の高らかな宣言としていつ読んでも身

が震えます。 (後略)

一一 稲城市 K.S
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『学習としての艶児口についていくツ 紹`介さ水ました。
ひとつは、r読き日記"(毎日:折聞 8月

'日
夕刊 )上野千額;子さんの

記事。もうひとつは、『′もヽぇみん』(夕層夕日号 )で■ 2～夕買に転載さ
せていただきました。
くにたち公民館保青営で起さr_―ことりヾ、単に小さなん城|の出来事でヽま
なく、女の学/1i 、市民の学習において大事な

t問
題に Lて受けとめらスてい

ます。

この間の学習会の中で “く|こたち公民齢 育室問

…

'をして浩
フた1絶けたこのIG暉とみつめ、とらえなおす発盲が重ね.らスています。
イいくらでも1参正し合える関術7 F期待したり、信頼し合えヽる関係 "
など螢ど、なたちが大事ドLたい人との関係のあり方が、10年の清難
轟て、政めて妾重なこととしてき繁にさネています。そして、私たちの学
びを伝え継ぐことの人事さも発言さ不ています。
女稚問題掌習を基軸に、自

`柑
きち女廂 えろF・U題を真会1に FFlいあう

力L―フ勁 があってでの言葉を生み出している、実態き響わた言葉の

童みを感じます
それらのこととこのlo年のガ議方の実りとして雅″ちるととも|こ 、公保鮭Lと
して共有したいと思います。

P2～ 3
2ク

路 ヨ新 聞 」

『′Sヽえみん』

20′隼 .8へ Sフ刊よリ
20ノタ。9、 5号よリ
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く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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⊂
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お
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未
来
社
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０
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社
会
学
者

上
野
千
鶴
子
さ
ん

＊
７
月
８
日
も

８
月
４
日

「主
婦
に
思
想
が
あ
る
か
、
で

す
っ
て
？
　
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す

と
も
」
―
■
伊
藤
雅
子
さ
ん
の
新

刊

「女
の
せ
り
ふ
」

「続
女
の
せ

り
ふ
」
は

「母
の
友
」
に
１
９
８

５
年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で
続
い

た
長
期
連
載
を
単
行
本
に
し
た
も

の
。
そ
の
２
冊
同
時
刊
行
に
あ
た

っ
て
、
頼
ま
れ
て
わ
た
し
が
解
説

を
書
い
た
。
そ
こ
か
ら
帯
に
採
ら

れ
た
文
章
で
あ
る
。

１
９
６
５
年
。
日
本
で
初
の
公

民
館
託
児
付
き
講
座
が
開
設
さ
れ

た
。始
め
た
の
は
、当
時
国
立
市
公

民
館
の
若
き
職
員
だ
っ
た
伊
藤
さ

多
く
の
女
は
、
主
婦
で
あ
る
こ
と
丁

と
の
距
離
で
自
分
を
測

っ
て
い
は

し
な
い
だ
ろ
う
か
」

「戦
後
思
想
の
名
著
５〇
六
平
凡

社
刊
、
２
０
０
６
年
）
を
岩
崎
稔
、

成
田
龍

一
と
共
に
編
ん
だ
と
き
、

わ
た
し
は
主
張
し
て
こ
の
本
を
、

丸
山
員
男
や
吉
本
隆
明
な
ど
の
書

物
に
な
ら
ん
で
、
”
冊
の
な
か
に

入
れ
た
。
そ
し
て
解
説
を
西
川
祐

子
さ
ん
に
書
い
て
も
ら

っ
た
。
わ

た
し
自
身
も

「主
婦
の
思
想
」
と

い
う
コ
ラ
ム
を
書
い
た
。
そ
う
、

思
想
は
無
名
の
ひ
と
び
と
の
な
か

か
ら
も
生
ま
れ
る
。
そ
の
誕
生
に

立
ち
会
い
、
聞
き
取
り
、
伴
走
し

た
の
が
伊
藤
さ
ん
だ

っ
た
。

彼
女
は
こ
ん
な
「女
の
せ
り
ふ
」

を
採
集
す
る
。

「女
に
は
名
前
な

ん
て
い
ら
な
い
ん
で
す
ね
」

「女

が
ど
う
し
て
可
愛
く
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
ん
だ
い
？
」

「彼
女
、
や

っ
と
子
ど
も
の
話
を
し
な
く
な

っ

た
ね
」

、
あ
れ
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
“
主

婦
は
少
数
派
に
な
り
、
託
児
は
権

利
に
な

っ
た
が
、
女
性
と
子
育
て

・を
と
り
ま
く
状
況
は
ど
れ
ほ
ど
変

軍
書
と
し
て
の
託
児
」
を
と
お

し
て
、
お
と
な
も
子
ど
も
も
共
に

学
び
あ
い
育
ち
あ
う
と
い
う
こ

と
、
そ
の
た
め
に
市
民
と
公
民
館

と
が
手
を
た
ず
さ
え
て
き
た
の
だ

と
い
う
。だ
か
ら
か
れ
ら
は
、
「ど

ん
な
公
民
館
に
も
保
育
室
が
あ
る

の
は
当
然
」
と
い
う
状
態
を

「発

主
婦
の
思
想

問
わ
れ
た
半
世
紀

日
一
一
曰
日
高
田
□
熟
池
劃
回
一
一
一
一
日
□
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
　
ゎ

毎日新聞

aック・&5夕刊

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
？

展
」
と
は
考
え
な
い
。
そ
の

「４０
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2014年 9月 5日 (金曜 日)

ハつながる

“

卜ろが狗 ェミ・ジャー■/L/

1腎鳳寝趙L鰍叡艦溜』

ンえ

「就学前の幼い子どもを抱える
若い主婦が子どもを預けて学ぶこ
と」を権利として保障しようと、
東京都国立市で、 くにたち公民館
保育室が開室 したのは 1965年の
こと。保育室があることで親も子
どもも成長する、という確信のも
とに保育室は運営され、公民館は
女性問題の学習を基礎に、女の歴
史や家族のあり方、女と仕事など
をテーマに講座を開き、多くの女
性グループを生み出してきた。
本書は、2005年から保育室が危
機に瀕したのに際し、改めてその
歩みと理念、成果を確認するため

に編まれた。母親だ
けに押し付けられた
子育て責任による母
子密着は両者の人権
を蹂用しているとい
う視点に立ち、子ど
もは友達や保育者と
の関わりのなかで成長 し、母親も
能動的な受講から、「お母さん」と
してではなく個として認め・認め
られ、仲間とともに市民として社
会に働きかける力をもつ。
公民館職員 。保育者・市民の協
働が女の生き方を力強く変えてき
た軌跡がまぶしい。 (ま )

休 の価格はすべて税抜きです)

′Sヽたみん

20/夕 、9.夕 号
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公保連としてこ洲0年 活動ち能ける中で私たちは、これまであたりまえと
思っていたことが、ごれほど人事なことだったのヵヽ 故めて認識 したように3
います.

仲間こともに問題を,著)め 、互い|ミ言葉を交ゎすことで事実|ま 4ETり こヽぃぅ
こと、■スひとりの翻師電|まイaT″ と`いうこと″ヾ 見ネてくる。そのよう営活動秒ヾ

特別なことでは曇く日常にf主邑づヽ すらなている。この10年もその島能だ
つたのだと痛感 してぃます。
2005年ごろ、国主市公民館の保育室麟 率勢の変質に市民とLて声
を拳げていった時 、私たちそれぞスの中に大き奮滉乱がありました.そのこ
とり`ら目をそらさすlミ向き合つてこられたのは、そのような日常

Pの活動″ミ

あったつヽらで,そ の活動の中、莉たな気づ｀さや確認・、朝 の1嬉 し,麦
イじにも嵐全うことりヾできました。たり ら`こそ今私たちは、この10年を

「
フ・ラスの十年」ととらえることができるのです.

私た切よ、イ・Tき大事lミ し、イETを問題Lと したのり`。イ・Tを蚤びとって今日に
至るのク`。この十年の活動を記録イじし、激めてでの意味や内なこ維″ソち
ため|ミ「プゥスの十年」としてヽ丹lこまとめたいと思います。

P2-3「 フ・ラスの十年」
P4   日 :次 (宋)

|よじめに ζ案 )

ワ
ー
●
０

<に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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はじめに (案 )

くにたち公民館保育室活動が 40周年を迎える 2005年 ごろ、国立市公民

館の保育室運営の姿勢が変質しているのではないか、そんな声が市民から

起こりました。

くにたち公民館保育室活動は、“子ども一時預かり所に堕してはならな

い"“学習としての託児であること"を基本理念として 40年の歴史を編ん

できた活動でした。たんに母親の学習のためだけに保育室をおくのではな

く、子どもをあずけることそのものを学習の軸に据え、講座が開設され、

市民の支持を得て学習が積み重ねられてきました。

その土台となる基本理念が大きく揺らいできていることに対して “くに

たち公民館は学習としての託児を行つているか"と 市民の疑問や不信が大

きくなり批判の声があがったのです。

そんな市民の声に応えることなく、一方的に市民グループの保育を休止

し、併せて市民と公民館が保育室のあり方を共に協議する場であつた保育

室運営会議を閉ざしました。その後、公民館運営審議会に問題を丸投げし

ました。公運審は「不明な点もたくさん残りましたが、保育を必要とする

市民の学習権保障を根拠とする館の再開の方針に、委員からの異論はあり

ませんでした」(「 くにたち公民館だより」2007.9。5)と結論づけ、公民館は

保育室の「再開」に至りました。

このことは、それまでの基本理念、40年の歴史の積み重ねを覆し、“子

ども一時預かり所"へ と大きな方針変更、変質をしたといえます。

その事態に抗して結成したのが私たち「くにたち公民館保育室問題連絡

会」です。私たちは今日に至る 10年あまり、国立市公民館の動向を見つめ、

公民館学習・公教育のあり方を問い続けてきました。

折しも、くにたち公民館保育室活動誕生から 50年を迎えました。私た

ちは、この 10年をくにたち公民館保育室活動 40年を基盤に、そこに連な
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る市民のあゆみとしてとらえると共に、経験し学びとつたことのさまざま

な意味をこめて “プラスの十年"と位置づけています。

この間の活動から浮上した問題、新たに気付いたことを市民である私た

ちの言葉で記し、現時点での確認としたいと思います。

また、Ⅱ章は、冊子 「学習としての託児一 くにたち公民館保育室活動」

(公保連 編集・発行)を読む学習会での村田晶子さん(社会教育研究)のお話
の記録を掲載いたしました。

この 10年を見つめ記録化することで、これまでのどの記録もそうであ

つたように、記録の営みを通して、また共に読み直すことによつて自分た

ちの事実をとらえる眼を鍛え、視野を広げ、糧にしたいと思つています。

2015年 12月   くにたち公民館保育室問題連絡会
(代表 野上美保子 手塚倫子)
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「プラスの十年」目 次 (案)

はじめに

I.私たちは何を選んだか

*2005年度保育室運営委員会の判断を受けとめて

*公民館保育室問題連絡会の結成の意味

*社会的視点から

*歴史的責任の位置から

Ⅱ。何を問題としたか

*公教育のあり方として

*女 と子どもの人権の問題として

*市民の行動の意味を問うて

Ⅲ.文書・刊行物の十年

Ⅳ.プラスの十年

*確認と発展

*関係の再編と日常的協働学習

*記録化・発信

附 :『学習としての託児一―くにたち公民館保育室活動』を読む

(村田晶子)抄
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冊子「アラスの十年」をまとめる活動rを |ょじめて {年余り、いよいよ

完成が並づいてきました。

%餌慕達」として活動を続けてきたこのlo年 .
公民盤に対

‐してイ¬勁するだけでまく自分たちのI稼多基にして、
この常習がとえな意味を満わもの″載 会的に意味づ`アていこうヽ言

葉にしていこうと票り組んできまLた。「プラスの十年」め編集・発行

もその―つ|こ位置づ<このです。

公民館イ示誉室活動が必たちの人格ゃ生きか|ミおにヽてどのようlて

関か てヽヽるり`と内蔵からめくり出し、つつ時点で解工ちの原点とな
つたの1よチ・T″ を`政めて言葉にすることは、学んでヽ たことの意味遂

よ明暗か|ミする活動でLた。

「プラスの†年」t編試河乍業は、くにたち公民館保育室活動の基
盤として重んじてきた共同学習、特に

″
共同で書く"ことの実戯でヽし

た。何度も読み合い、さ見を交わし、そのき味壼雄ラわなりヾウ吉策
lミする澤材を通上て、この十年の価値 、そして共同で学′Stことが生

み出す大き叡力著実驀1しています。

く公イ題 全体会>
2017年 10月 29日 (日) 午後 2時より

公民館 中始 蛍 tミ て

P2-3 「プラスの~l~3:」  はじめ |ミ
R4  「プラスの十年. 目 次

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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|よ  じ め  |こ

くlてたち公民館イ黒育室活動が4_0周年を迎える20054ご
ろ、国姉 公民健「の保育室運営の姿秀わ決 質してしヽるので
はないりヽ、そんな声が市民ろヽり起こりました。

くにたち公爵館保育室溶

"は
、
″
テども一時預″ヽり所t

堕してはならない"“学習としての証 児であること"建基
本燿含之して

“

年の歴史を編んできた澤勁でした。たんに

響 の学習のためだけに保育室をおくのではなく、子ども

をあずけることそのしのと労習の軸 :、層え、議たが胴設さ
ス .市民の支持 き得て学習″ヽ積み重ねらネてきました。

そのム台と螢る基本理合が大きく程じ しヽできてしヽること
1尋寸して

″
くにたち公民館は営習としての証児きイ〒ってい

る″` "と 市民の疑問や不イ言が大きく螢りれ ¥l子の声があがつ

たのです .

そん奮市民の声 lt~たえること費く、一方的lt市民グルー

プの保育を体lLし 、併せて市民と公民扉ン粽 青室のありか

を共に協議 する場であつた′保脊室運営会議港朋ざしました。

その後、公民棺
=嘗
魯議会 に川題き丸寝 |ヂしました。公

還各 |ま「不明賛点もたくさん残りましたが、イ示育を必要之

する市民の学習権保障を根たとする′館の方針に、委員から

の異論はありよせんでしr_― 」(rくにたち公贄館だょりJ2。″ .

9.5)と結論ザιす、公民億は保費室の「再謂」に至りまし
r_― 。

このこと|よ 、それよでの基本理合 、407の歴史の濠泳女
ねを覆し、“子ども

一時預りヽり着 ″へと大きな`方針変更、

変費をしたとぃえますθ
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その事得に力:して結成 したのが私たち「 くにた,公民館
保育室問題連験 Jです。私たぢは今ヽ日lミ 至る10年あまり、
国主市公民｀い動 向 き見つめ 、公民館琴惚卜 公教 育のあり

方をFHRい続
`す
てきま した。

オ
『
りしじ、くにたぢ公贄館保育蛍活動誕螢″ らヽ!Ю年を逸

えました。私たちは、この lo年きく |ミたち公民館保誉室着

夕

“

‐0年 ■基盤 |て 、そこ|こ連なる市民のあゅみとして とらえ

ると共に、経験 じ学びとったことの さまざま食侮味 をこめ

て “フ・ラスの十年"と位置づけています。

この間の活動から浮上した問題 、莉「r_‐に気付いr_‐ ことと

市民である私たぢの吉乗でき己し、現 時点、で 良ヽ 訳 とヽしたぃ

と思います。

また、工章 lま、平トチ「 学習としての証 児――く!てた,公民

徳保1賓活動J鶴 L編集・秀御 をi流じ学習会での村田晶テ
ざん (れ
^教
育研究 )のお話の記録 きん載 ぃたしました .

この子0年を見つめ記録 化することで、こムまでのどの記

録もそうであったように、譴様の営み奮通:して、また共 lt‐

読み直すことによつて自分た

'の
事実建とらえる3受 産後

え、視野t広 tプ、経 にしたいと思ってぃます.

くにた,公民棺 保育室問題菫痺躍ト

(代表 野上美偲テ チ齢 テ)
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プラスの十年

はじめに

I.プラスの十年

1.く にたち公民館保育室問題
*それはもはや「くにたち公民館保育室」ではない

*く にたち公民館保育室問題連絡会の結成

2.市民として
*公民館の役割

*市民として

3.文書・刊行物の十年

4.プラスの十年

Ⅱ.『学習としての託児』を読む  村田晶子 (早稲田大学社会教育学 )

1.く にたち公民館保育室活動のあゆみ

2.く にたち公民館の姿勢

3.学習としての託児―市民の学習論
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NO.40

201803

2018年 1目 16日 、国主市公民館長と会見し、く にたち公民館だょりJ
2017年 12月号について私たちの意見をイ云えて よ゙Lた。

r公民館賢欺リュ:軍は、得書室|ミ子どしをあずlアて受講した市民のた華が

獨哉 紙゙てしヽましたが、そこにはよるで200厨勒艶以降も変わりなく公民1館
保育賞狸 営さ木ているような表が あり大きま疑F_lt感じたηヽらです。

公曲 よ、
″子育てきメ押しつLすられている機 の姜後"でぁるといい、

他市の公民生ミリ義辱く保育してヽヽる、2005奪 φヽら変わったとしヽぅこと
:ミついては、静 前篠 かゥは4・Tも薄lいて|まいなぃと磐言してし鼈した。
澤勤戯員質。2005年にあったことについては “タデー榎Fされてい
て知「ることlま できなろヽったとさいました.また、級 の講師■蔽 す
る嘔 ウめく1嗽$公民伯保離Fと ぃうょうな言ゎれオをされ 因
惑してしようとも.

そのようなボ懲ぜ なぜ蔵買たちはくにたち公贄館4締室の歴史|ミ
ついて費課説釦ミイ云えるのでしようか。イ・Tを 4伝えるのでしょぅか。な
営とlよ大専ぬ童ぃがあるとぃうことを言わずに .

幻の“くにたち公舜館保育室"の看板はまだ存在していると強鑢 じ

ました。その詠 の下、4親にとつて便利なだけの一時預かり、公費
に値しない証児が 日々 イ言わよている、公民′館でこのょぅな保育が行
われていいものイヽと疑 F・qを大ミ<した公見でした。

P2へ4 「プラスの十年」をお月曽りした方たちからのお手絲より
R4  こ/tからの活 1カについて

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会 ・
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☆「プラスの十年」をお贈りした方たちからたくさんのおたよりを頂きま

した。抜粋して紹介させていただきました。

*手にした瞬間「プラスの十年」という積極的な名づけが眼にとびこんで

きました。P43により、その由来がわかりましたが、この名づけがくに

たち公民館保育室問題連絡会のすべてを示していると思いつつ本文と

記録を拝読しました。困難な中でも学習する問題を出すという姿勢をゆ

るぎなくもちつづけることに敬意を新たにしました。 (御宿町 M.K)

*公民館の変節というか、むしろ馬脚をあらわしたともいえる姿勢に対し、

どれだけ戸惑い、怒りを覚えられたことでしょう。

その問いをも学びにつなげていく、くにたちの方々の力量に、それを

“プラス"と とらえ、共に育って行く「共育」の力に感嘆します。

それもこれも「原点といえるような体験を全員が持っている」からで

あり「学び合い育ち合 う人との関係を日々編み続ける日常の学習活動」

を続けてこれたからこそと、得心がいきます。

生きることは学ぶことと思いみずから学ぶ人々を支えることができ

ればと、カルチャースクールの仕事をしています。逆に、受講者の方々

から刺激を受けることも多々あります。

くにたちの方々の実践とはくらべるべきものもありませんが、学びに

関わるものとして、これからも心して働き続けたいと気を引き締めてい

ます。 (福生市 E.H)

*プラス十年ではない「プラスの十年」という「の」に何か重い意味があ

るのではないかと思いました。いただいた “はじめに"は書かれた文章

に使われていた言葉に一つも無駄がないと感じでとても分かり易いと

思いました。同時にくにたち公民館を相手にどれだけご苦労が多かった

かがよくわかります。次に “市民として"を読みました。
・公民館の役割について一くにたち公民館保育室の活動は「子どもの権
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利と女性問題を学習の基軸として「運営会議」を軸にした学習を生み出

してきた。それが一方的に市民グループの保育の一時休止。保育室運営

会議の開催なし、「保育室だより」も発行されず、公民館保育室を託児

サービスの場におとしてしまった。

・市民として一くにたち公民館保育室活動では、市民が保育室運営委員

会を組織してきた。市民は受益者ではなく学習活動の主体であることを

大事にしてきた。私たちの行動が “公"の質を市民として大事にして行

いたい。そして、私たちが市民として行動を続けてこられたのは保育室

活動の中で培つた力であり「保育室運営会議」。「保育室だより」がつな

いだ人とのつながりがあつたからだと実感している。

ここまで私の学習として読み書かせていただきました。 (立り|1市 Y.T)

*く にたち公民館保育室のその後には関心を持つておりました。「プラス

の十年」お送り下さり、うれしい思いです。これから拝読させていただ

きます。 (武蔵野市 T.U)

*「プラスの十年」お送りいただきありがとうございました。感慨深く読

ませていただきました。そこに流れる精神と糸区続のすばらしさ、あらた

めて敬意でいつぱいです。 (国分寺市 YЮ

*(職員の)見識の深さと豊かな知性に裏打ちされた働き方があり、これま

での歴史を丁寧に紐解き、評価する村田さんの真摯な眼差しがあり、国

立市民とりわけ聡明な女性による実践が生み出した「プラスの十年」、

なんと貴重な記録でしょう。 縮 城市 KoS)

*く にたち公民館が 40年にわたり実践されてきた保育室活動がそこで学

んだ人たち(市民)に よってしっかり伝え継がれ日常の暮らしの中に生き

続けていることが実感でき感動的でした。そして、本来の学びのあり方

とは危機に直面した時にこそ真価を発揮できることをこの「記録」は実

証してくれたのだと。
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さらに学んできたことの意味を市民達自ら検証し対象化する作業に

より学びの質をより高みへと導き進化させることに驚き圧倒されてい

ます。「プラスの十年」にこめられた思いの深さを感じています。

くにたち公民館における保育室活動は他に類例をみないユニークな

活動であったことは理解しているつもりでしたがそれが単に公民館の

中だけのことに止まらず、そこで学んだ人たちが、市民として社会を形

成する主体として行動を起こし人間的にも成長し続けている事実にふ

れることができたことは大きな収穫でした。

また村田さんによる社会教育政策の歴史的な動きをたどりながらの

位置づけは、このくにたち公民館保育室活動の 40年がいかに志の高い

貴重なものであったかを再確認させてくれました。

(さいたま市 YI)

公保連全体会

2018年 3月 4日 (日 )午後 2時より
公民館 中集会室

昨年発行した「プラスの十年」を踏まえて、これからの活動を

どのように進めていきたいか、話し合いたいと思います。
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N O.  Zl l

2018. 5

3月 4日 (日)、 公

…

会さイテいまLた。

会の目頭、1月 る日の公臼館長との会見ιミついて報告グリ りゝました。

然剛日朝nWを慮)じた時には 市民としてお判の行動産起こす率赫は
これ夕`らも府,続けたいこぶ

=:沼

しました。

その酷 のあと、今後の公保邁フ琺覇貌ミついて語降ヽ まヽした。

「保誼 だより」ザくりの体験から、市民自身の手で自分た
'の
学習

にとって人事蟄‐冊として作じれ 、届けられていく、その市民的な活動

バ惑動的だつた。単碓で事務的なf常業と思わスるようなことも、市民自

らが市民コ本の劉吻て位置づけていたことの大事さをあらためて言葉にし

ていきたいo

「保育室だより」のカ
ッティンプを通しての公民館′呆誉室浩フアが大事な

原体験になつている.今も自分の感党にひっグψ ろヽ事に主ち止まり、考え、

自分の言葉で伝え、また f・TAも闇 しヽ通す、そん公自己

…

が 自然よこ

と|ミ螢つている .そのよう奮清動 と若 い人たち lミ つなげてい Lすたりと思うθ.掌
、々公民館保譲 活動が今の江たちの中で活き議けているここがお 糸

ました。

2005年度メ降行われ安くなつた路群落璽郵奏籍義J「保青生だより・
はくにたち公閾店保育室清勁の学習の柱で味 。そのイ刹験は承たちの中

で共有凛 、つもと裡せることはありよせん。そネらの体球港実例に、学

んだことその学び方を鳳L合つて公民館清勁として̀‰畢套保育室活動の

あり方を照らし出してヽヽ<、 く学習としての証児>が実際 lt~生きている

ことを―スひとり″ヾ証言し、課 にLていくこととこ不り`ウの主なラう:"に

していきたいと思います。

P2 話し合いの柱 (栄 )

主な資 料

くに た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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◇話 し合いの柱 (案 )

1.証言 〈学習としての託児〉
*保育室運営会議の体験から

*「保育室だより」つくりの体験から

2.市民と公民館の関係
*職員の役割について

*“協力"について

◇主な資料

*「プラスの十年」(2017)

*「学習としての託児」(2013)

*「2006年春 くにたち公民館保育室活動のけじめ」 (2006)
*「撰集  保育室のまど」 (2001)
*「公民館保育室」(2000)

くにたち公民館保育室問題連絡会・全体会

5月 20日 (日 )午後 2時より

国立市公民館 講座室



Ｅ
Ｕ

NO.42

2018。 7

7月 3日、「くにたち公民羅球おのJ7οοttl‐
~対
して抗議支と

淳‖しました。

2018年 6月 ,日号の
rくにた

'公
民館 だより」には 領 がキ

リ育てて2号 "記唸溶影簿善巽会とLて、碁し、人たち3名によ
る藤議会の議 が栽せらなてぃました。

た談会 に参加した人たちめ発官としてlt、
″公民健 It無料

で気軽 lミ勿 できるのが しヽいケ"`篠育つきで燦:く学べて、
大ケ生気分が'また味わえぢゃった"″今の公民館だよりはちよ
つとわかりずらいかご。文字が多ぃのでノヾ―ツと見て、見終わ
やうんです〆 等々、公民館 で4・Tを学んでいるのグヽ、そのことに
は何もおヽれず1ミ使利で気軽 |ミといぅことが前面 |ご有t出され
ていました。

今め

―

中、そな ぅ螢孫言イミ墨ることは数:Lオないこと
なのだろうと思います。私たち″ヾオた1幾 したいの1ミ 、そのことて`ま
。な<、 日劇軽群郡盲の姿鶴卜です。

候卵1で、気軽に、スマートフオンめようltという哺 の恭スに
対しては ゼ¬だヽ 仏瀬ウ営

…

膚 闘としての自党も食く、
このよう|ミ軽痺螢喚贄館た数りJき '藩行する、そネが愛左の
然剛磨の実態よのです

`

一面には、ホぢゃんをひざに、麟
"に
幼児を′左らせ鯵 クE者

の写真がありました。佛書室にチどもをあずけて学んでいても、
こういう時 lξ子どうをあずけあえるような藤博賀まセ成に誉よ
れていないし、公剛店≧体にそのよう鋼覇設も誉いのだと思、
います。

飛よちの城膚 ガヽヾどこまで伝わるゆヽはE期待できませんが、市民
として言うべさこと|よこネクヽらも言ιヽ経1,こ しヽきたしヽと思ヽいます。

公4晨連会始 :2018年 ク月8日 午後′時ヘ ク潤盤熱 室

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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20184「 7月 3日

国立市公民館 館長 石田 進様
国立市公民館運営審議会御中

2018年 6月 5日号の「くにたち公民館だより」|ま “市民が守り育てて700号"記念特

集座談会として記事が掲載されています。

私たちは、この記事を読んでこれが 700号を記念して載せる内容か、「国立市公民館」は

社会教育機関としての公民館の役割を果たしているかと、疑間を大きくしました。

“今号では、若い人たちの「だより」の受け手としての率直な意見を座談会形式で聞き

取りました。そこから見えてきたのは、スマホを中心にヘッドライン形式の表紙から詳細

に入る情報収集の行動パターンでした。 SNSを活用する一方で、紙誌や図書、講座参加

等も利用して、より深い情報収集や学習する姿もうかがえました。"と後半の「公民館だよ

り編集研究委員会」の文章がありました。

伝える手段や方法は時代とともに変わつていくものかもしれませんが、公民館とは何を

学ぶところなのかという軸がなく、ただ単に “手軽に、気軽に"“読む側としては文字が少

ない方が助かる"と いうような意見が交わされたものを素のまま掲載されています。公民

館学習はその質でよいということなのでしょう力、

かつて「くにたち公民館だよりJには人権 。平和学習が基盤となつた講座の記録や学習

者の文章が数多く掲載されていました。私たちはそのことに信頼を寄せてきました。

戦後誕生した「公民館Jと は、民主的な市民を育てる学会ではなかつたのでしょう力、

近年の参加者の傾向をみつめつつも、公民館としてあるべき学習を展開していくのが社

会教育機関としての役割です。

公費で、そして国立市全戸に配布される刊行物であるという自党を公民館は持つべきで

す。このように公民館の見識が疑われるような
「公民館だより」の発行、その公民館の姿

勢に私たちは抗議いたします。

くにたち公民館保育室問題連絡会

代表 野上 美保子
手塚 倫子

文議抗
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NO。  43

2018。 8

7月 8日、くにたち公民鷹保餞 問題違総 全体公鸞行ぃました。
今回の全体会では、前ロドデ1寺酵さ公民倍保誰 活動の根幹である
・ 保育室運営会議Jの外朝継実例!ミ、今現在の私r_―ちの言葉でく学習と
してのえ児〉を証言していこうと発さと重ねました。

中でも私たりこ響 しヽたのは、山本秀子さんの発言でした。
山本さん″ヾ公感 tミ胴わりはじあた噸 子どもは小サ生で、実際子ども
をあずけたイ瀬験|まありません.同じグルーフ・lでチどもをあず:アていたメン
バーがtヽて晰宥室運営会議 Jlミ出席したのが保誼 清勁とのパ会ι《¬
″現在福祉のグルー70で活動してtヽる.こ な々考畿″ あヾる中で最大公

約数を見虫してtヽくような活,初 =な
!りがちだグヾ、おり`しいと思うことに

対tて索通りせずにどうしてそぅなのか、じやあ自分はI・Tができるかという
罵考のサイクル|ヾ自分の中|ミある.そのことは公民館イ呆青室清勤、「′采

育営峰 .で得たことだ。自分はグル~フのイだ表的な位置だが、
音の饗鮮ヨ゙ イテ!助の記録 をきっちり4わ てヽヽく、そのことが自分ヽリーダー

としての/ra割だと思ってぃろ.記録はお活 としての意味もあるし、ス
を見ていく役日もある。前鋳tをするということは

'ビ

味だけスど合推進

める大事なことで、先頭に立っていくというより くしん夕ヾりのリーダー〉
として/r2割 を栗たしr_―ぃとぼってぃる."
――でんな山本さんの現在の活i力を通しての誉さは、日常のサ暮らし、山

本さんの生さオ |ミおtヽて保育室活動がせ |ミなってtヽる方強いだ言ごした。
r保育室運営嶽 Jが

｀
、子お 産あずけていなくても之K市民に用り`

スていたこと、六意事項や子育ての/ウハウで|ま螢<おとな珈 価
疸饒建間ぅヶ雷の場であったことが照らし出ぐスてぃました。

P2～4 7月 8日 ヽヽィ針での番きより

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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2018年 7月 8日全体会での発言より

*私が子どもをあずけはじめたのは 1981年 5月 から。それまで経験したこと

がない市民と公民館、市民同士の話し合いが「運営会議」の場で展開されて

いて、今も印象深く覚えている。

毎年 5月 には保育者のレポー トがあり「社会的視点に立った保育」がテー

マになっていた。ところが聞いた親の側はその内容をつかめたとは思えず、

もつとしつかりとわかりたいという思いが強くあった。「もう一度聞きたい

と伝えてみたら」という職員の言葉に支えられ、「そういう要望も可能なん

だ」と、ただ受けとめるのではなく「能動的に聞く学習」を展開していった

ことが保育室だよりにも記されている。

当時の私は、「運営会議」の一出席者として見ていたが、その学習の中身

はもちろん、親たちがどれほど公民館保育室の子どものあずかり方に厚い信

頼を寄せているか、市民が保育室活動にどんな姿勢で臨んでいるか、その関

係のあり方に驚かされた。

そんな動きに触発されて、わだちの「『いやっ』の読み方」(1981.12)が

レポー トされた。9月 号の「保育室だより」に「いやっ」が掲載され、12

月のレポートまでのグループの変化がよく伝わつてきた。親たちが “保育
する眼"をもつて子どもたちをみるようになる。「目的」「視点」をレポー ト

づくりを通して自分たちの言葉として獲得していく。これこそ暮らしの中に

生きていく学びだと思わされた。

また、単発託児や保育室での自主保育を要求することに対しては「運営会

議」の場で直接意見をかわすなどして、市民が自らどのような保育室にして

いきたいか選びとつていく場でもあつた。

子どもたちにとつて公民館保育室をよりよいものにしようと話し合い学

び合う場は、そこが公的機関であればなおさら、大人が成長する場として大

きな可能性があると思う。

*は じめて出席した「運営会議」の冒頭で、「最近、母親もコンサートやお芝

居を楽しめるように保育つきのイヴェントが増えてきているが、子どもにと

つてはどうだろうか ?この現象をどう思うか考えてみよう」という問いかけ



55

があった。

そこでは、初めての場所、見知らぬ人にあずけられて子どもは不安ではな

いか、母親が自分の都合で子どもをあずけるのは、子どもをコインロッカー

に預けるのと同じではないかと、公民館保育室に子どもをあずけた体験に基

づいた発言があつた。当時の私にはショッキングで、ドキドキするばかりだ

つた。子どもをあずける事に無造作で無頓着な自分が見えた。

その後も「運営会議」を軸にした学習の中で、本当に子どもを大事にする

とはどういうことか、子持ちの母親が社会活動する時に何を心にとめるべき

か、子どもを見る視点とは、と問題意識をふくらませていった。それは外か

ら情報を集めるというより、自分の内側の意識を掘り下げ、思考を積み重ね

ていく作業だつた。

公民館は単にサービスとして子どもを預かるのではなく、ゆるぎない理念、

それに基づく問題意識があつて運営され「保育室運営会議」や「保育室だよ

り」を通して絶えずあずける親と相互で確認していくものだと実感している。

*社会通念だから当然と介護と幼い子どもの世話に明け暮れる日々の中で公

民館だよりを見て「子どもをあずけたい !」 と思つた。それまで働くことな

ど考えもしなかつたが、公民館では働いている仲間もいて、職員の姿も日の

当たりにして「女が働く姿」が輝いて見えた。働くことは何らかの社会的役

割を果たすこと、家族が家庭内の世話すべてを主婦に頼るのではなくできる

ことをそれぞれにやる一家族の関係を変える…と少しずつ働くことを考え

るようになった。今 20年ヘルパーを続けていて続けることでつく力もある

と感じている。

*「運営会議」によつて公民館に通い始めた私たちのグループの学習は、深め

られたと感じている。さまざまな活動歴のある人達から受けとめられ、伝え

返され、学ぶことがとても楽しくなったことを記憶している。

初めて「『いやっ』の読み方」を読んだ時は、保育室以外の場で仲間同士を

つなげるような保育がされていることに目がいつていたが、今読み返すと、

わだちが自分たちの位置でいま何を伝えることができるのかと客観的に自

分たちのグループをみつめ、かつ「運営会議」という場でなにを伝えること

が大事なのかと考えレポー トしている。そこが重要だし「運営会議」はその
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問題意識を育てる場なのだと思う。

*最初レポー トを書いてみて、何となくこれでは違 うと感じていた時、職員か

ら何のためにこのレポー トをするのかと問われてハッとした。そこから「目

的」と「視点」を考えはじめた。保育室活動に関わるみんなが学習にしてい

くためのレポー トと目的が定まって視点が導きだされる。目的が変われば視

点も変わるというように相互関係も見えてきた。大事だったのはグループの

中で目的を共通にする話し合いだつた。それが個々の目的意識になっていく。

レポー トにとり組んで学習会に参加するだけでなく、学習をつくっていく一

人になつた。

*「『いやっ』の読み方」のレポー トづくりのため仲間の子どもたちをあずか

ることになった。その頃はグループとしての子どもたちのつながりを育てた

いと考えていたので、それなりに計画的にとりくんだ。それでもうまくいか

ないこともあり、なぜなのか話し合う中で、個人的なことと思われがちな生

理的なことも、集団全体に大きな影響が出ることを実感的に知っていった。

みんなで楽しく遊べる、充実した時間を過ごせるのは保育するおとなが、子

どもたちが仲間のつながりの中で行動できるように配慮しているからだと

体験を通して実感した。子どもが成長するということ「関係を育てる」とい

うことを確かにつかむ学習だった。

「目的」「視点」ということも自分の生活の中では初めて聞く言葉だつた。

「運営会議」でレポー トする役割意識から自分の位置を意識し、少しずつわ

かっていった。当時より今読み返すことでよりそのことの大事さを感じてい

る。

*子 どもをあずける前に「運営会議」に出席した。保育者のレポー トがあり丁

寧にあずかってくれる場だと感じた。常識的に生きてきたつもりだつたがい

かに考えてこなかったことに気づかされた。「運営会議」や「保育室だより」

がつないでくれた関係で今もこの活動を続けたいと思つている。

くにたち公民館保育室問題連絡会  全体会
2018年 9月 23日 (日 )午後 2時より
公民館 講座室
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9月 23日のくにたち公民疑動果誉室問題遅孫臼斜では、殊 育室だよ
りJのカッiルングを長年にわたり続 tすられた山本秀テさん

"ヾ
、~粽

育室だより」つくりのイヘ験ツ ら`一 のテーマで'レラぱ―卜します。

「保育室だより」は、公難 の刊イテ物として公安でつくらスてきま

したo活動する者の内側l″ らヽの眼だιすぞなく、ちょっと1推れた位置

からの霞で見直し、外の人にも課解曇く伝わろ表現 り`どう″`など

点検することは、保育生活動がさちんと理解 さネるため日嚇ン
なこと。保譴 活動″ヾ子とも きあずけている人、あずり終ゎった
人、あず|アたことの螢いスも含め、層厚 く展開 苺糸る大事 ぎ謬い

ました。

活動の中lじ l‐
~ぃ
俊ぃの1こ仁″ 言ヽう曇んてと思う気稿ち ″ヾあり主

したりヾ、解め居場所・イそ智Jが少しIよっさりしてきました。

(「2006書二碁」P薇り)

これは、r2006年忠―一くにたち公民齢 青室活動のtすじめ」に葛
栽されてtヽろ山本さんのえ幸 時ムにとっての「朦 室だより』」の=岬
です。この夫葦をあらためて読みかえじレポートを聞きたいと思t蒻。

山本こ のレJ←‐卜に続 いて次回ス降の部 会では、「 市
民と公民

館 の関係Jと して 次のげ■―卜を行つていきます。

・ :戯員の役柚 ミついて (レポート 野上美保子 )

・ ″1湯力"に ついて   (レ ポ` ト チ塚 輛命子)

P2 町果誉室だよりJつくりのイ本勝さから (レジエメ)

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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く学習としての証兄>き証言する

山本秀 テ

<:よじめに>

<殊育室だより」つ<り の行程からみえる着動のイ面値>
f.文章づくりゆ`り :イ可げないひとことを腸さとる鋭い慮度

す准問題学習の視点からの間 ψヽ すヽ

沓の学習茅拐斗としての文をか<場務 る

自分の言葉をもつ

人ととしに夕
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とつlする場としてじ

2,カッi″r)グ´ヽウ : のめりこんで`かソ:所ングできる文とのい ヽ

自分の <ら しを工夫する

訪もうとヽヽラ気にさせる工夫

颯独な作業|ミさせない支え(スを便利|ミィ難な→

3、製本イ乍業沙ヽ :全体をみて自分の判断‐で動く
美しくつくることl‐

~こだわり、普で築しむ

4次につなた 動昼をする

く今私の中に生きて、イ〒就「の源 となつていること>
0ものごとを見ろ眼 ・

②記録 の力と大切さ

③鱈袋第会をっ<る 一買
″
のフレィド

の デ者さ交字の強みと責任

<おわりに>
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9月 23日のくにたち公議 保費空問題連絡会 4淋会では、一η騎室
だより」つ<り の体験 り`ら(学習としての証児)壼証吉する一として山本
秀子さんのレポートが行ゎれました.

LLl木さんのレポートでは、蹴 育室だより」のかソF所ングから有塀J・製本 '
配乍と膏壊の渤 が、市民自身の活動として、自ら8`鍛え、また共同の関
係送育む大事なとりくみとして照らし出下れていました。としすスば

｀
、公民

俸物 らヽ配られる・H・子の一つだった″ヽもしス賀いものが
｀
、こスだιす市民に大

手にむネ、活かさスてきたということ。あのときのあの文幸が自分にとつ
ての原点であるといえるよう螢存在としてあり続

`ア
ていること.山本さ

んめレポート産層いてあらためてそのイ置値:を 刻み込んでいか蟄けス|ゴ
なら曇いと思いました .

そして、喉 育ミだより」つくりの潜勁は、現在の山本さんの物碁を見
る日、考え硫 点iミ大きく周ゎっていまt2006年 、く

`ミ

たち公民館の
委赫の小ィじ|でも山本さんはこれた 秒つ ゎヽってはいけ曇いとカツシン
グを菌していま,そ の見識ら藤 ″ヽさを今 ことさら貴貪餃ことと思ιせす。

次国以降の全体会では、市民と懇 館の関係Jのが '卜を行います。.

11月 fl日 J戯買の役割について ("ぱ―卜野上美偶5→ 中ITE集創布

12月 9日  `′ 1協力"について  くι跡トト手塚倫チ) 14100-16'00

P2～ 8肺 金可「 4栞誉室だよりJつ<りの替嶋灸から(学習としての記児 )
を証吉する    しポート山杯 チ

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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「保育室だより」つくりの体験から

(学習としての託児)を証言する
山本秀子

くにたち公民館保育室活動がなくなり、10年のくにたち公民館保育室問題連絡

会の活動を経て、なお 「学習としての託児」の大事さを、記録 0行動で示してい

くことが、今の私たちの役割です。私は、それを「保育室だより」つくりの体験

から語ります。

私と「保育室だより」の出会いは、1983年 「女と老い 。10期」の講座が終了

した頃、8・ 9月 号の 2冊を手にしたことからです。

そこには、“保育室のまど"の 「お返事」をめぐって若いグループの人たちの文

章が載つていました。素朴な言葉なのに迫力があり、すごいなぁと感じました。

それに続いて「何がすごいのか」という文章があり、“疑間に始まり、それはどう

してか、それを確かめるためにどういうことをして運営会議に臨み、話し合いの

中で何がつかめたか、自分の見方がどう変わったかがはっきりわかるからすごい"

と押さえられていました。

私は、こういう「人が物事を獲得していく意識行動」の軸を持つていなかった。

こういうことを学びたかつたとドキドキし、「保育室だより」が宝物に思えました。

さらに、講座で出会つた須田春枝さんが、「保育室は、託児を通して民主主義を学

ぶところよ」と加えてくれ、私も「保育室だより」を読み続けたいと思いました。

そして、声をかけられて、カッティングをすることになりました。

「保育室だより」つくりのプロセス (文章つくり・製版・製本…)から
みえる活動の価値
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1.文章づくりか

何気ない一言を鋭い感度でとらえ、女性問題学習の視点からの問いかけがある

文を書くきっかけは、講座や運営会議での何気ない発言や行動が、その人に

とつても皆にとつても意味があると聞きとられることから始まります。「どうし

てそう思うのかしら?」 「そういうのはいやだと思わない ?」 「それをどうして

いきたいのかしら?」 等、人として生きる権利を歪められている状況を突きつ

めていく問いかけがなされます。しかし、言われている意味がわからなかった

り、自分が否定されたように感じ、落ちこみます。が、まわりの皆のまなざし

の温かさや、問いかけには何かあると、かすかに感じるものを足場に立ち上が

ると、「そこのところを書いてみない ?」 と働きかけられます。

皆の学習材料としての文章を書く場がある

皆の学習材料としての文は、日記や単なる感想文ではない。自分の言いたか

つたことが、さらにわからなくなる。書いては消し、書いては消し…の格闘の

中から、“このことは自分のこの体験に裏打ちされて言えることだ"に行きつく。

自分の言葉になつて、自分がはつきりし、筋が通つていく体験。借 りものの人

の言葉でくらしてきた貧しさを感じ、わかつたふりをする必要のない学習がこ

こにはあるという喜びが味わえました。「学習材料としての文を書く」ことは、

自分をつかみかえることそのもの、「自分を育てる場」なんだとつかめていきま

した。

人と共に動く力をつける場としても

書き手になつた時も、書くことに専念するばかりでなく、いつ頃までにはやれ

そうという見通しを示す動きの大事さ。

支え手にまわつた時も、一緒にできごとを整理したり、書き手が自分をつかん

でいけるような立ち止まり方を模索し、支え手としての動きを学んでいく貴重な

場でした。「主婦の自立」というと仕事を持つて外に出ることと思いがちでしたが、

人と共に動く力をつけ、信頼関係をつくつていくことも「自立」とつかんでいき

ました。
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カッティング作業 (製版)から
「保育室だより」に載せる文が書き上がりました。それを手渡される時に、「今月

はこういうことを大事に、この人がこうして書いてくれた」等、全体状況が伝え

られました。機械的に文が投げこまれることはありませんでした。

のめり込んでカッティングできる文との出会い

「人が変わつていく様が伝わつてくる文」をまっ先に読める !手で書くことで

頭にも心にも入つてくる !

自分にとりこみたいと思える質の高い文をカッティングすることを、私の学び

の場にしたいと思いました。

きちんと続けたいから自分の暮らしにカッティングを組み込もう

自分のグループ活動を休んで時間をつくらないとカッティングが間に合わない

ような暮らしを何とかしようと工夫しました。

具体的には、カッティングの道具をきちんと準備し、すぐに取りかかれるよう

しておく。「保育室だより」にふさわしいカットを求め、ス トックを増やしておく。

村田栄一さんの『学級通信。このゆびとまれ』(社会評論社刊)を穴のあくほど見、

これはと思う技術や考えをとりいれていく…など。

また、実生活の上でも、予めおかずをストックしておき、カッティングの時間

を確保する。家族にも予告して、自分の時間として大事だと伝えていきました。

それはやがて親の介護や、いろいろな活動の広がりにも、バタつかないでやれ

る力になっていきました。

手に取り、読んでもらえる工夫をしよう

カッティングにとりかかる前に、手にした原稿の持つ気迫を自分にとりこむベ

く口に出して読みました。またその人が以前に書いた文も読みました。そして、

誤字・脱字をチェックし、段落をつけ、漢字が固まりすぎぬよう調整し、カット

等レイアウトを考えます。「その人の文がよりくっきり映えるよう書き表す技」が
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カッティングと考えて、手に取ろうと思つてもらい、内容がスッと頭に入つてい

く工夫をします。

そして、原稿を受けとつてからなるべく早く仕上げ、皆の気持ちのうねりを途

切れさせないでいきたいというのが私のこだわりでしょうか。

孤独な作業にさせない支えがあつた

カッティング作業は実動としては一人でする作業ですが、途中で判断に迷うこ

とがあります。そんな時、いつ連絡してもきちんとスタンバイしていて、一緒に

考えてくれる人がいることは本当に心強いものでした。

そして、「山本さんに渡せば、翌日は仕上がっているのが当たり前と思つていな

い ?山本さんは印刷屋じゃない、キカイじゃない」という言葉は、人のある力だ

けを利用する、使い捨てにも通じる向かい方をされなかつた証。だからこそ続け

たい、下請け作業にすまいと思えたのだと思います。

3.製本作業から
原版を仕上げ、翌朝公民館に届けると、そこには次の製本作業をしようと何人

かの人が来ていました。「保育室だより」つくりの全体をつかんでいるのは職員や

編集長だけれど、「そろそろ印刷かなと思つて」と自分から電話を入れ、つないで

いく市民の動きがありました。

単純な作業を主体的な取り組みにする

「出勤前の 10分、やります」と入れ代わり立ち代わりたくさんの人が製本作業

に加わり、少しも気負わず淡々と、でも一冊一冊ていねいに作業し、「じゃあ、あ

とお願いします」と仕事に行きます。

自分がどう動くことが大事か、全体を見て判断し動いている。皆への信頼と、

皆で作り上げることを大事にしている。自分の生活のどれも大事に暮らしに組み

込んでの作業にしている !

「30分の手伝いなんて戦力にならないし、かえって迷惑じゃないか」と思つて

いた私の考えを大転換させてくれました。一人で頑張る狭さ、弱さを感じさせて

くれました。
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美しく創ることにこだわり、皆で楽しむ

製本作業の日の “印刷室のにぎわい"、 楽しかったです。

「きれいに刷りたい」「1ミ リのずれもなく折りたい」「書き手の名前に絵の具

でさつとその人らしい色をのせたい」「ホッチキスが手にさわらぬよう積み木でた

たく」「ちょっと不出来のものは自分用にする」そして「出来立てを早く届けよう」

「“保育室のまど"に登場してくれた子どもたちにも届けよう一大きくなった時に

読んでもらいたい」等々

皆の大事な「保育室だより」だからここにこだわり美しく創 りたい。この人に

読んでもらいたい…それらを共有しながらの作業でした。

製本作業は単純な作業かもしれないけれど、互いの思いをかわし合い主体的判

断の力を育て、生かせる場にしていつたと思います。

4.次につなげる動きをする
出来上がった「保育室だより」を、一人ひとりがしっかり読んで例会や運営会

議に出ていました。そして、そこでの問題の取り上げ方が自分たちをさらに見つ

めるものだったので、本当に学習材料としての「保育室だより」になつていつた

と感じます。

そして、毎月の「保育室だより」を一年分まとめ、総集号「私たちの公民館保

育室」とし、さらに活動の節日で書籍化したり「読む会」を持ったり…。そのよ

うにして、活動に光を当てかえ、その価値、ブレをきちんととらえていく活動を

つなげてきたからこそ、質を落とさず継続できたと考えます。

改めて、「学習としての託児」は託児を通して、人として生きる権利を歪められ

ている状況に気づき、突きつめ、回復していこうとする学びでした。そのことを

公民館と市民で大事だと思いあえ、方法を生み出してきました。「保育室だより」

つくりもその一つだったと言えます。
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今、私の中に生きて、行動の源になつていることは

①物事を見る目

私は「在宅ケアを考える会」という小さなグループをつくり、「このくにたちが

最期まで自分らしく生き、死んでいけるまちか」を仲間とともに見つめてきまし

た。

その中で、国立市在宅療養相談窓口を巡る出来事に出会いました。

これまでの相談窓回は介護が中心でした。しかし在宅で暮らし続けるには、医

療と介護をトータルにとらえての道案内が欠かせません。そこでこの 5年をかけ

て、窓口担当のスタッフと信頼関係をつくりながら、安心して駆け込める窓口を

つくってきました。

ところが、担当の 3人が一斉にやめることで、事実上この質での窓口がなくな

つてしまつたのです。そのことに対して、市は手を打つこともなく沈黙を通しま

した。

これを見て、「くにたち公民館が、職員が変わると保育室活動の水準は保てない

とした 2006年春のできごと」と同じだと感じました。

『国立市が医療法人に委託しての窓口である以上、公的なもの。これまでの人

だからできたという問題ではなく、この水位での窓回は私たちが安心して在宅で

暮らし続けるためには欠かせない大事なものである。こういう窓口をもつ権利が

私たちにあるのではないか。

人が変わるたびに市民を不安にさせるのではなく、この公的なしくみを維持す

るため、人を大事にし、育てることは市の役割であり責任である』

と、会の通信を通し、市に表明しました。公民館保育室活動から学んできた「公

と市民の関係のあり方はどういうものか」が私の中に生きているからこそ動けた

と思います。

②記録の力と大事さ

公民館保育室活動の中では、記録は事実を書き残し、皆で活動する時の土台で

あることは、ごく当たり前のことになつています。

しかし、地域で動いてみると「記録」を残すことがなかったり、あつても決ま

ったことだけメモしてあったりで「何のための記録か」と問う視点がなく、活動

が定まつていかないことが多々あります。

皆の発言をきちんと聞きとり、行動を見つめ、記録をつくり、しんがりのリー
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ダーとして活動を進めていく役害1を果たしたいと思つています。

③ “自分も社会をつくる一員"のプライド

私たちは、公民館保育室活動の中で、「ふつうの女の人のもつ力」に期待を持つ

て向き合ってもらえました。だから `自分なんか'と 引くことなく、日々の活動

の中で筋を通して動こうとがんばれます。

しかし、筋を通すことで孤立することもあります。が、この 10年のくにたち公

民館保育室問題連絡会 (公保連)の活動で問題をつきつめることから、世間一般

的な価値との岐れ道にいくつも気づき選んできました。同じ価値を選びとってき

た公保連の皆をうしろに感じるから、一人でも一人じゃないと思え、動けるので

す。

④手書き文字の強みと責任

パソコン文字が大部分の中で、手書きは珍しさもあり、読んでもらえ記憶に残

るようです。それだけに書かれたものの質を問われている緊張と責任を感じてい

ます。

公民館保育室活動は、これらを私の中に育ててくれたと改めて感じています。

先日「公民館だより」700号が発行され、現行公民館のおかしさが見事に表さ

れていました。それに対し、公保連として「公民館とは民主的な市民を育てる学

舎」と社会教育機関の自覚を促す抗議文を出しました。

その後、やはり700号に対して他から出された文をみせてもらいました。それ

は、公民館の姿勢を疑問視する空気は漂わせつつ「…これまでのすばらしい公民

館であり続けてほしい」という表現で結んでいました。

立場が不明で当たりさわりのない文は、抗議のつもりであったとしても公民館

の応援団、支持でしかないと感じました。同時に私も「在宅ケアを考える会」の

通信で同様のことを市に対してやつてきたかもしれないと、ヒヤッとしました。

改めて、「私の行動の源」として貯えてきたつもりの「おかしいと思う感性」「的

確に表す言葉」「自分の立場を自覚して行動する」等も、鍛え続けないとブレるこ

と。鍛え合える関係の中で学び続けてこそ維持され高められると思い、今、公保

連の活動を続ける意味の大きな部分と確信しています。 2018.9.23
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2006年 、日立市公民館が僣 室運営の姿券を大きく変えた
″
公民館

保育室周題 'Ъ その問題の該tじは、公民倍職員の役割I教素ではた。
国主市公民館 lま戒員の力量不足として、それまでの子呆育室麟 、歴史
の積み首ねとなさものにしよLた 。

私たちの公民植保育室での何唱合では、講座や:運営猫 、日常のやリ
とりの中で、たたち″ヾ套にげなく発する言葉や行:勁 ′`ら、鋭

`<、

そして
なたちの胞たる周羅聾ミ届く職 買の働 きかtす クヾありよL/_― 。

公麟 とは,aTき学δヾところか、チどじをあず
1け
るとlま どうぃぅことなの

″`産考える視点、。そのことがかけス|ご、学習どころク`テどもを荷″

"猥いιこすることになってしまいます.美児サービスとの大きな分か八日です。
あ て、職買外持つ見説、市民への向ゆヽい方がぃかに人事なものりヽと

思います。

今回は、野上美保チさんが つ戒買の役割 "lk― つヽ てヽポ ートします。

私たちの倅瘍ヨミ基づ
｀
ぃて公民薇職民の役割とはどぅあるべき″`考え

ていきたいと思しヽます.

次回全Й罐きは、12月 9日 (日)14:00～ 16:oO公民倍継 室

「市民と公民頻自の関係 」として
ζ
l務力 "に ついて  (レポートチ場そイ令子 )

P2物裁員のイ受grJ″ |ミ っぃて (レジユメ) 野上美保テ

<に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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市民から見た

くにたち公民館女性問題学習における職員の役割

はじめに

1.講座の設定

どんなテーマだったか

市民の学習要求を聞き取り、読みとつて

講師を選び、学習の目的・視′点 0方法を確認する

2.講座の進行

自己紹介―参加者の目的 。現在位置の確認

意見交換一関係を結び、学びを深める

市民と講師の信頼関係

個人的関心や課題にとどまらない、共通の問題として

3.保育室運営会議
公的機関の会議に市民が「任意に」参加できる場として

市民が「市民であること」を認識する場として

市民が直接公に向き合う場として

子どもをあずけることで現れる意識を問い合う場として

市民・市民グループがお互いに見える場、つながる場として

ともに成長する場、成長を支え合う場として

4.保育室だより

保育室運営会議等で浮上した気付きや課題を共有する。深める

書くことで事実を見る日、言葉で伝える力をつける

学習材料を自らの手で作る

5.市民との関係
立場・役割の違いを明確に

同時代を生きる女同士として

おわりに

参考資料  『学習としての託児』「プラスの十年」『女性問題学習の視点』
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2018_ 12

11月 11日の全体会で !よ、蹄民から矛 <にたち公民館保誉室着動にお
ける,裁買の役割」として野上美保チさんのリドート″ヾ行われました。

野tざんは、孵際雅子さん″ヾ公民翻 員として′予ってきた学習テー
マの設定、学習方法 、市民への働きか:す″`ら、公醐 巨の役夕」を考
えるLポートきさスました。
女性のお0まているメ犬滉 !ミ″r撃1の目を満■て、おんな自身がその問題
樺:に気づ<よう問題粥町起をし、学彊の方法建生み出していく。そのこと
″ヾ市民:ミ とつて学びたいテーマとして費けとめられ 、学習″清 み重ねら

ねてきたことが表さネていました .イ果青室の運営 においても角鋼曳

題題学習の一環 とLて "と いうことが、「保青室のしおりJにも明吉
さネて、責かれてきたことが公民館:の姿拶 とLて 大切ぶことだった
とあらたあて雄諷。しました。

野上さんのし絆 卜の中で、女性簡題議灯 歴史JIで参加し、その時の
講師
"ヾ

化の場で議演を行ったのを用さに行ったときのお課iがありまし

た。同じ麟師で、同ビテーマなのIこ 公離 の議たとlよ全<遺D椰象で、
餓 ャイ青報だけが伝わるような内容だフたと言わスてぃます。

過去の語と知調 として聞くよう智ことではな<、 自分たちにワ|きつけ

て考える内容だつr_― から、魅 力的 だったし、/Ah民備 だからこそ学′Sヾ

意味があるデーマ|マ蟄ヮていつた。職 員の問題意識 クヾくっさりと表れ

るところです.

公日館が.薇卵1にチどもを預
`す
て気晴らしの場になるか、おんな自身

のFp■題 に気づく学

"場
!で なるか、職 スの問題疼戯 、役割懇識が

大さく関わっていると思いました。

P2～8貯錫〕市民りヽら見たくにたち公民篠覇果青室清勁 における
就 スの役割1 レポート野上美保テ

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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市民から見たくにたち公民館
保育室活動における職員の役割

野上美保子

公民館の学習活動の中で、担当職員が自分の役割として何を目指すかで
その後の役割の果たし方が決まってくると思います。
元職員の伊藤さんは、著書『女性問題学習の視′点』(1993年 未来社)
の「はじめに」の中で次のように述べています。

″″、社会教議 関つ あ 公民″ψ ぐ者のひとクとιて、女が共
″ιで学おま殊・を会教育活動の意味勒 と絃オ ラな方向″で周
うできまιた。
一つは、生活¨ てス″を声で合お夕とする学習であること。
互ク疼解 を結ん畔 伏 〃家の質を席めつ く 営みの申でス″の方
きをめざナ方向艦で九

6ラ ーつは、雨値を″クヽどナこと。妬機甥雅 会こ女 6進出ιてガ
と同等′こなろうというので′まなぐ、女が社会だ″ることでこれまでの

〃社会の艤値観を″ク疸 ι、ガグを結確 れ てクヽこラとする方向焼
せつかぐ女力`社会だ″るのだから、力の諭′や経済慶発の論理でなく、
もつとス″らιクヽ饉値観 を レ ″ナような学習活動 であクル とヽ′

『クヽま九
そιa曖 一っ″、主権者とιで芦つこと。を会 場 彼 多 姥 ιて
D力量を 影 ことをめざす学

『

とクヽつてるよいとノ

『

ク`ま九 社会の動
き、世の物効脇 |こ対 ι彰鶏れ たク、受う身 でいること|こ磯驚らされ
がらな′講tこあつく ″たち″ゞまク確かた養ってクヽきたいのは、この

主権者とιでのうのの見方や実践力ではな″ せ′
『

クヽま九

公民館だからこそ、女性問題学習に携わるからこその、職員のこのよう
な目的意識、役割意識を市民として支持したいと思います。

1965年 5月 に託児・保育を伴つた講座 「若いミセスの教室」 (後の
女性問題講座 「子どもを育て自分を育てる」)が開設された時は、開設に
あたつて「子どもの権利と婦人問題を主軸に、と講師陣と確認して始めら
れた」 (「学習としての託児」P7)と あります。
「くにたち公民館-1991年度」 (「学習としての託児」P147)の中でも
女性問題学習に対する基本認識 。基本姿勢が明文化されています。
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また、初めて保育室に子どもをあずける際に配られて手にする「保育室

のしおり」(「学習としての託児」P178)に も公民館としての保育室活動の
目的が明記されています。

このように、保育室開設当初から一貫して、公民館の学習として、基本

的人権の尊重・民主主義 。平和主義の憲法の理念を基盤に、大人の女が学

ぶ意味を、女性問題を克服する力をつけることに置いてきました。

公民館職員が学習活動をこのような方向で捉えていたからこそ、40年に

わたるくにたち公民館の女性問題学習・保育室活動は、女が相互関係の中

で自分自身を問い直し、仲間に発信し、共に人間的成長を目指してこれた

のだと思います。

このような学習理念に基づいてどんな事業が行われていたか、どのよう

にその役割が果たされていたかをみていくことで、公民館職員の役割を考

えたいと思います。

○ 女性問題学習事業のテーマ (「学習としての託児」P148)

事業担当の職員なら、まず講座や講演会などのテーマを設定し、講師を

選び事業を行うことが主要な仕事であり、その問題意識が表れるところで

す。

くにたち公民館における女性問題学習事業のテーマをみると、育児、女

の歴史、女と老い、労働などが取り上げられています。女が学ぶ時のテー

マとしては従来からある、子育てについて、先駆的な女性から学ボ女性史

などが想起されますが、実際には多くの参加者が言つているように、学校

教育や講演会による学習とは違つたものでした。いくつかのテーマをとり

あげ、どんな内容だつたか見てみたいと思います。

「若いミセスの教室」(のちの女性問題講座「子どもを育て自分を育てる」)

1986年 5月 号の公民館だよりに載せられた講座の呼びかけ文には次の

ように書かれています。

この講座tま、外 説 探 彗室 こヽ子どうをあ″ %こ とを %の を大事
な学昌内容■こιてクヅ 丸 子どうを月るβを養クヽ子どろを芦

“

力を

饉力tι ていぐことと、女″ゞ彫 猶 身の生き方をみつめス間的成長を
存つ く ことを結びつゲで学びま九
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保育室では子どもたちが保育者の支えを得て、楽しく遊ぶための知恵を
出し合い、一つのことを成し遂げるために協力し、起きた問題を解決して
いく話し合いをするなど、集団の中で社会性を育てる保育が行われ、保育
者から親の学習グループに子どもたちの様子が伝えられました。
親グループはどうすれば子どもたちが 2時間を充実したものにできる
か、助言者、職員の力を借りながら話し合いを進めていく。子どもを育て
る学習は、人が育つこと、人としてどうありたいかを問い合う学習となり、
必然的に親自身が自らの成長観、人間観を問うことになります。子育て中
の女にとって、子どもをあずけて学ぶ学習は、女性問題学習の重要な柱と
なりました。

くにたち公民館は、保育室を公民館活動の一環として捉え、「運営にあ
たつては、『子どもにとつて』の視点を重んじ、単におとなにとつて便利
な『子ども一時預かり所に堕してはならない』を戒めとしています。」と
して、公民館発行の冊子「公民館保育室」 (2000年 9月 24日 発行)、 「保
育室のしおり」等、随所にこの方針が記されています。
このような保育室運営の姿勢から、私たち市民は実に多くのことを学ぶ
ことになりました。

女性問題講座「女の生き方と性を考える」
くにたち公民館保育室問題連絡会 (公保連)では、村田晶子さんに「『学
習としての託児』を読む」をテーマとして 2013年 12月 から2014年 4月
まで 3回にわたってレポートをしていただきました。その中で「女の生き
方と性を考える」のテーマ設定・呼びかけ文について次のように話されて
います。 (「プラスの十年」P73 公保連編集 0発行 2017年)

物 剛 魏 綱 解 郭 諷わ らデβ請的に′まみんな考えなク、意識イヒ
ιなクヽことでもある″ 形 のです″ミ √浮艦と髪フ という言葉や
第 畷 物 歿 肋 ゲだろ「処女性だつい● 女とんり 4戯夕声を考え

初 結婚 とこノの言葉力・‐られま九 ノ笠″″御 機族の構造」
とか、こラクヽう言葉力`、家庭の申の紹姥 ら.こ忌″費た いろんな
受売 め″場はだごされたのだと′

『

いま九 ′″営動 ている艦の

働 ミ女み たち″ヽスを変事″媚レ ろιなクヽで暮らιてク巧″
のレ き彫 クだされていぐメンを~ジになクますら枠 の

申で言葉|こιクル ゲヽなクヽと′
『
われつ るヽような言葉力ヽ 公民贈か

らこラクヽラフフでメンを―ジとιてきられてぐることの意殊や分だ
つ け な役割を果たιたの を ′

『

い妾九 (村田晶刀

タブー視されがちな問題も、女性問題学習に必要なテーマとして正面か
ら向き合う。問題に取り組む職員の姿勢がよく表れているテーマだと思
います。
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女性問題講座「私たちの女性問題学習」

女乙議協協″ めざす学習は、どうあったらよク紗―

国立市公民館 では、夕年、次のイつのをの 物 朔 騰 穆 ン タだllこ女

け どを行つてクヽま九

蔑″ 。母霧  √子どうを芦て′分を芦
“

ノ″α万年よクノ

著 クヽ

艦

伝
‐
と著クソ ″θη ttυとクノ
教の生き方と″雄 ろ  ″θ%年よクノ

ガタ       
‐
主婦カミ働 ぐと詢

`ゴ

θπ ttυξクノ

今回、そうι/_ンシ ーガ彬ン なわ″ らヽ ~国立市公民館の女艦

彫畿耀彩場 ゆみをふク返つく 多ぐのスの〃で市民の′Ξ教育の

あク方をとらえどそラノとクヽラ好め ゲヽ″ゞあク、ここたそのための

学どの場をひらぐことだなクまιた。
これまでに公民館で学んださまざま/rn/_‐ らの穀昔をうとに、公

民館活動とι

“

数 力 確 孵 害のあク方を考え、その利 を市民″ゞ

′葬磐 ″ι、提示 してクヽくことをめざιた学習で九

傷「ゴ期呼の ′ヽナ文からノ

性差別を克服する力を養う女性問題学習において、自ら学習を作ってい

くことが学習の内容ともなるように意図されてきました。学習のあり方そ

のものを市民自ら出していくことで主体的にものごとに取り組む力をつ

けていく。市民の自己教育活動と職員の役割がよくみえる事例だと思いま

す。

以上 3つ例を取り上げましたが、このようなテーマの設定そのものが、
公民館だから、そこで行われる女性問題学習だからどうあるべきか考え抜

かれたものだと思います。

どのテーマも「市民の動きに学び、市民の潜在的要求を掘り起こし、要

求の質をさらに高める方向性をもつて、公民館活動としての学習課題をつ

かみ事業化する。」 (「くにたち公民館 -1991年度」 1.女性問題学習)と
いう方針の上に設定されています。

講師も、「このテーマならぜひこの講師に」と女性問題学習に届く実績

ある講師に依頼されていたと思います。

講座が始まる前の講師との打ち合わせ 。公民館の女性問題学習であり、
「一人一人が自ら女性問題をつかみ、問題解決の主体となることをめざし

て学習をくむ。」 (「 くにたち公民館 -1991年度」 1.女性問題学習)とい
う確認が入念にされていたことも伺われます。

私は、女性問題講座 「歴史」を連続して受けていました。1988～ 1998
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年にわたる講座でしたから、日本軍慰安婦問題が大きな国際問題、社会問

題になっていました。しかし、講座の中では、単に歴史の 1ページ、国際
的 。社会的大問題としてだけではなく、現代社会の中で女の性がどう認識
されているかにつながる、受講者にとって自分自身の問題でもあることと
して進められていました。

日本軍慰安婦問題にはとても関心があったので、別の場で同じテーマ、
同じ講師の話があり聞きに行きました。そこでは知識・情報の範囲を超え

るものは聞き取れず、公民館での学習とはずいぶん違 うものになっていま
した。 1回きりの講演であり条件は違うのですが、くにたち公民館での講
座の中で職員が果たしている役割がとても大きいのだと思いました。

とかく公民館では学んだ市民が講師になったり、市民が企画した講座が

行われ、それが “市民主体の学習"と して評価されているようですが、職
員が専門性を発揮し、本来的な公民館学習を行うことが失われてはならな
いと思います。

○ 講座の進め方

これまで連続の講座では、常に 1回 目に自己紹介が行われ、なぜこの講
座に参加しようと思つたのか、何に関心があるのかなど、参加者同士、講
師と参加者の交流がはかられました。自分自身と他の参加者との関係の一

歩、それぞれの現在位置の確認になると思います。
また、講師の話のあと、意見交換の時間がもうけられているのが常でし
た。個人的関心や課題にとどまらず、他者の意見に耳を傾けることで共通
の問題が浮かび上がってくる。講師も市民の関心や受け止めを確認できる。
講師が市民を信頼できる存在と思えた時、講師の本領が発揮できるのでは
ないでしょうか。

自己紹介や意見交換は関係を結び、学びを深める大事な学習の方法だつ

たと思います。

○ 保育室運営会議

市民が「市民であること」を認識する場として

会議では、公民館保育室は公費で運営されていること、保育室は大人が

学ぶための条件作りとしてではなく、社会教育の一環として捉えているこ
となど、折に触れて伝えられていました。そのためにどのような方針で保
育室を運営するか、公民館の姿勢が伝えられ、会議はそれに対する市民の
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意見を聞く場、市民と公民館が協力してよりよい保育室にしていくための

話し合いの場と位置づけられていました。

子どもをあずけている多くは専業主婦で、家庭と近所が中心の生活を送

つている。そんな中で社会的発言が求められる場と日常生活のギャップを

感じ取りながら出席者自身が自分の位置を自覚していく。
「国立市公民館運営要綱」第 9条には「・…運営会議は、任意に参加す
る市民と公民館職員で構成し ・̈」とあり、子どもをあずけていない市民

も参加できました。かつてあずけていた親が若い親たちを支え、見守り、

経験を伝えることで話し合いの中身が濃いものになっていったし、あずけ

たことがない市民から、「保育室活動を市民として支持する」との発言が

あつたりもしました。

子どもをあずけることから見える大人の意識を問い合 う場でもありま

した。一見些細なことにみえる発言も、職員から問い返されたり、確認さ

れたりしながら、そこに見過ごしにはできない意識が表れていることに気

付く。立ち止まって考え、グループで話し合い、考えを深めていく。自分

たちの姿が露わになる場でもあり、お互いの成長がみえる場でもありまし

た。

子どもをあずけることを学習にしているグループ以外にも、趣味のグル

ープなど色々なグループがあり、その子どもたちが一つのグループで保育

されることも多かつたので、大人のグループが運営会議で話し合う機会を

得ることは子どもたちにとつてもなくてはならない場でした。

当時の職員が、公民館職員としての立場を明確にしながら市民の立場を

尊重し会議を運営している。公と市民が常に意見交換の場を持つていると

いう意味で、ここは直接民主主義を体験する場だと捉えていました。

○ 「保育室だより」

保育室運営会議では、職員の問いかけによって、さまざまな問題、課題
が浮かび上がってきたり、大切な気づきがあったりします。それを話し合
いだけではなくて、「保育室だより」に書いてみませんかと職員から声が

かけられ、グループでの話し合いを経るなどして、文章化されます。時に

は職員の伴走を得て、個人がその思いを書くにとどまらず、集団で書くこ

とでさらに相互の関係が深まり、内容が学習材料として価値あるものにな

っていく。事実を見る目がきたえられ、言葉で伝える力がみがかれていき

ます。
「保育室だより」が届けられることで、学習の中身が共有され、その読

みとりを次回の運営会議で出し合うことでまた次の学習の手がかりとな

っていきます。学習材料を市民自ら作り出す活動であり、自己教育活動の

有効な方法だつたと思います。
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このように、運営会議と「保育室だより」、グループ活動が関わり合い

ながら循環し、学習が進められていました。

○ 市民 との関係

「学習としての託児」の「職員の働き」(P192)に 書かれているように、
常に市民の学習に寄り添つてくれる職員に対して私たちはともすると仲
間であるかのような感覚に陥ることがありました。そういう時に自分の職

員としての立場・役割をあえて「仲間ではなく職員」と表明することで、
なれ合いになることなく役割を全うしようとしていたのではないかと思
います。

また、時代は変わつても根深くある性差別に対する怒りをもつて、この

ままでいいのかと私たち女に問い続ける職員の姿勢に、時に自己否定せざ
るを得ない厳しい内容であつても、信頼を寄せて学習を続けることができ
たのだと思います。

おわりに

40年にわたる保育室活動・女性問題学習は、そのときどきに学んだ多く
の女たちに、「生き方を考えていく上での核を得た」、「ことに当たつて判

断する時の機軸になっている」などの言葉で表現される学びとなりました。
それは、「はじめに」で述べた職員の目的意識、役割意識に貫かれた働

きがあってこそだと思います。講座のテーマは、講師は、方法はと、市民
の声、社会の動きを注視しながら、公民館における女性問題学習をきり拓
いてきたのだと思います。
1965年以来女性問題学習・保育室活動を担当してきた職員が退職して
からは、公民館の姿勢、職員の働きに対して市民から疑間の声があがりま

した。それに対して公民館は、職員の力量を理由の一つとして保育室活動

をなくしました。

公民館職員の個人差・力量の差はあるとは思います。しかし、公民館職

員である限り、最低限果たさなければならない役割があるはずです。担当

者が変わつても公民館設置の目的が忘れられてはならないし、公的社会教

育機関では、とりわけ人権尊重の教育がはずされてはなりません。

社会的な条件によつて母子関係、家族関係のゆがみがもたらされ、女や

子どもの上に起きるさまざまな問題が跡を絶たない今、国の方針とは逆に、

社会教育の場が必要性を増していると思います。職員の高い専門性がさら

に必要になってきているのではないでしょうか。
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く|てたち公員館保育室潜勁の大き響神傲といたるの″ヾ、r市民主体″の
澤ンで■ それlt、 先日の中 野上れ がレポートしたような公爵館
の率努、

"i買

の役割に対して、市民自らが支:持し、自づ嶽:ぢ ″ヽらじより
よい保青営活動 をめざしたものです。嚇 室運営委員会」はその

よう曇市民の着勁を組織的に具体的に表し、実威 Lできました。

たとえば「時間割つくりJなどはIヾ表的なとりくみでした.そスな
のグルー7・の瀬 や子どしたちの状態を見種めな舛 、どい,■日を通ん

で保智営活ワF童するの
"電
数日の静い いΣ消いて調整,Lて いきまし

た。そハlよ、公民催 側が翻 的にすることだったり、先着l吸だったリ

すること″`もしれません力ヽ 市民日士おし合って未あてヽヽ<こととグ′″

プあ料を超えた人事な学習にしてきました。

また、「保青宣だよりJの編集・ダ′テも、9月の山本さんのレポートに
もあつたように、市民″ヾ主体的にとり組んできたことの一つです。

そのよう曇ことが市民の
″
協力"として駆鶏ゆ紙、その子レカ"がよい

からと渭動の質と大きく変えたのが、公階館係誰 問題の発端で〔■ .

12月 9日の肇 では、手塚倫ラさえが飾 民主

“

ごと公民傑rが求
めた“協力"の違いitつぃてレポートします。私たちゆヾ公赫 育室

着勁之覇■て人事に Lて きた市民の活動の中身を激めて雄認したいと

思います。

P2市 民と公民′館の関係
``協力"に ついて (レジュメ)  手坊町合テ

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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公民館保育室問題で浮上した “市民の協力"と は

一くにたち公民館保育室活動での市民主体の活動との違いを明らかに

2018. 12.9   手塚喘缶子

◇公民館保育室問題は何が問題だつたのか

“市民主体"“協力"と いう名の市民への丸投げ

市民の “協力"な くなったからと公民館がやるべきことを放棄した

◇ “協力"の危うさ

“くにたち公民館保育室"と いう偽りの看板

気づかないうちに公の役割を市民が肩代わりしている

公権力に都合良く市民の “協力"が使われていく危険

◇保育運営委員会の役割、行つてきたこと一市民の主体性とは

子どもにとって保育室がよりよい成長の場であるように

「保育室だより」編集・発行

グループ間をつなぐ役割

市民自身が学習を深める動き

◇公保問題を通してあらためて市民と公民館の関係をとらえる
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12月 q日の全体会では,「公民館保育室饂題で浮上Lた “市民の場力"

とはJというテーマで 手塚倫子さんブヾ じポートしました。

「イ累首室だよりJき :Lり まりヾら、市民主体の活動をクローズアップ
させて、そのこととイi湯力"の遣 しヽをく,専りさせるレポートでした.

レポートの後、都 知症 |ミついての学習会を目立勾謝鷹で行ってき
た。公民館と共催といぅ形で実ィテ季買会き主ち上 :ザて、市民f「Iがテー

マをたて企画してきたつく、′ゝヽたと開1すてみたら公民健「主催の事業Iて誉
つていた。講師謝札曇どあ理由があったということだが、何の晰つもなく

そん曇′S、うにしてLようことに、公民爆れ贋芦賞問題 1ミじ通_じるとこう″ヾ

あると悪つた」とぃう誉言がありました。

意図的ゼはなぃり、しスなぃιメ ど、ミのようlマ都合賞く市民が利用

される実態があるということです。意図的でなぃこころがもつと0配
なところでもあります.
公離 としてごうあったらい つヽか、どんな事業をやるべきク` そんな
養掲″ヾ威員に|ミ あるのでしようか。公費で麟 れ゙てぃるところを

市民の意向だけで勝手ド使わ米てしよう危うざも含まねてしヽろこと

だと思います。

R2-8〔記鶴り
公民館 保育室問題で浮上L「_― “市民の協力"と は

一
く|ミたち公民

“
館保育室清勁であ

市民鉢 の渤 とは いをり にヽ
一

じボL卜  手塚竹争テ

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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公民館保育室問題で浮上した“市民の協力"と は

一くにたち公民館保育室活動での市民主体の活動との違いを明らかに

手塚倫子

はじめに

^聯
酵

"∽
申でると舛効探 訂室活動′ま主体的、′浄彼材程 の

活動によク今βまα鰐磋 ゲられてきまιた。公民館′まその活動に数

意教 ι、その銑姥僕霧するべぐ,ど営|こ努めてまい夕まιた。

深誉室だよクだつクヽてら、角 装 爾 能 明 会編集担当、塞 薪 、深芦

室活動″ 彩 膚民の協力を得く 今活動 してクヽるスの学醤記録を申だヽ

だ、学醤記録、学鱗 孵 として発行 してまいクまιた。お尋滋 究 の

〃の事態は、公民館と市民のあ″蛍壬 認 夕な″力〃察″滋肇篇′ご

なク、やをを待なクヽ事とιで公民館の判断で行ク曖 ιた。

これは、2005年度保育室運営委員会が、「保育室だより203月 号を発

行しないとした理由」「保育室だより4月 号を発行しなかった理由」「“私

たちの公民館保育室 30号"のあとがきを掲載しなかった理由」を質問し

た文書に対する国立公民館長からの回答です。改めて、この文書を読み直

すと怒りがまたこみ上げてきましたが、これが公民館保育室問題で露呈し

た国立市公民館の問題であり姿勢そのものなのだと思いました。

市民の協力がなかったら「保育室だより」は出せないとする公民館。私

たち市民は、そもそも公民館に協力する立場でしょうか。くにたち公民館

保育室活動の歴史において私たちが大事にしてきた “市民主体"は公民館
への “協力"と は全く異なります。今日は、「保育室だより」をたどり、

そのことを明らかにしていきたいと思います。

◇公民館保育室問題は何が問題だつたのか

2006年初め、2005年度の活動を総括する集中学習会について、私は運



81

営委員として職員と打ち合わせをする中で、プランをたてようともせず私

たちに “どうしましょうか"と 言つたり、誰でもいいからとりあえずレポ

ーターを頼んで進めようとする職員の姿に不信感を持ちました。

そんな中で、2・ 3月 号の「保育室だより」の相談をしたいと職員に言わ

れましたが、私は公民館として保育室活動をどのようにしていきたいのか、

そのことが明確にならなければ一緒に進められないということを職員に

告げました。職員は「市民の協力がないと保育室だよりは出せない」「自

分がやつたら形式的になる」「相談に応じないなら2・ 3月 号の発行をしな

い」と私に言いました。

「保育室だより」は公民館の責任で発行されているのに、市民の“協力"

がないと発行できない。それはどういうことなのか。それは、役割の放棄

であり、市民主体ということを都合良く利用した市民への“丸投げ"です。

11月 に野上さんがレポー トしたように、公民館保育室活動で職員が果た

してきた役割はとても大きく大事なものでした。講座のテーマ、講師の選

定、市民への働きかけ等々。それらは、公民館が果たすべき役割を職員の

立場を通して表していることでした。

2006年あからさまになつた公民館のありようは、公のあり方として許

してはならない姿でした。だから私たちは声を挙げ「くにたち公民館保育

室問題連絡会」を立ち上げ批判や抗議の行動を起こしたのでした。

◇ “協力"の危うさ

職員が発行しないとした 2005年度 2・ 3月 号「保育室だより」ですが、

このまま「保育室だより」が終わってしまうのは納得することはできず、

せめて私たち市民が計画した集中学習会のテーマ、プログラムを残してお

きたいと運営委員会で編集することにしました。

3月 の運営会議の日出来上がった原版を職員のところに持つていくと

「ありがとうございます」と中身も見ないでそのまま印刷をしました。

公民館にとつて中身は何でもかまわない、山本さんの美しい手書きで

「保育室だより」という体裁が保たれればいい、そんなふうに私はその時

思わざるを得ませんでした。その光景は今も忘れられません。
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私たちが、公民館保育室活動を大事にし、市民の位置から支持し、より

よい活動にしていこうとしたことが、公民館に都合良く使われていたこと

になります。

「くにたち公民館保育室活動」も、国立市公民館自体は市民任せでその

事業を大事にしていこうという気もないのに、外から見れば国立市公民館

を代表するような事業です。それでは偽りの看板です。

そんな公民館に手を貸してはいけない、偽りの看板に加担してはならな

いと「保育室運営委員会」をやめる決断をしました。

公民館運営審議会など市民が行政に関わる組織は多数ありますが、行政

側の意向をくんで結論を出したりして、市民に意見を聞いて事を進めてい

るのだという行政のアリバイづくりに使われているところもあると思い

ます。PTA活動などでも校長の肩を持つて活動するような人をこれまで
の経験の中で見てきました。

そういうことで長い歴史を持つた市民として大事にしてきた活動が踏

みにじられることもあるのです。

私たち市民は公のやっていることはどんな意味があることか見極める

眼を持つことがいかに大切なことなのか、公民館保育室問題から身をもつ

て教訓にしたことです。

◇くにたち公民館保育室活動で発揮された市民の主体性

うつる病気のとりくみから

「保育室だより」をたどると何度も “うつる病気"をめぐって出された

文章があります。

家庭育児の中では問題にならないことですが、子どももおとなも集団に

かかわる中で考えなくてはならない問題です。それぞれの病気の潜伏期間

を把握し合って、うつさないようにする。公民館から「規則です」と言わ

れるのではなく、赤ちゃんも通う保育室なのだから安心して過ごせる場に

することを市民自身が大事にしてきた活動の一つです。

毎日でも一緒に遊びたい、週に一度の公民館保育室が楽しみ、そんな中
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で大人の側にも葛藤があつたり、一度かかれば免疫ができるのだから早く

済ませた方がいいといつた通念も私たちの中にはありました。

先 ″ 窃 伝染病対策 とするのではなく、公民館保蔑事の活動のあク方

″

"傷
点だ立ら、この周層を通 ιで″/_‐ らの

~社
会人とι(/の力量

を臨かなるのだιていくことをめざす学醤lこιつ こヽうと確認されま

ι/_‐。
″

これは 1987年 9月 号「保育室だより」の保育室運営委員会から発信さ

れた一文です。決まり事ではなく、自分たちの「社会人としての力量」と

して、公共のあり方を問う視点を持つてこの問題を考えようとしています。

子どう″ヽ時 こヽかかつたとき、ラつナ7″艦があるとき、ん弘″れg

でヽ方や 常識■にけ で判断 ι

“

76を連れ て行つく うι、滋の子だ
πtt ιたらとんでうれ ιヽ、抵抗力のなクヽ赤ちゃんだ感染ιたら大変な

ことだなるかる″ 教 クゝ rこのこと″公民館と″ら式 β講的な生活

の申でろ〃εことだι
『

クヽま九 ノ

ン錫 fど うのあ 嗜゙方 をして、深点室の存在夕 %の まで問われる
ことだでもなったら、//ヽさな子どうのいる瑚 から、″間をつくつたク、

学翠する機会をなつてしまラことになるからιれなクの で九

ゴθθ4ゴθ ノ味 ちゃんう来つ ろヽ深育室」中浜とも子

公民館から公民館保育室がどうあったらいいか、市民の位置から考えて

いくため「保育室運営会議」力`おかれ、その中で市民自身がこのように主

体性を発揮しているのだと思います。

時間割つくりから

次年度にどの曜日にどのグループが活動するか、市民同士の話し合いを

もつて時間割をつくつていつたのも市民の主体性を表す大事なとりくみ

でした。ネックとなるのは、上の子が幼稚園に通うようになったときの水
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曜日午前中のお迎えです。

グルース鶴 %″ おゞ迎えな頼ん″ といクヽ漕寡になク/_‐いと動クヽで

きたことと、グルーノの仲間関係力iなわつてきたこと4″ たらの申だ
あつた 'お迎えば蹴 力ゞナろうの という′

『

クヽ必豹動数 、母夕でない

と子どう″t不安力お ようなが子関係が変わってきまι/_―。そιで、″た

ちの物 ル プtま、今年は水層″でも大丈夫、活動できるといえるようだ

なったので九

このようだ、去年

"ぐ
クの訂ι合いのときた、滋のグループ

だつて事情′ま同厖 ´ だ、′分のグループが
‐
水曜β池 ク ですノ衛

ιでιまつたことをつらくぷつたの″ゞきつかゲだなつこ 〃たら″′分

の暮らι″ 殖 ιスとの形 物 ″ b方を変え、好 どうのお迎えを動 主
とい夕ことの意味をつ″荻 ナこと″ゞできまι/_‐。

ゴθθaJ~水曜駒 義比奈泰子

母親の役日と考えていた “お迎え"だったり、夫や子どもを優先にして

自分自身の活動を大事にできない女の問題に立ち止まつたり、母親同士の

人間関係の問題を見つめる大事なとりくみでした。

他のグループも視野に入れて、互いのグループがよりよい活動になるよ

うにどうしたらいいか、どんな支え方ができるかを考えるグループを越え

た学習の機会に活かしてきました。

市民自身で学習を深める動き

「保育室運営会議」を軸にした学習活動の中で、自分が学びたいという

欲求だけで参加するのではなく、自分たちのグループからも学習をより深

めていきたい、という動きが数多く「保育室だより」の文章から見えてき

ます。

ここで取り上げたいのは “「いやつ」の読み方"(1981.12)です。

わだち (「若いミセスの教室」16期)力 自`主グループになって 1年がた

つたころ、わだちの子どもたちの保育室での姿を描いた “保育室のまど"
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「いやつ」(1981.9)力 「`保育室だより」に載りました。これをどう読ん

だのかのレポートづくりをグループの活動としてとり組みました。はじめ

は、なぜレポートするのか視′点が定まらなかつたのですが、職員の伊藤さ

んとも一緒に話し合う中で、レポートする目的 。視′点がくつきりしていき

ます。

やがく 私たちが 7ど″を読んでレポーハをιようとするβ詢が導
き″されてクヽきました。

・深育室をまクル もヽのだしてクヽぐために

。そのことを通 ια彩た ち6成長できるようだ

とクヽ夕の″ミ ″たちが 7ど″を読んで運営会議で″ ← ハιようとナ
る大きなβ″だ と。 (中略)

ク曖 の場合、′分たらの位置と″公民館の深弩室 こヽ子どうをあデゲ、

運営会議豹螺 tで深芦 り をまクよぐιてクヽこ夕としてクヽわたくさ
んのグループとのつな″ゞクのなかだ在ろ `わだろ

″
また、深点室のチ者

年勿 数 の申でいうと、十六年β、深言室体験二年βの 物 だら
″
とクヽ

ラをどで九

そラクヽラ位置にある つ だら
″
たシヽ らこそ、′分たちのグループ主ま

クの視野から′″を定めるのα潔ど 、篠 育室のまど “をどで読んで

クヽこうとしてクヽあクヽまの共同学どの虎れの申0そ の流れをもつと発展
させ″ て だなど,訪むの力`大事か、ル 夕ヽβ″のたて方|こなるわゲで

九

ゴθθゴ.ゴ′ い やつノの読み方 わだら

公民館が個人的に学びにいつて情報を得るような場ではなく、共同でと

いうことが前提であり、その共同のあり方も自分のグループということで

はなく、「保育室運営会議」を軸にした共同の関係だということがよくわ

かります。その中での学習を市民自らがよりよいものにしようとしている。

こういう思考、行動が市民主体ということなのだと改めて思いました。

「保育室だよりJ編集・発行のとりくみから
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このことは、9月 に山本さんがしっかりとレポートされています。公民

館発行の刊行物でありながら、いまの学習の流れの中で誰が文章を書いた

らいいのかを市民からも提案し、書かれた文章も○○さんの書いたものと

してではなくみんなの共通の学習材料として読まれ、活かされ、深められ

てきました。その印刷や配布にしても、単純な作業と思われがちなことを

市民自身が主体になってとりくんできました。それは「保育室だより」が

公民館発行の刊行物を超えて市民にとつて自分たちも作り手である大事

な一冊だったからです。

おわりに

「保育室運営会議」は公民館保育室での保育がどうあつたらよいか、さ

まざまな立場の市民が参加して話し合い、学び合う場でした。11月 の野上

さんのレポー トでは、“公と市民が常に意見交換の場を持つているという

意味で、ここは直接民主主義の場である"と いわれています。

私たちはそういう場を得て、公民館保育室は自分たち市民もそのあり方

に関わつて、よりよくしていく存在なのだとつかんでいきました。受益者

としてではなく学習の主体者としてというのはそういう意味です。「保育

室だより」には、そのことが随所に表されています。

そのことを公民館への “協力"と されてしまったことが本当に残念でな

らないし、憤りを強くするところです。

市民″ゞ芦ら、市民″ゞ芦てる 公民館なの物 らヽ
″ 裂 聯 診 深育室活動なのル らヽ

′勃 市民であることみ彩た 衆 課ι

′″だ 
‐
主統 民」を刻み必をことを課 ιで

"年
の節′を結ぼ ラ。

″%σガ 松 民霧 譜 ″周年宣言」よク

公民館とは本来こういう場であつてほしい、そんな思いはますます強くな

つています。
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2月 4日 、<にたち公鰯 賞室雇諄騨駐船
`勧

体会議イテいました。

昨年9月から、現在の承たちの言素で 彎 習としての議児
″奮江営お 、

として三つのLポート
'ヾ

FT~われ、準E`際 J(卜め.翡′47′ 4り にJ又めら
れました 。

そネ歌 の角度から、欲 食詢よlaTをどのよう|ごづおりうかのか、公民
館の、公民1慮膚ヌの線宙蜘ti可力ヽ、公民信と市民の関係はどうあるべ

きか争べ ′利験著基 |ミ レポートされました。

そスリのLボートを聞いて、「記録Jを 1発んざ威んだ今回の全体
会で|=、 いまの自分に葉がる学びのあり方が奏わさネました。

そのことき瑞的に表していたのは、そめ日→ふlミ番言したノ
'｀

日野
さんの発吉でした。

何烹なt輸 や行動が、威員の言弊
"Ч
ナによって、意味づlナら水価

値あることとして自分たちの申l‐
~昔
表さスてきたこと。また、その後

の確 人との関係の中で、そのこと|まさらIミ意味あることとして今
につ蟄″もていることクヾ事例″`ら

`浮
りヽび上パリました。

公民館で物Sヾということが
'、

単なるう口湯:の習得ではょく人の一生
|ミ関わる人事埜軸〔ミなってtヽる、また、成長し1続 けるノ原勁力にも父
つている、そんな鼈 言としてイ主置づけたいと思います。

小日野毬 と晩れ ミヽセスの皮室1犠 Jでム会ぃ、とも|ミ学び縄 Lた
円谷 んヽ″`ら、今回め養きに向 :アで寄せら不た文章を冽覇賞しました。

R2～ 3 「証 言J   円谷恭テ
R4   r気 プきはじめました. ノl｀日野イ墾美テ

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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証 目

円谷恭子

2月 24日 の公保連 。全体会は『今日は最初に発言します !』 という

小田野さんの勢いのある発言から始まった。

それは私たち市民が保育室活動で学習をしてきた上で、職員の働き

がどれほど大事だつたかを事例を挙げながら証言しようとする内容

だつた。

日常の暮らしの中で、人とのかかわりの中で、人権意識を育てるこ

との大事さを職員の問いかけをきっかけに気づかされてきたという

ものだった。

そして、自分が選んだ介護の仕事を、今までは「長く続けられる」

からと思い人にも言つてきたが、今は「人とかかわる、人を大事にす

る仕事だから」ヘルパーの仕事を選んだ、と自分の仕事の意味をつか

み直し、自分の言葉で言い換えて、私たちに示してくれた姿に私は感

動した。

「長く続けられる」とうことも大事だけれど、保育室活動でつかん

できたことを振り返ることで、自分の中に筋道が通つて見えてきたの

だと思った。介護をされる人が、その人らしく、自分の意志を持ち日

常生活を送れるように介護するヘルパーという仕事に誇 りを持って

いると感じられた。

私が小田野さんと出会つたのは 41年前の女性問題講座 「若いミセ

スの教室」だった。そんな長いつきあいではあるが、ここ数年の小田

野さんの変化には目を見張るものがある。
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「公保連」として、公民館保育室のあり方について一緒に話し合い

行動していく中、自分の意見をしつかり伝えようとする小田野さんの

姿勢や、自分のことにとどまった発言ではなく公民館保育室の意味を

社会的に意味づけようとする発言に驚かされ、心から嬉しく思えた。

今回の全体会でも、一番に発言する小田野さんの姿に、「公保連」

に責任をもつて臨み、行動する、そのことが課題として位置づいてい

ることが表れていた。発言の内容も、暮らしの中にこれまでの学びを

しつかりと根づかせていて、公民館保育室活動での学びが小田野さん

の中で蓄積し熟成していると実感できる内容だつた。

私たちは、公民館保育室活動で学んだことが、今どのように私たち

の中で息づいているのか一人ひとりのことばで証言していこうとし

ているところだが、小田野さんが私たちに見せてくれている変化は、

まさにその証言といえるのではないかと思う。

そして、そんな小田野さんの変化が嬉しく思えるのは、長い年月の

関係、互いの成長を大事にする関係があるからだ。そのことも、公民

館保育室活動の意味を表していると思う。

1980年 6月 号の「保育室だより」には、公民館で学び始めて二年

目の小田野さんの文章 「気づきはじめました」が掲載されています。

改めて読み合いたいと思います。



90

《参照》

気づきはじめました

小田野裕美子

私は公民館に通い始めて二年になります。運営会議には毎月出つづけている

のですが、自分は子どものことをこんなふ うに見ているとか、他の人の発言に

ついても思 うことはたくさんあるのにいつも声を出すこともなく帰つていま

した。「ああ、また何も言わなかった。この次こそ自分の感じたことをことば

にして話してみよう」と自分をなぐさめるばかりのくり返しでした。

そして、この 5月 の運営会議でも保育者グループのレポー トについて感想で

も意見でも出してくださいと呼びかけられたのに、また私はいつものように言

いたいことはたくさんありながらだまったまま帰ってきてしまいました。

けれども帰つてきてから、やつぱりこれではいけないと思つてとにかく今の

自分の気持ちだけでも伝えておかなくては、と保育者の方に電話をしました。

今回のレポー トを聞いて、聞いた側がこう聞こえたとしっかりことばを返して

いく大切さがほんとうによくわかったからです。

私は、保育者グループのレポー トを聞いて「親たちに支えられて」というと

ころでハッとしたのです。保育者の方たちは、いつも子どもをしつかり受けと

めてくれているし、子どものことで気づいたことなども伝えてもらうばかりで

親である私たちは保育者たちに一方的に支えられているものと思いこんでい

ました。けれども、保育者の方たちが親たちがなにげなく言つたことばによつ

て「とても励みになつた」とか「こういう意味が生まれた」とレポー トしてく

れたことで私も支える側の一人だつたのだと思えてきました。そして、いくら

レポー トを聞いても聞いた側がことばを返していかなくては伝わつていかな

いのだから私もこんなふうに聞こえました、と言わなくてはと思つたのです。

今回のレポー トを聞いたことで私は子どもをあずけている側の親たち、あず

かる側の保育者や公民館職員もみんないつしょになって、一つ一つの事実を暮

らしの中で見つめ直し話し合うことが大切であり、運営会議はそれをみんなで

確かめることのできる場だつたと気づきはじめました。 (1980.6)
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がたちは、彎 習としての証児"を私たちの言賛で証言してぃこぅと
学薔会を1続けてきました。

今後の学習会の中でよ、隷吉する材料として、くl_~たち公民館保蒼室
看動が生み出した多くの記録 さ清かしていきたぃと思ぃます。

「保誼 だより」は 1%な毎に倉1刊、2006年まで公離 の責任ぞ
発行されてきまLた。 躊 室覇 へ義 」を軸にした市民の学習の
大き曇柱であり、学翻 ミ不可欠埜存在でした。編集θ発行・西こ布に
も市民″ヾ関わり、市民lt― とって

イ
私たちのグ味 育室だより」として、

人事に活り`さネたあゅみち挙げておきたいことです。
とりわι方「保育室だより」の中に掲載 さ米てきた ′̀ィ呆育室のょど"
lよ 、イ黒育室でのテどしたちの成長の率 0関わりの質を端的 lN―市民
に伝え、子どるのこと|ミとどまらずおとなの価値親:著層Iラ学習材
料でした。公民棺イ果育室として子どしをあず″ヽり、′果育する上で

｀

はずしてはなら安ぃが長規 、人権 。人格尊貧の率努を表すものだ
と動 て位置づけたいと博ぃます

長い年月が経過 しても“保育室のまど
1"に
書″ヽれていたことゃ、その

ときにおとなが
｀
どんなヤリとりをした″`ということが

｀
1鮮明に蘇tりま

す。そ米ほどL″保育室のまど"が
｀
自分たちの学習の核 !ミ叡ってぃた

のです。
``保奮室のょど"を もう¬産読み返し、公民館イ果育宮清蒻「とはど
のよう曇活動だったの″ヽ、私たちはイ・Tを つ夕ヽんでさたのりヽ 、見つめ
直したぃと思ぃます。

R2 読み合ぃたぃ
″
ィ果着室のまど

。〃

<に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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(1494、 1)

(1983、 2)

く 読み合いたぃ
″保誉室のよど">

たとえば 0`・ 0

「
^ン
ですね」 (19",4)

「ホちゃん J

「野 球 J

rやさしく吉ったの?J(1983.4)

rり
わ` りはんこ」  (1982、 12)

rtヽ
やっ」    (1981、 9)

「 いい考え」 (198ス !)

くにたち公民備保育室 F_5題連絡会

権

2019年 9月 29日 (日)2時～

公貯館 申集会室 lミて
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9月 29日 もく:てたち公民館堺晴賞闇題壇終会 、全体会壼行いよLた。

今回|よ、跡 誉室だより.0・保育室のまど"と読むことを通して、公民館

保育室の学習のありかを,工言していこう、というテーマでした。

全体会の冒顕で、山―
さ総 り
r保講 だょり」のカッティングの住

置からのLrTt・―卜́ あヾりました。

レr― 卜の中で、カツティングをする前は、公民膏ンが黎僣曖
″よど″″ヽ

ら担たりのをけとあがあり学習0濃隔する様子をわくわくしな″ヾ ら読ん
でいた″ヾ、その後カツティング

・
を
'阻

当するようになつて″`らは、政イテはど

うするり`、カツトはケ|てが′SヽざわLいのり`など
°
とても緊票 した、という

静がありました。

保青を車円とする機関ではない公脇館ぢミ
・
、子れ をあず′嗜とぃ,こと

をどうとらえ.日 の々保育&通してどあようlミ 実露 Lて いる″`市民に伝え

る女イエの富さを山本さんウミ感じとって、その“まど"めな嚇曖表す努力産

じi院けてきたことが伝わつてきました。

このようよ `′まど"″ウ,たかられたち市民Iま 、
"な

3どしたち

の率から、公赫 育室を0耗にとつて単|ミ fVIな場 lミすること螢く、
夢ビιlミとってどのような場であろこと″ヾ大事夕`、時餞とともド育つこ

との前 は何グヽ考え合い 交ヽわし合うことをおとなのケ習にしてきた

ので,そのことは、̀など"を受けとめた数 の々市民の力幸として記
録さスています。

山本さんのレポートを聞いて、さらlミ
″まど″″り自白していたことの

意味、そのことを受けとめた市民の学習の中身 |ミ ついて夕習を(緯け

たぃと思いました。

P2～4酵耐泳〕カツテイングの位置から見えたη宗育生のまど"
レヾ ―卜 山

～

か テ

<に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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カッティングの位置から見えた “保青室のまど"

山本秀子

カッティングの位置から “保育室のまど"は こう見えたということを、エピソー ドを

つなぎながら話し「学習としての託児」の価値を証言したいと思います。

1.“保育室のまど"は公民館の保育姿勢を表すものである

私は、1985年頃から「保育室だより」のカッティングをするようになりました。

それまで、子どもをあずけて学ボお母さんたちが、“保育室のまど"を もとに話し合

い、確かな力をつけていく姿をいいなあと見ていたのが一転しました。

何気ない子どもたちの関わりを描いた短い文章の “まど"を どうレイアウトすれば

光景がイメージしやすいのか、ここで改行していいのか等々、“まど"に込められた

意味がわからないままカッティングすることへの不安と緊張でした。カットも、子ど

ものことを描いているのだからかわいいのでとしか思いつかない。これでいいのかと

いう思いが続いていました。

そこに、仕上がった原稿を届けてくれた保育者から「保育をしていてうれしい場面、

ほほえましい場面はたくさんあるけれど、今、お母さんたちに何を伝えることが大事

か、子どもたちを一緒に育てていく上で、どのタイミングで伝えるかを “まど"を通

して模索している」と。加えて、“まど"が仕上がらなかった時の職員は「保育機関

でない公民館が子どもをあずかるのだから、一層どういう保育をしているのか、きち

んと伝える責任と義務がある。徹夜したけれど仕上がりませんでした、では許されな

い…」とつぶやきました。

これらのやりとりを経て “まど"は重味のあるものと感じ始めた頃、「『保育室だよ

り』を表すカットはこういうのではないよね」と指摘されました。例えば、子どもう

けを狙つたようなマンガチックなものではないようだ…カットも含め「保育室だより」

であり、活動をもつと質のよいものにしていきましょうという呼びかけと納得してい

きました。
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また、毎年度始めに保育室運営会議で “公民館保育室の意味"を皆で確かめ合つて

きました。公民館保育室は大人にとつて便利なだけの子ども一時預かり所に堕するこ

となく、子どもたちも仲間を得て成長する場として運営されること。あずけることを

通して母親が自分を見つめ、市民として主体的に生きる力をつけていく学習を支える

ためにあること。

そのことを重ね合わせると、公民館が子どもをあずかる時、その保育は子どもの人

権 。人格をないがしろにすることは決してすまい、との決意を “まど"に込め、市民

を信頼して問いかけていると聞こえてきました。それほどに公民館が子どもや母親そ

して市民を大事に思う姿勢に応えたいと思いました。

2.“まど"は人として共有したい普遍的な価値を保育を通して問いかけている

たくさんの “まど"に出会い、なかでも「はじめの一歩」 (1981.6)は、私の保育

観を大きく変えた大事な “まど"です。

50年前、学校を卒業し、幼稚園に勤めました。入園当初、子どもたちが泣くこと

に対して、初めての場への不安、親と離れたくない思いからだろうと、そつと見守り、

私につかまっていたければそうさせていました。子どもの中に踏み込むというよりは

距離を置くような保育をし、やがて退職しました。

その後、「はじめの一歩」に出会つた時、私はがく然としました。“お母さんから離

れても自分を見失わないでしつかり立っていられるような自分に成長していくため

の第一歩を踏み出そうとしているのです。その日で見ると…"と 、泣いている子ども

の心と動きをこう意味づけ、自立していく一人の人間として支える保育をしている。

同時に「○ちゃん泣かなかつたね」と子ども同士が、保育室を自分の場としつつある

友だちを認め、喜び、泣いている子どもがいると平気でいられないつながりを生み出

している。

共感しあう力、主体的にかかわる力、関係の質をよいものに育てる力など目に見え

にくい発達に価値をおき、見ようとする目をもつて見、仲間関係の中で意味づけて返

すことで意志的なものに変えていく。そういう保育を公民館は週一回、2時間の中で

目指し、“まど"を通して内容をまちえなく伝え、お母さんたちと共有したいと強く

願つていると感じました。
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3.“まど"の問いかけに共感 し、自分の価値観を問うことが自分たちの学びに
なると受けとめ、私たちの学習を深めてきた

「はじめの一歩」以外にも、「いやつ」(1981.9)「野球」(1983.2)… 。と次々思い

浮かぶほど、“まど"は私にとつて大事な存在です。それは、これまで持っていた

成長・発達の見方、集団保育の見方などを見直し、人をどう見るか、どう期待し、

一緒にどんな社会にしていきたいかを問うものでした。私のしてきた上辺をなぞっ

ただけの保育への後悔もふくめ、保育室活動にカッティングの位置で関わりながら

自分の学びにしようと思いました。

私たちの学習は、“まど"を 自分にひきつけて読むことから始まります。それを

講座や自主グループの中で出し合いました。そこでお互いの読み方のちがいやつな

がりに注目し、それはどういう状態から生まれているのかを見直していきました。

そして運営会議の場で、何のためにそのことを話し合 うのかをしばりこみ、文章に

して「保育室だより」に載せ、皆でより深い読み方にたどりついていきました。そ

の過程で、「社会的視点に立って見る」など大事な視点をつかみ、日常生活の中で

実践しながら、本当にわかろうとしてきました。何よリー緒に考えることが楽しく、

お互いを大事に思う関係が深まる学習でした。

私はこれらの学習の展開にカッティングを通して一緒に歩んでいる気持ちでし

た。2006年、現行公民館によって蹴散らされた「学習としての託児」だからなお

のこと今ももつと深く共有したくて何度も学び直しているところです。「自分たち

の目指す社会をつくっていくのは自分たちだ」という責任を感じながら。

2019.9.29
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“保育室のまど"

かわりばんこ

かわりばんこは人が人とかかわりあつてともに生きていく上で大事な力。保育

室の中でも子どもたちがかわりばんこを獲得していく活動はたくさんあります。

さまざまなあそびの中で、またおやつの当番もかわりばんこにします。小さな子

たちもかわりばんこを身につけて、そのルールが乱されるとちゃんと主張します。

ある日のこと。剛明くん(1才 9か月)が麻ちゃん (2才 3か月)と ダンボール箱

に代わる代わるボールを投げいれるあそびをしていました。剛明くんが投げいれ

るとそのボールを麻ちゃんがとり出して投げいれる、次は剛明くんがとり出して

投げるくり返しです。ところが順番でいくと剛明くんの番のときにつづけて麻ち

ゃんが 2回投げいれました。剛明くんはこんどこそとボールをとりにいきました。

が、こんども麻ちゃんが出てきて剛明くんを押しのけボールをとってしまいまし

た。押された剛明くんは尻もちをついてワーンと泣きました。麻ちゃんはそのま

まボールをもつてあつちへいこうとします。赤塚おばさんは「麻ちゃん」と呼び

とめて「ほら、剛明くんが泣いているよ。どうして泣いているのかな」とききま

した。麻ちゃんは小さな声で「押したから」と言いました。そこでおばさんは剛

明くんに向かつて「麻ちゃんが押したから泣いているの」とききました。剛明く

んは泣くのをやめて「ウウン」と強くかぶりをふります。「押したからじゃないの

ね。じゃあどうして泣いたの」岡1明 くんは黙ったまま麻ちゃんが抱えているボー

ルを指さします。そしておばさんが「岡1明 くんの番なのに麻ちゃんがしたから?」

ときくと「ウン」と大きくうなずきました。おばさんはさらに「岡J明 くんもかわ

りばんこに投げつこして麻ちゃんといっしょにあそびたいんだよね」と言うと岡J

明くんは麻ちゃんの方を見て、また「ウン」とうなずきました。麻ちゃんは剛明

くんにボールをさし出しました。剛明くんはそれをうけとり、 2人はニッコリ顔

を見交わしました。

一―こんなできごとがあったその日の保育の後、さつき麻ちゃんはさっぱりした
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ようすでボールをさし出していたけれど日頃私たちは子どもたちにどんなかわり

ばんこのさせ方をしているか、自分たちの働きかけ方の反省が出されました。か

わりばんこを子どもが獲得していくのに、ただルールだから守らなくてはとか仕

方なく自分の番まで待つというような貧しい身につけ方になっては何もならない

のですから。そして、そんな話の中で保育室の先輩三井りょう君 (小学 5年生)

のこんなことばが紹介されました。

りょ

母

りょ

う :ボク、保育室のとき、かわりばんこつてことわかつたんだ。

:ど ういうふうにわかつたの?

う:ボクたちのときは保育室にブランコあつたでしょ。

ボクの前にのってる子が手と足をサ、すごくうまく使つてサ、ビ

ュンビュンこいでおもしろそうにのつていたんだよ。ボクの番に

なったらボクもあんなふうにやりたいなってたのしみに待つて

たんだ。次にやれると思うとサ、ワクワクしてたんだ。そして、

こういうのがかわりばんこっていうんだなって思つたんだよ。

:そ う。自分の番じゃないときも (早 くやりたいのに)つ てがまんじ

て待つてるつていうのじゃなかったのね。

う:そ うだよ。どうしてかつていうとサ、友だちのおもしろそうなの

自分もやりたいから、やれるようにちゃんと見とかなくちゃつ

て思つてたんだよ。

母

り ょ

私たちは歓声を上げました。りょう君のかわりばんこのなんとたのしくゆたか

なこと。かわりばんこにブランコにのることで 1人だけでずつとのつているのと

はちがうたのしさ、もつと厚みのあるたのしさが生まれています。

そういえば、『育児力』(筑摩書房刊)の中にすべり台を例にした藤村美津さん

のこんなことばがありました。

「友達のすべるのを見ていて自分もこんどあんなすべり方をしてみようとか、

みんなで『○ちゃん、もつと足をそろえてごらんよ』と声をかけるとか『△ちや

ん、上手になつたねぇ』とか友達がすべっていることに自分もかかわることで、
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注

に

もつとたのしくなるのだという体験をしないと、ね。またおとなはそういう働き

かけをしなくては、傍にいる意味はうすいですね。」 (p.137)

子どもたちにただ「かわりばんこでしょ」というだけでつい形だけのかわりば

んこをさせていはしないか。日頃の保育の中で、どれだけかわりばんこのたのし

さを生み出せているか。

かわりばんこと限らず子どもたちがつまずくさまざまなシーンは私たちにとっ

て「おとなが傍にいる意味」が問われているシーンだとあらためて知らされてい

ます。 (1982.12)

当初はTく ん、Aちゃんとしていたが総集号 (「私たちの公民館保育室。Ⅶ」)

収める時、実名に改めた。

Aちゃんとあっちゃん

末兼多喜子 (絵画グループ)

4月 の中頃の例会の後で、(職員の)伊藤さんから「相談したいことがあるので

すが」といわれました。しかしその時は、4時半もまわっていて、伊藤さんは「今

ではあつちゃんもかわいそうだからあとで電話します」といわれました。そして、

電話で話す時間のとれる日を打ち合わせました。

約束の日、いつたい何の話かしらと思いつつ公民館へ出かけてみますと、テー

ブルの上に去年の 12月 の「保育室だより」が置いてあります。オヤ !た しか 12

月の “保育室のまど"には我が娘、麻子のことが書かれてあるはずだが???と
思つていたら、伊藤さんが、「話というのは、12月 の “まど"〈かわりばんこ)の
ことなのだけど、末兼さんはどんなふうに読みましたか。イヤな感じがしません

でしたか」ときかれました。12月 号が出た時、私は読んですぐAちゃんとは、自

分の子のことだなとわかり、ああ、うちの子ならやりそうなことだと思いました。

麻子は保育室の中で、こんな、きかないことばかりやつているのかなぁ、なんて

思ったりしました。しかし、“まど"ではいったい何をいってくれているのかと何
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度も何度も読み返してみました。そして、後の方に書かれていることが言いたか

ったんだなと思いました。

もし私があの場面にいたら、「順番よ !」「押したらダメよ !」「ゴメンナサイは!」

を連発してどうにかこうにか番をかわれたにしても、そこで一見落着、あとは忘

れる…だと思いますが。

保育者の方はその日の保育のあとでAち ゃんのかわりばんこの理解のしかたと、

保育者の方の働きかけの反省がなされ、そして三井りょう君の、本当に私なんか

考えもつかなかったような、すばらしい、たのしくゆたかなかわりばんこの例が

出されており、あまりの、私との見る日の違いにおどろき、自分の目の狭さ、貧

しさを感じました。

かわりばんこ一つをとっても貧しい言葉かけしか出来ないであろう自分は、日

常生活全般における様々な現象に対しても、芯のはずれたつまらない言葉かけし

か出来てない気がしました。そして、りょう君の様にゆたかな思え方が出来たら、

子どもに対しても、そばにいる意味が違ってくるだろうと思いました。……そん

なことを話すと、伊藤さんは「あんなふうに書かれちゃつて、というような受け

取り方でないのなら、総集号には頭文字で出すのが、不自然な気がするのだけれ

ど、どうですか。」ときかれました。私は「Aち ゃんでなく、名前で出た方が私も

良いと思います。12月 号だけ頭文字になっているのでどうしてかなぁ、やつぱり

書かれた親がちゃんとした受け取り方をしてくれるかと、気を使ってくれている

んだなぁ、ちゃんとした受け取り方ってどんなだろうとず―と気にはなつていた

のに、ほつたらかしでいました」というようなことを言いました。

そしたら「気になつていたのなら、書かれてイヤだつたのか、Aちゃんで出て

よかったのか、名前で出してもよかつたのか、自分の子にもりょうくんのような

かわりばんこをぜひ獲得してもらいたいのか、なんでも言つてもらえるとよかつ

たのにね」と言われ、それまで私は言うなんて思いもつかなかつたのだけれど、

言われてみると本当にそうだと思いました。気になつていながら、全くの知らん

ぷりということは、子どもを預けっばなしだつたんだなぁと思いました。

また「このことを頭文字から名前に変えたということだけで終わらせたくない

ね」とも言つてくれました。そして、「よかつたらこのことを書いてもらえるとい
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いんだけどな」と言われました。

家に戻つて考えてみますと、名前でなくAちゃんで出ていたことを、私の方は

気にはなっていたのにそのままほったらかしでいて、そのうちに忘れてしまいそ

うだつたのに、伊藤さんや保育室の方たちは私以上に気にかけてくれていて、声

をかけてくれたんだなとびっくりしました。

そして、気になってっていることを相手に伝えることもしないでいることは、

子どもを預けつ放しでいることになるんだと気づかせてくれました。子どもを預

かつてくれている間、ただ楽しく安全に、だけでなく、子どもの成長・大人の成

長にも目を向けていてくれるのがわかりました。

“まど"で 日常の自分を考えさせてくれたことと、声をかけてくれたことを忘

れずに、これからも “まど"で保育者の方たちが何をいってくれているのかを考

え、他の人とも話し合つていくことが預けつ放しでない、私たちも返していく預

け方ということにつながるのではないかと思えました。声をかけてくださって、

本当にありがとうございました。

追……12月 の “保育室のまど “で我娘のチョイ乱暴なシーンを紹介されて、全く

気にならなかったといったらうそになり、でも声をかけてもらい、こうやつて書

いていくうちに、今度は本当に全く気にならなくなりました。 (1983.5)

親の読み方

西名満子 (保育室の会)

5月 の運営会議が終わつた後、私のまわりの人たちは日々に「気持ちのいい会

だつたわね」といっていました。私も、みんながうちとけて話し合えてずいぶん

たつぷりとしたなかみの、いい会だつたなと思いました。

その日話し合いの口火を切つてくれた末兼さんの発言が、誰もがすなおな気持

ちで話したくなるような、安心して話せるような話し方だったのがとてもよかっ

たと思つたりしました。

そしてその時はそれどまりだつたのですが、後で末兼さんの発言のなかみをた
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どり直してみると、保育室から伝えられたことに対して親がどのように受けとめ、

どのように伝え返すことが大事か、とてもわかりやすく話されたのが何よりよか

ったのだと思います。

どんなふうに読んで、どんなふうに話し合つたらいいのかなかなかつかめずに

いた私にとつて末兼さんの発言は、どういう読み方をして、どういうふうにみん

なの中に出していくことが保育者と協力して保育をいいものにしていくことにつ

ながるかを考える上でとても示唆深いものでした。

末兼さんは、“保育室のまど"に 自分の子どもがイニシャルで登場したことにつ

いての自分の思い方の変化を話しながら、「自分が読んでどうだつたかを保育者に

伝えるということもはじめは思いつかなかつた。それまで何も伝えていなかつた

から保育者は私がどういう受けとめ方をするかわからず、気を使つてイニシャル

にしてくれたのだと思うけれど、うちの子の悪いところを言われたというような

読み方はしていないから、そういう気の使い方はしないで親の耳に快いものばか

りでなくどんどん伝えてほしい」と発言されました。

末兼さんのこの発言は、親が「うちの子のことを言われた」というような読み

方をしたり、あるいは、どういう受けとり方をしているかをまつたく伝えないで

いたりするあいだは、保育者の伝え方、伝える中身が大きく制限されることに気

づかせてくれます。

まず保育者から伝えられたことについて、どう受けとめたかを伝え返すことの

大事さ。そして、保育者が何のためにそれを言つたのかを誤解しないで受けとめ

る大事さ。たとえ自分の子のことを言われたというような読み方をしてしまつた

としても、そのことをいつしょに話し合えて、互いの伝え方、受けとり方を質の

いいものにしていけるような仲間関係や、あずかり手とあずけ手の関係を結んで

いく大事さを、私たちにあらためて知らせてくれた発言だつたと思います。

それから「あつちゃんが押したら、たけあき君が尻もちをついた」のに、末兼

さんははじめ「あっちゃんがたけあき君をつきたおした」というふうにうけとつ

ていたことをあげて、進藤さんが事実をあやまって受けとつたり事実に沿つてい

ないことに気づかないまま、自分なりの受けとり方をしてしまいがちな問題を指

摘してくれました。事実をしつかりつかんで、事実に基づいて話し合 うという基
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本がぬけると、問題のとらえ方や互いの関係がゆがんだりずれたりすることにも

なると、あらためて気づかされました。

また、末兼さんは「自分の子のことを書かれたと気にしていたが、あれは後半

が主題だつたのだから他の人にとつては何でもないことだったんですね」といっ

て笑わせてくれましたが、後日たけあき君のお母さんの行本さんも「読んですぐ

AちゃんとTく んは、あっちゃんとたけあきのことだなとわかり、そのときのた

けあきの様子はどうだつたかに目がいつていた。後で進藤さんが『あの文の主題

のりょう君のかわりばんこのところはくり返し読んだけれど、前段のところは誰

のことなんてちっとも気にとめていなかった』というのを聞いておどろいた」と

笑つて話していました。どんな場面にしろ、自分の子のことが出ると親はどうし

てもそのことに気を奪われてしまいがちです。そんなとき、他の人たちの読み方

をきいたり、いつしょに話し合 うことが、この末兼さんや行本さんの話からとて

も大事だと思えました。

今回、末兼さんは新しく保育室の仲間に加わった大橋さんが運営会議に出られ

るようにと、大橋さんの子どもをあずかるために自分は欠席しようとしていたの

だそうですが、当日の朝、それを知った “絵画グループ"の東山さんや “保育室

の会"の桑崎さんたちが協力して、急拠保育に回つたり、上の子の幼稚園のおむ
かえを引きうけたりして送り出してくれたということです。

このような協力があったこともとてもうれしいし、末兼さんが運営会議に出て

くれてほんとうによかつたと思いました。 (1983.6)

2019年の活動

◇2月 24日  全体会
◇9月 29日  全体会
◇12月 15日  全体会

☆くにたち公民館保育室問題連絡会 全体会
2020年 2月 23日 (日 )

午後 2時より中―丁目集会所
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2020。  4

2月23日、くにたち公民館保育室問題連紹絵全体会を行いました。
先回lミ ,lき練棒

″
f示育室のまど "り ら`公民館保育室活動の学あ あリ

方を証言していこうということとテーマ:こ 、記録 ,3号に烈5j麟した
″
保育

室のよど
″rかゎり|むんこ.、 それドキヽ する市民の文章∵Aちゃんとあっ

ちゃんJ剛況の講み礼 ともと|ミ語しさいました。

はじめにテ啄さん夕`ら口火奮切る薬言″`ありました。証が蔵』2うの山李
さんのレポートと童ねて、“まど''が発信 してぃることの健神ホマ市民″亀
けとあめ大事ざ、その雅経り剛系によつて学習が衆 フたことraDどが語さ
れました。

そのが吉と受けて、物 詫みオJの筆着、両名ざんからは、「 (自勿
も入っているけれど)″学習としての議嘱"と考えるためにいい文章を選ん
で男号にめせてくれた。あの当時は、運営会議で親 としてどぅ伝ぇてぃ

くかと考えていた頗で、末兼さんの発言Iミ触藩されてみんなで確′
"ながら書いたx~● .運軸 としヽウ場で 私たち市民が化のカレープの

人たちと→諸|ミ公民館保育宝のあり方を考え、学びぁう大
"゛
き政ぁ

て応じるJと 発言″ヾありました。

“まビ
″を受けとめ、伝導 市民ら翅駒ミ、「学習としての証‰ ミ黙

的に表してしヽます′続けて読みあってしヽきたいとSいま
°
仁

P2-4`r保誉室のまど"を読むの
「かわりばんこJ    テ疹ξ4除テ

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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“保育室のまど"を読む①
「かわりばんこ」

手塚倫子

私は、記録 53号 “保育室のまど"「かわりばんこ」、まどを受けとめての文章「Aち

ゃんとあっちゃん」「親の読み方」を記録 52号の山本さんのレポー トで提起された三つ

のポイントと重ねて読みました。

○ “保育室のまど"は公民館の保育姿勢を表すものである

「かわりばんこ」の冒頭には、“かわりばんこは人とかかわりあつてともに生きていく

上で大事な力"と いう一文があります。

ルールだからというのではなく、“ともに生きていく上で大事な力"と いうとらえ方

に公民館の姿勢がくっきりと表れていると思いました。

そして、たけあき君と麻ちゃんの間に入つた保育者が 2人にかけていくことばにも、

公民館保育室で目指されていることが表れています。

押されていたかったから泣いたのではなく、“かわりばんこに投げつこして麻ちゃん

といつしょにあそびたいんだよね"と いうことばに“ウン"と うなずき遊びを再開する。

たんに順番を守るというのではなく、一緒に楽しくあそぶための “かわりばんこ"であ

り、幼い子どもたちの中にその気持ちが育まれていることが、子どもたちと保育者のや

りとりからわかります。

子どもたちにとつて、保育室での 2時間が仲間と過ごす場、ともにかかわりあう楽し

さを獲得する場であることを、日常茶飯に起こりうる事例から私たちに伝えていると思

いました。

○ “まど"は人として共有したい普遍的な価値を保育を通じて問いかけている

麻ちゃんとたけあき君の事例のあとには、保育室の先輩三井りょう君のかわりばんこ

の事例が書かれています。ブランコに友だちが乗つているのを見ながら、自分の番が来
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たらあんなふうにのってみよう、友だちのおもしろそうなのを自分もやりたいからちゃ

んと見ておかなくちゃとワクワクしながら見ていた、「こういうのがかわりばんこって

わかつたんだ」とりょう君はお母さんに話しています。

「かわりばんこしよう」という言葉はよく使いますが、私たちの「かわりばんこ」が

順番を守ろうとかその場を取りなすためのいかに貧しいかわりばんこだったかとい う

ことに赤面してしまいます。

こんなにワクワクして友だちのすることを見ている、ブランコを独り占めするよリー

緒にすることで楽しさがふくらんでいく、そんなゆたかな見方ができたら色々な場面で

のとらえ方がちがつてくるのだろうと思います。子どもだけでなく私たちおとなにとつ

ても人とかかわる上で大事にしたい感性だと思います。

ともに生きる、ともに育つということの価値、まさに人として共有したい普遍的な価

値を子どもたちの事例を通して問われていると思いました。

○ “まど"の問いかけに共感し、自分の価値観を問うことが自分たちの学びになると受

けとめ、私たちの学習を深めてきた

はじめ子どもの名前がイニシャルで書かれていた “保育室のまど"「かわりばんこ」。

職員の伊藤さんはそのことをAちゃんの母親である末兼さんに「どんなふうに読みまし

たか.イ ヤな感じがしませんでしたか。」と問いました。その問いに対して末兼さんは「・…

…りょうくんのようにゆたかな思え方が出来たら、子どもに対しても、そばにいる意味

が違つてくるだろうと思いました。」と。そんなふうに受けとめているのなら総集号で

は実名で、といういきさつがありました。

そして「気になつていることを相手に伝えることもしないでいることは、子どもを預

けつ放しでいることになるんだと気づかせてくれました。子どもをあずかつてくれてい

る間、ただ楽しく安全に、だけでなく、子どもの成長 。大人の成長にも目を向けてくれ

ているのがわかりました。」と、“まど"や職員の問いかけに、市民として保育室をどう

とらえるかということに向けて伝え返しています。

末兼さんの文章が「保育室だより」に載り、そのことが運営会議で話し合われ、次の

「保育室だより」には「親の読み方」として西名さんが文章を寄せています。

「どんなふうに読んでどんなふうにみんなに出していくことが保育者と協力して保育

をいいものにしていくことにつながるかを考える上でとても示唆深いものでした。」と
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末兼さんの発言を受けとめ、その上で「親が『 うちの子のことを言われた』というよう

な読み方をしたり、あるいは、どういう受けとり方をしているかをまったく伝えないで

いたりするあいだは、保育者の伝え方、伝える中身が大きく制限されることに気づかせ

てくれます」と “まど"のあり方を意味づけています。

末兼さんと西名さんの文章からは、くにたちの市民が公民館からの発信をどのように

受けとめ伝え返してきたか、そのことによって市民自らの価値観を問い合い、学習の質

を高めてきたことがよくわかりました。

保育者と協力して保育をよりよいものにしていこうという姿勢、そのためには自分た

ちはどんな行動をしていったらよいかと考える。くにたちの歴史の中でそのことが伝え

継がれ、市民の中で共有されてきました。「保育室だより」。「運営会議」を軸にする活

動の中で学習活動の上壌とでもいうようなものがつくられてきたのだと改めて思いま

す 。

西名さんの文章の最後には、誰が運営会議に出席することが大事かという視点に立っ

てたくさんの知恵や方法がとられたことも書かれています。このようなとりくみがくに

たちでは当たり前のように行われてきましたが、保育室活動をよりよいものにしていく

ための市民的な活動として位置づけていきたいと思います。

公民館の責任として発行されてきた「保育室だより」、毎月開催されてきた「保育室

運営会議」。どちらも現在国立市公民館では存在しません。

私たちは、「保育室だより」。「保育室運営会議」によって公民館との信頼関係を結び、

公民館保育室の保育のあり方を市民として考え、そのことを学習の軸にしてきました。

公民館保育室の運営、「学習としての託児」には欠かせない柱でした。それらが無くさ

れた公民館保育室は子どもにとって、女にとつてどんな場になっているのか大きな危惧

を感じています。

(2020.02.23 公保連全体会より)
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2020. 6

くlN~たち公民館保首室活動では、辱才から鍛 前まできまざまな月いの

子どしたちが、遊びやいろいろな活動の中で月鹸を超えてか″`わりあつて

こじl_~過ごすことが大事 lミ されてきました。その婆|=数多くの ``保育
室のまど″で市民に伝えらスてきました .

公民館猪行の「保育室のしおり」|では 、
″
着勁には、鷺セしが幼

い間は夕|こ いるべき、3厳まで|ま 70の手でJとする旧来の女位額レ

育目露 :て対する実威的稚判 、F・l題戻起の意味がこめらスて、ヽます"
とあります。

邪たちは子どもとあずけることを通_して、′lヽさなホちやんじ子ど6熱団の

中で″ψ才あ力建農得することを実層しました。また、ホちゃんに対する花

の子どこたちの″`″`わり方にも層激 し、おとなりヾ j夫めつけてしまっている

見本をみなおすことにつな″ヾりました。 それらのことから、家庭め中て"
岬七チが宮着している問題の大守さドしっり`リロ脅向け、そのことと学

習の大手な柱にが:え ていきよLた 。

努 で
°は、うホ矢 κ」(|"4.9)「菱

"ボ

』〔198う 。2)き褐 i麟しま魔 .

どちらし、幼ぃ子れ たち″ヾ豊ゆヽこ′ヽ夕才巧様子が伝えられていて、

公離 保書堂着勁の意味と考える上で大事曇問題模起がされてtヽる

た中です.解たち公腱 の立場で政めて読んでいきたいと思います。

PZ-4
P'-7
R8

句講義幹まど
″「赤ちゃんJ

″
庸 室のまど"「野卜;ポJ

「ィ凧育室のしおりJから

(19イ4・ 9)

(1983・ 2)

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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“保育室のまど"

赤ちゃん

峯村文香ちゃんは、お母さんが女性問題講座 「歴史」に申し込んで、初

めて保育室に通うことになったとき、まだ生後 2か月でした。講座は7月

までの 10回で、その後グループとしての活動が始まつても文香ちゃんの

お母さんは 9月 から職場に復帰する予定なので、文香ちゃんにとっては 10

階だけの保育室生活になることはわかっていました。

私たち保育者は、10回だけという条件下の、たとえ生後 4か月までであ

つても、文香ちゃんにとつて子ども仲間と過ごす保育室生活がその成長の

上で意味あるものにしたい、また、お母さんにとつても子どもを預けて講

座に参加できたというだけで終わらないようにしたいと思いました。これ

は文香ちゃん母子のためでなく、歴史グループの子どもたち、お母さんた

ちみんなに関わることなので、一緒に保育室で過ごす子どもたちのお母さ

んにも相談しました。すると、お母さんたちは講座が始まる前からお互い

に出会う機会をつくつたり、毎週、講座の前の日にも一緒に過ごして親し

めるようにするなど、協力していい条件をつくり出そうと動き始め、私た

ちは嬉しく励まされました。

次に紹介するのは、このようにして始まった保育の 4回めの日のある場

面です。

富永芽衣 (1歳 1か月)がプレイポス トの穴にコマを入れようとしてい

る。

ポ トン、コマが入つた。

三谷 (保育者)が 「入つたね」と言つて手をたたくと芽衣は嬉しそうに

自分もたたいて喜んでいる。

その様子がよく見えるような位置に、文香が座っている箱が置かれてい

る。箱に座つて文香は芽衣を注視している。芽衣がパチパチ手をたたいて

喜ぶ度に文香が笑う。だんだん手を振ったり、身を弾ませるようになり、
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声をあげて喜びを表すようになつた。

三谷が芽衣に「見て、見て芽衣ちゃん。文ちゃんも一緒に喜んでいるよ」

と言うと、芽衣は文香の方を見た。芽衣と視線が合つて、文香はますます嬉

しそうに声をあげ身を弾ませた。

それからの芽衣は、コマを入れてポ トンと音がすると文香の顔を見、一

緒に喜ぶようになつた。

零歳児、それも2か月や 3か月の赤ちゃんが喜ぶと言えば、あやしても

らつて笑うという程度に思われがちですが、文香ちゃんは直接自分に働き

かけられたのではなく、仲間の芽衣ちゃんが楽しく遊んでいることを自ら

一緒に楽しみ、芽衣ちゃんの喜びに共感できています。赤ちゃん仲間の間

に関係が育ち、こんなに豊かな感情が育っている光景を目の当たりにした

私たちは、乳児保育の価値に触れた思いで、お母さんたちみんなにも「見

て、見て」と言いたい気持ちでいつぱいでした。

鈴木文香 (3歳 5か月)が、生後 3ヵ 月の大滝淑明のそばに寄つてき て

親しみをこめて「としくん」と呼びかける。淑明は手足をバタバタさせて

喜び、嬉しそうに文香の顔を見る。文香も笑い返して、また「としくん」

と呼びかける。淑明は手足をバタバタさせて喜ぶ。するとまた文香が…。

そうするうちに、文香が玩具箱からガラガラをとつてきて「としくん、

はい」と言つて淑明に差し出した。受けとった淑明は、「アウー、アウー」

と声を出した。それを聞いて文香は、「としくん、お返事した!」 と叫んだ。

とても嬉しそうな驚きの声だつた。

生後 3ヵ 月のこの「アウー、アウー」という声を (なんと言つているのか

わからない)と は聞かず、「返事した」と聴き取つた文香ちゃんに、私たち

は感激しました。赤ちゃんは言葉がないから何を言つているのかわからな

いと決めつけがちな私たちおとなの傲慢さを思つてハッとさせられもし

ました。

また、こういう聞きとり、受けとめがされるなかで、赤ちゃんが人に応
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えることを身につけ、言葉を獲得していくことを尊重したいと思いました。

そして、もうひとつ。文香ちゃんはもうすぐお姉ちゃんになる予定で、

文香ちゃん自身そのことをとても楽しみにしているのですが、たとえば淑

くんにこのように対することができるまで文香ちゃんが育つている事実

に接して、文香ちゃんは赤ちゃんをいい迎え方で迎えられるにちがいない

と嬉しい気持ちです。文香ちゃんがこのように育つことができたグループ

であつたことを、心から嬉しく思います。文香ちゃんの姿から、このグル

ープみんながいい迎え方で赤ちゃんを迎えられるようにとり組んでいく

保育の見通しも立ちます。秋からの保育がとても楽しみです。新しい仲間

の赤ちゃんを保育室に迎える日を、私たちまでこんなに楽しみにできるな

んて文香ちゃん、ありがとう。グループの子どもたち、ありがとう。

(1994.9)
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“保育室のまど"

野 球

ある火曜日の午後。今日はお休みの子が 2人で 6歳の太一くんと4歳の

克くん、信ちゃん、恵奈ちゃん、そして 1lヵ 月の直人くんの 5人で遊び

ます。

大きい子たち 4人はあそびの相談をはじめ、きょうは野球をやろうと意

見がまとまりました。中島おばさんは「ちょつと待つて、みんな直人くん

には聞いたの ?」 とききました。すると「直人できないからおばさんとボ

ールコロコロしていればいい」と直人くんのお姉ちゃんの恵奈ちゃんが言

いました。おばさんは「そうお、直人くんやきゅうできないかなぁ。大きい

子みたいにできなくてもいつしょにしたいかもしれないよ」と言いました。

みんなは「直人くん、野球する ?」 とききました。直人くんはニコニコし

てうなずきました。「やるつて言つてるよ」信ちゃんもうれしそうに言い

ました。直人くんもいつしょに野球をすることになって、克くんは「どう

いうふうにすれば直人くんもできるかなぁ」と考えながら言いました。と、

太一くんが「ボール投げないでコロコロつてころがしたら直人くん打てる

よ」とはずんだ声で言いました。みんなも「そうだね」と言いました。「打

つときは次の人が直人くんの手をもつてあげるといいよ」という案を出し

ました。そこで太一くんは直人くんのそばに寄つていつて「直人くん、コ

ロコロつてころがしたら打てる ?」 とききました。直人くんはニコニコし

て「オー、オー」と太一くんに向かつて声をあげました。「直人くんやれ

るつて言つてるみたい」太一くんはうれしそう。みんなもうれしそうに笑

いました。

そして直人くんが打つときにはボールは投げないでころがすことに決

まりました。また打順については「信ちゃんが打つの上手だから直人くんは

信ちゃんのあとがいいかな。信ちゃんが打つところをよく見て克くんが手

伝つてあげれば打てるかなぁ」という太一くんの意見にみんな賛成して信

ちゃんの次が直人くんと決まりました。

さあ、いよいよプレイボール。まず信ちゃんが打ちます。「直人くん、
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ほら信ちゃんが打つよ、よく見ていようね。」中島おばさんが言 うと他の

みんなも直人くんといっしょに信ちゃんの打つ様子を一生懸命見つめま

す。

そして直人くんの番になると太一くんが「こんどは直人くんの番だよ」

と言いながら直人くんを打席につれていき克くんは直人くんをすわらせ

て自分もそのうしろにぴったりくつついてすわりました。直人くんの手に

克くんの手が重ねられ 2人でバットをかまえます。信ちゃんも恵奈ちゃん

もそばに寄つてきて見まもります。

「いくよ」太一くんは大声でかけ声をかけるとバットをめがけてボール

をころがしました。直人くんと克くんの手がいつしょに動いてボールは勢

いよくころがっていきました。

「打てた」「打てた」「打てたね」歓声と共にみんなは一斉にパチパチと

手をたたきました。直人くんもとてもうれしそうに顔をまっ赤にしていま

す。

さて、こんどは直人くんも守備にまわります。ポジションはゲームのは

じめに直人くんは内野と決まつていたのでした。

恵奈ちゃんが「直人ボールひろうのはできるよ」と提言して決まつたの

でした。

内野の位置に立った直人くんの方に打者が打つたボールがころがつて

きました。「ほら、直人くん、ボールだよ」まわりから声がかかります。

直人くんはボールの方に歩き出しました。「早く、早く!」 でも、誰も直人

くんの代わりにさっさとボールを拾つてしまおうとはせず直人くんが自

分でとるようにちゃんと励まします。

直人くんはやっとボールのところまでたどりついて自分で拾いあげま

した。おやつ、でも反対の方へ行こうとします。ピッチャーは「直人くん、

こつち、こっちへちょうだい」と声をかけます。直人くんは自分でボール

を抱えてしまつてなかなかわたそうとしません。みんなは根気よく「直人

くん、ボール太一くんにあげて」「直人くん、投げる人は太一くんよ」と

よびかけます。そんなくり返しを経て直人くんもだんだんボールを拾うと

「アイ、アイ」といいながら自分からピッチャーのところヘボールを返し
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にいけるようになつていきました。

そして回がすすむうちに足もともフラフラするほどくたびれてきてい

るのに、直人くん、自分のもち場は自分でとばかりにがんばってボールが

ころがつてくると這うようにしながらも最後まで自分で拾いにいつてい

ました。

もうすつかリレギュラーの一人です。ゲームの終わりには子どもたちはみ

んな汗びつしょり。

「おもしろかったね」

「直人くんといつしょに野球できたね」

どの子も顔を紅潮させて満足そうでした。

(1983.2)
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公民 館保冑室遭 営の 基本 姿 勢

☆子どもをあずけあずかる営みを、おとなの

学習の一つとして

☆子どもにとってょりよい生活の場であるよ
う配慮し、おとなが協力し合う場に

☆地域や家庭にもつながる営みを

公民 館保 青望活動の 目的

☆保冑を通 して、「人権」 「社会 Jを学ぶ
ために

☆性別役割分業の問題性を明らかにしていく
ために

☆女性問題解決の主体として、運帯し、学ぶ
ために

公民館保青室活動の主体は市民です。
これら、「運営の基本姿勢」や「活動の目的 J
は、活動する市民自身によって実践から導
き出され、運営会議等で綸饉を重ねて明文
fヒされたものです。

公民館学目の 一環と しての 保膏室活動

☆国立市公民館の保薔室活動の誕生は、1965
年に遡 ります。公民館で学ぶ女性たちの市
民的な連帯の力があって創設され、以来、
「母親の参加のための条件整備」という動機
を超え、公民館活動 女性問題学習の一環
として冑まれてきました、
☆活動には、「子どもが幼い間は女は家にいる
べき、3歳までは母の手で」とする1曰来の女
性観 冑児観に対する実践的批判、問題提
起の意味がこめられています。
☆運営にあたつては、「子どもにとって」の視
点を■ん じ、単におとなにとって便利な
「子ども一時預か り所に菫 してはならない」
を戒めとしてぃます。

☆そ して、保青室が子どもたちのより豊かな
社会生活の場、成長の場となるようおとな
同士が協力し、そのことを通 しておとな自
身も人間的成長を鱚る活動にしてぃくこと
に、社会教爾的意味を求めてきました。
☆子どもをあずけることを学習にしてぃく活
動の創造が、公民館保青室活mlの要です。

保育室のしおり

「ぐりとぐら」より

〒186-0004東 京都国立市中 1-15-3
電 :舌  (042)572-5141
国立市公民館・保育室
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邪止ちはこの顧幣 育室のまど"読 むことを通 Lて「学習とLての議翡L
を自分たちの吉贅で証吉しようと及り組んでいます。
″
保書室のよど"は、<にたち公銹 室でイテわれてきた社会政部麟
腐としての保育の寅威記録であり、諄 保替め姿勢を示すうので■
E―回たつた2時間というさぴLい条件の下、子どうたちが仲間と
り`″ヽわり、か′`わること産楽しみ、関係を育む2時層童めざしてt、く.
あらためて

″
保督室のまど''を i売むとその党格 、姿勢 ′ヾひLひしこ感

じられまt

これらの責tな記録 し、当の国は市公民館では無かったことのように
されています.その事蛍を私たちlよ會く費けとめ、この戯 だ″ヽ こそ、
公民僕にはどうあるべ専多`、公民館 で子どιをぁず″ヽるとはどうも`ラ
こと″`、考えていかかιすれ1ギならないのだと思います。

くlミたち公民値保青
=活
動が生み出してきた多くの記録 を今 lミ.播

″ヽし、今め私たちの眼で読み童し、公民1館保青室着勁が演起じ

てきたこと、公だつ`ら大事lミ さネるべきこと壼つ″ヽみょおしたいと胃。

います。

今号は、山本分チさんより
"琴
膚載の「野球Jを読んでの支幸が寄

せ嗽 ました。考える糸口にしていむたヽヽとヽ います。

P2～ 4 ″イ黒育室のまどノを読む ②
r野  球 」   山 本参 テ

<に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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繰 育室のまど を読む②

「野 球」

山本秀子

私たちは公保連メンバーとして、一人ひとりが自分の言葉で「学習としての託児」の

価値を証言しようと活動を続けています。

記録 54号に手塚さんも書いているように、2005年以降「運営会議」「保育室だより」

が無くされ、公民館と信頼関係を結び、公民館保育室の保育のあり方を市民として考え

る学習の軸を失いました。それが子どもにとつて女にとってどれほどの損失であるか。

私たちが活動を続けているのは、「運営会議」「保育室だより」を通して学んできた者

として、今もなおその学びが自分の生きる力として根付いていることを確かめ、鍛え続

けながら、“一人ひとりが人として大切にされる社会"を 目指したいと思うからです。

公民館の保育姿勢

公民館保育室は「母親が公民館で学ぶための条件整備」というきつかけで存在する保

育室です。従つて参カロする子どもは、保育園のように○才児△名と決まっているわけで

はなく、0才～学齢前まで様々な年令の子どもがいる状態が普通です。その年令も力も

異なる集団の子どもたちに、公民館は何を大事にどんな保育をしているのか、それを伝

えてきたのが「保育室のまど」です。

それは、公民館の保育姿勢を表すものであり、人として共有したい普遍的な価値を保

育を通して市民に問いかけています。「人は人とのかかわりの中で育つ」という成長観

を基本に、共に生きていく上で大事な「人とかかわる力を育てる保育」(社会性を育てる

保育)であり、とりわけ「野球」からは互いの人格を尊重し人間的力量を養 う保育が感動

をもつて伝わってきました。

「野球」は、

6才、4才(3人)、 1lヵ 月の年令差の大きい 5人の子どもたちが野球をします。しか

も、 5人みんなが′いから「おもしろかったね」「直人くんといっしょに野球できたね」

と思える体験を共有しているのです。大きい子が我慢して小さい子にあわせるのではな

く、力のちがいをいかして一緒にあそぶことを通して、一人ひとりに新たな豊かな育ち
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をもたらし、誰もはずさずみんなが大事なメンバーだと思える関係がつくり出せている

ことに引き込まれるのです。

この日、あそびの相談で大きい子たちは、「野球しよう」とまとまりました。

そこに保育者から「ちょつと待つて。.直人くんにはきいたの ?」 小さいから無理と決

めつけ仲間からはずしてしまいがちな行動に、「大きい子みたいにできなくても、一緒に

したいかもしれないよ」と問いかけられます。

みんなの「直人くん野球する ?」 にニコニコうなずく直人くん。「やるつていつてる

よ」うれしそうに受けとめるみんな。

“直人くんも含めたみんなで野球する"と選び直し、「どういうふうにすれば直人く

んも一緒にできるかなぁ」という克くんの言葉のようにつかみかえました。

★すると、子ども同士お互いをよく見るように変わります。一緒にあそぶ一人ひとり

がしっかり視野に入つてきました。《「直人できないからおばさんとコロコロしてれば

ぃぃ」→ 「ボール投げないでころがしたら直人くん打てるよ」「ボールひろうのはで

きるよ」》

★お互いの力をつかんだ上で、その力を組み合わせます。皆ができるようルールも工

夫します。《「投げないでコロがす」「すわつて打つ」「信ちゃんが打つのが上手だから

それをよく見て、克くんが直人くんに手を添えてあげると打てるかなぁ」》

★直人くんが理解できるよう必要な声はかけますが、本人ができることは手を出さず

待ちます。その人の自立を妨げない支え方をします。

保育者は子どもと共に在りながら、今ここで何を育てるかというはつきりした意図を

もつて動いています。それは、子どもの前面に立って引つばることではなく、子どもた

ちのかかわりをよりよいものにしていく支えです。

これに支えられ、子どもたちは頭も身体も心もフル稼動して自分たちで自分のあそび

を進めていきました。

その結果、直人くんは、大きい子たちから真つ当に向き合われ支えられる中で、まわ

りを見ながら、自分の力でしつかり加わろうとする気持ちが引き出されていきます。11

ヵ月児の自立の誇りさえ感じます。
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大きい子たちも、「直人くんも含めたみんなで野球をする」という目標に向かって持

てる力をどう出していつたらよいか、協力しながら自分の役割をつかんでいきました。

そして、一緒にあそぶ楽しさを十分に味わう中で、かかわりの中の自分がくつきり見

え、お互いを仲間と感じる関係が育っていきました。

これは、「子どもが幼い間は家にいるべき、3才までは母の手で」という旧来の育児観

では産み出せない質の高い「人とかかわる力の育ち」です。母も子もそしてどの人もい

つの時も社会とつながり、育ち合える仲間をもつ中でこそ育てられること。社会のメン

バーからはずされることのないくらしを持つことは人としての権利と思います。そう気

づかせてくれたのが、「野球」をはじめとした「保育室のまど」であり、その問いかけ

に共感し、自分の価値観を問うことが自分たちの学びになると受けとめ、私たちの学習

にしてきた保育室活動でした。

今、公保連の活動を続ける私たちも、仲間とのかかわりの中で自分がくつきり見える

実感を持つています。それは共通の目標に向かつて関係が深まっていくことであり、「野

球」の子どもたちに重なります。

「社会」の普通の姿

そして、考えてみれば、「社会」の普通の姿は、“異年令集団"そのものです。

障害者だから、認知症だから自分とは別、生産性のない人は足手まといなど、根

強く存在する人をツト除する見方、人格をないがしろにする向かい方に対しても、「野

球」は語りかけているのではないでしょうか。

ちがいを持つた人が集まったのが社会の普通の姿であり、ツト除するのではなく一

緒に生きる、そのためにはどのようにしていくか。本人の意志を中心に本人のでき

ることは本人にしてもらいながら、皆の力を持ちより組み合わせて暮らしを創 り出

していくことが、みんなにとつて心地よい安心な社会になる、と。

社会教育機関である公民館が、「母親の参加のための条件整備」をこえて、“保育

を通して「人権」・「社会」を学ぶために"“女性問題解決の主体として、連帯し、学

ぶために"保育室を運営してきた価値の大きさを、今 「保育室のまど」を読み返す
中で、一層感じています。
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記録 %号で rfR書室のまど″「野球」から、山本さんは、r社会の普
通の率は、興年於集田そのものです」と言いでしヽます。

「ちがいを
'時

つたス″ヾ集まってぃるのが社ゝ偽普通の著kゾリ、羽ド除
するのでは奮く―燿聾ミ生きる、マのたあにはどのようにしていくり`。(中
理い音笏 壼持ちより組み合わせてくらしと,1り出していくことりヾ、み
んな|ミとって1じ地熱 安ヽおい1出会による」一―と駈 の社会Jを表し
ています。現在の社総つ″刃方は、その「普通」と,ヽけはなスたことめヾ
多くあると思います。私たちは公民億保育営着勁著通して、山本執 の
音いているような rJ都こ」と目指してきたのでは色ヽいでしょう′`。今“保
青室のまど"″ ウヽ準き出Lた ら蓼E」 といラ山本さんの官彙lミ 公民1館穏
議 勁薇 きみる思い″ヾします。

「 3才までは理●5でJという世間―寡:″ 邸ゝこに受り黙 てきたこの
・
言葉も、公詢慮保育室着動の実成をとおして、「 しヽつの時期もさまぬ
なぢが tヽを消わた仲間の中で育つ」ことを私たちは雅封Lと しで ょ
した。その¬蜘巨Jの意勁嶺切断値をもぅ弓友見つめ、設 にしていさ
たしヽと思tヽ翁 .

今号lま “保管室のまど
″rヘンですね」(1982″ 4)を渇載 しました。

11月 け日(日)午後2崎Lょり /A・保連全「本会著行います。2月の全体

会ガヽらこの間、「認飢 の藩行とでス認 めグレレー/―ぐの滲動を続け
てきましたが 、顔 を合わせて言葉き交ゎ Lたいと思います.

R2～4 “イ票育室のまど″rヘンですね」 (148204)

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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“保育室のまど"

ヘンですね

「3歳までは母の手で」とか「小さい子に集団保育はかわいそう」とか

いう説があります。小さい子には仲間との生活は不必要ということでしょ

うか。小さい子には仲間とのコミュニケーションなんてムリだというので

しょうか。まだ足もともおぼつかないような、ことばも出ないような幼い

子たちが仲間を求め仲間とのコミュニケーションを楽しんでいる姿に毎

日接している私たちは、そんな通説がフシギにさえ思われます。

きょうもこの保育室に 3歳にはまだ間のある子どもたちがやつてきまし

た。手さげ袋を壁にかけたり上着を脱ぐ間ももどかしそうに友だちを探し

て部屋の中をのぞきこむ子どもたち。おめあての友だちを見つけると一生

懸命そつちの方に手をのばしながら勢いよく動きまわっている大きい子

たちの間をくぐるようにしていそいそ近づいていきます。みんなで輪にな

つて「おはよう」をするときにも大勢の中から仲よしを見つけてとなりに

すわりにいく姿がよく見られます。投げ出した足をお互いにくつつけたり、

のせっこしたり、肩をよせたり、おでこをこっつんこしたり親愛の情を交

わしています。

からだを寄せていくこんな素朴な交流よりもう少し知的なコミュニケ

ーションでは、たとえばカタコトが言える子たちは一生懸命友だちの名前

をおぼえて呼び交わします。いわば人間らしい社会生活の芽ばえさえ感じ

させる姿ですが、“かごめ"グループの一歳児たちの例で言 うとこんなふ

うです。

一つのテーブルをかこんですわった五人を三井おばさんが「この子は怜

ちゃん」「この子は有紀ちゃん」……と一人一人名前を言つていきました。

すると舞ちゃん (1歳 1lヵ 月)もおばさんの声の後から「リィちゃん」「ユ

ッキちゃん」……。と一人一人の顔を見ながらつぶやいています。おばさん

が言い終わると舞ちゃんはこんどは大きな声で「リィちゃん」「ユッキち
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ゃん」ともう一度はじめました。でも幸絵ちゃん (1歳 6ヵ 月)の ところ

で「サ……」……・わからなくなりました。舞ちゃんは幸絵ちゃんを指さし

(だれだつけ)と言うように「ン…… ?」 と言いました。それを見ていた

有紀ちゃん (1歳 10ヵ 月)が 「サチイちゃん」と言いました。舞ちゃんは

有紀ちゃんを見て「サチイちゃん ?」 ときき返しました。有紀ちゃんは (そ

うだよ)と言うように「サチイちゃん」ともう一度言いました。舞ちゃん

は大きな声で「サチイちゃん」と呼びました。幸絵ちゃんは舞ちゃんを見

てにつこりしました。舞ちゃんも幸絵ちゃんにほほえみ返しました。有紀

ちゃんもうれしそうに見ています。さて次は誰でしょう。……わかりませ

ん。舞ちゃんはさっき幸絵ちゃんの名前を教えてくれた有紀ちゃんに「ン

…… ?」 と次の子を指さしてききました。有紀ちゃんは「賢くん」と教え

てくれました。舞ちゃんは「賢くん ?」 と有紀ちゃんに確かめてから賢く

ん (1歳 lヵ 月)に向かつて「賢くん」と呼びました。呼ばれた賢くんは

テーブルの上にからだをのり出してきました。舞ちゃんは賢くんの頭をや

さしくなでました。一―

そんな子どもたちの姿を見ていると私たちは思わず目もとがゆるみま

す。もちろん子ども同士のコミュニケーションはたんにほほえましいとい

うだけではありません。その中には相手がおとなではなかなかこうはいか

ないと思うような成長の場面がたくさんある、というのが日ごろの私たち

の実感です。何かができるようになったというようなときでも見ているの

がおとなでは 〈ほめられる)と いうような一方的な関係に傾きがちですが

子ども同士のあいだでは共感を育てる場面になります。

これは先の例でも登場した幸絵ちゃんと賢くんとの一場面です。さつき

から幸絵ちゃんはしきりに穴のあいた積み木に棒をさしてはうれしそう

に手をたたいています。向き合つてすわつている賢くんも幸絵ちゃんのま

ねをして棒を入れようとしました。が、うまくはいりません。賢くんは小

さな口をとがらせて一生懸命です。そんな賢くんを幸絵ちゃんは小首をか

しげながら見ていましたがやがて (か してごらん)と いうようにその棒を

とって穴にいれて見せました。 (ね……)さ あ、賢くんがもう一度挑戦で

す。見まもる幸絵ちゃんも真剣は表情です。コトン。棒がはいりました。
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賢くんはさっと顔を上げて幸絵ちゃんを見ました。幸絵ちゃんもニッコリ。

「あ一」と声を出しながらいかにもうれしそうに手をたたきました。そん

な幸絵ちゃんといっしょに賢くんはピョンピョン腰を浮かしながら手を

たたき、今にもひつくり返るかと思うほどからだをはずませています。

そのよろこび方といったら一T。

よかったね賢くん。そして賢くんのことをそんなふうによろこべた幸絵

ちゃんも、おばさんたちとてもうれしかつた。……

「3歳までは……」なんて、やつばりヘンですね。

(1982.4)

くにたち公民館保育室問題連絡会 全体会

2020年 11月 15日 (日 )午後二時より
中一丁目集会所
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11月 |夕日(日 )、 塗■
～
斜2葎予ι`ました。

新型コョナシィルスの影響で9カルStりの鉢 会で曖 .

はじめに、絶原糞ルチさん′`ら体調「2崩して2年がヽりの力け0であること、
自分が動け
「
くても、本族にこ支えられながら、アノレーフ

'の
みん夕と関

イ系をつ蟄げたいと思った、そのこと夕ヾ学んぞきたことその6の
「
のだと

思つていう、と驀きがありました .

次に、3月 l.‐t<曇つた″
『 藤
支チさんのことが、躊 准史を孝K`鈍

′`ら体えられま餞 .加藤|さんι長期まで 力′レ~フ`つ f申間とめ″`グヽ
わり奮衆あ、そのことに着えてつ摯フヾり統けたことが

°
請さスよした。

また、記録 舞ヽ ル域の、山務 子さんの大和こある。異毎於集団は

“社会の普通の事'といラ謙 に反応する冠言が いくつクヽありました。

小日野裕美養 んから|よ、介讀のイ士事をするなフ`で きまさまな障害
をつヽかえる人たちがいて、その人バィ・T″ でヾきるが 、`どういぅフヽつ`わリ
が大キづ`と告満 しながぅfu l、てぃる、そ不 tよ

″イ累育室のまど
″
諄予球J

(1983、 2)になか林ていることと~癖で r社会の普通のなザ曇のだと

思う、自加 そ`の方向liをもつて位夕くといラこと
'ヾ

学んでおた者の

書嬌夕のだと思うと、発言″くありまLた 。

つ嗜知よ、需育勧 まど"「いヤっJ(1981,9)き掲載 しました。

呼ヽする市ψ 夫幸と合わせて読んで'いきたいと思いま九

P2～4  ″イ果育室のよど"rぃやっJ(19'′・■)

P4    2θχ昨 くにたち公時請保育室問題連絡会め活動

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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“保育室のまど"

いやつ

水曜日の午前 “わだち"グループのメンバーは生後 8ヵ 月から3歳 7ヵ

月までの子どもたち 14名です。

ここ何ヶ月か大きい子が積木でガソリンスタンドやレス トラン、アイス

クリーム屋さんを作ると小さい子たちが自分たちで作った積木の自動車

を走らせガソリンを入れてもらいに行ったり、レス トランでごちそうをた

べたりしてあそぶ ドライブごつこが続いています。

その日も子どもたちはまず自分の車を作るとそれぞれのお店を作る材

料を運びはじめました。敏クン、幸チャン、雅チャン、連クンは 4人でい

つしょにガソリンスタンドつくりです。4人はせつせと材料を運んでいま

したがその最後の材料を積みに行つたときのことです。幸チャンが行った

ときにはもう箱の中には 3つ しか材料の積木は残つていませんでした。こ

れでは足りません。みると横の連クンの車にはたくさん積まれています。

幸チャンは連クンの車から積木をひとつ黙ってとって自分の車に積みま

した。と、連クンが「ワーッ」と泣き出しました。「連クン、どうしたの ?」

そばで見ていた井上おばさんが声をかけると連くんは泣きながらも「幸チ

ャンガ、連ノ、 トッタノ」と言いました。
「幸チャン、どうして連クンのとったの ?」

「………」

「黙つてお友だちのとっていいのかな ?」

幸チャンは黙つたまま積木を両手でしつかり押さえてはなそうとしま

せん。

この時、アイスクリーム屋さんの準備が完了してお店を開こうとしてい

た俊チャンと尚チャンがこの騒ぎに気づいて「ドウシタノカナ」「行ッテ

ミヨウ」と言いながら心配そうに寄つてきました。レス トランの開店間近

だつた裕チャンも車を作っていた小さい子たちも集まってきて 2人をか
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こみました。最初から成りゆきを見ていた敏クンはそばに寄つてきた裕チ

ャンたちにことの次第を説明しました。

「ボク、見テタンダヨ。幸チャンガ連クンノトッタノ」

幸チャンはあいかわらず積木をおさえこんでうつむいています。

子どももおとなも保育室の中の全員が見守っています。

「お友だちのがほしいときは、どうするの ?」

井上おばさんが聞きました。

「貸シテッテイウンダヨ」裕チャンが身をのり出して言いました。みん

なもうなずいたり(ソ ウダヨ)と いうような表情になって幸チャンをみつめ

ました。

「幸チャン、連クンに貸してって言つてごらん。貸してって言つたら連

クンが貸してくれるかもしれないよ」井上おばさんが言いました。

幸チャンは黙つたまま。

「貸シテッテイエバ貸シテアグルヨ」しばらくして連クンも言いました。

が、幸チャンは、ますます積木をおさえこみます。

「みんな、どうしようか ?」 井上おばさんはみんなに問いかけました。

みんなも困つた顔をして考えこみました。

「黙つてお友だちのをとるような子は仲間にはいれないね。みんなとい

っしょにあそべないね」井上おばさんが言うと一瞬シーンとなりましたが、

すぐに雅チャンが「イッショニアソベナイ」と言い、敏クンも「イッショ

ニアソベナイネ」と幸チャンに声をかけました。

と、幸チャンの顔色がサッと変わり「イヤッ !」 と強く叫んだのです。

(仲間にはいれないなんていやだ !いつしょにあそびたい !!)それは仲

間といつしよにあそぶ楽しさ、その充実感をたつぷりと味わっているもの

だけが言える「イヤッ!」 でした。

みんなが見守る中で幸チャンはうつむいたまま、やおら連クンの方に向

き直りました。ゆつくり向き直つていくそのさまは、自分で自分を踏み越

えていく幸チャンの健気な内面がみえるようでした。幸チャンは小さい声

でしたが、はっきりと「イイ ?」 と聞きました。連クンは即座に「イイヨ」

とうれしそうに答えました。幸チャンははじめて顔をあげて連クンを見ま
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した。見つめ合った二人の笑顔は晴々としていました。

「ヨカッタネ」……。子どもたちみんなの顔も輝きました。

そして、次の瞬間、もう子どもたちはさつと自分の持ち場に散つていき

ました。「イラッシャイ、イラッシャイ」「アイスクリームハ、イカガデス

カ」「ガソリン入レニキテクダサーイ」その日の子どもたちの声はひとき

わはずんでいました。その声には自分たちの手で解決できた充実感、仲間

の中からひとりもはずれを出さなかつたうれしさがみなぎっていました。

とりわけ幸チャンの笑顔が光つてみえました。

(1981.9)

2020年 くにたち公民館保育室問題連絡会の活動

★全体会

2月 23日

11月 15日

★「記録」の発行

1月   53号
4月  54号
6月  55号
9月  56号
10月  57号
12月    58号、 59号
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跡 育室だよりJは公闊清保補 潜勤ドおtヽて大事曇イ興811と果たして
きました.

毎月の運営会議 と違動し、市民にとって学習の大きなサ注でした。また、
年月の印刷・発行のf乍業1よ 市民じか″ヽゎつて行われ、その姉 lミこ市民
の専務が薪 されました。

養行さネると″レーアで読み合って、次の運営会議 にlま faT建体えた
い′ヽ語し合つヽて会議に1臨じ、そのサイクルが市民の中に根付いてtヽま
した。噺卜しいグノルーフ・の人たちの文章も、ちゃんと伝え二していこうと
ひときわ大率に読はれました .
公民億が市民に向けて蕎信してきた公の姿勢を私た

'´

どヾのよう

に受けとめてきたり`、その相互の聞係も公民館保育室清勲の柱の一

つでt

り弩珂よ “f黒育室のまと
゛
"「いt｀考えJ(1987・ l)を膚 Hi‐iしました。

``まど″を中に1ご 市民ガヾ どのように持 し合ってきたか、『「 い 考ヽえ」
をi読んで』(198712)こ 合わせて読みたいと思います.

P2～ 3  ″イ凧育室のまど"「いい考え」 (1987、 |)

F4～ g  『
rt、
t、考えJを読んで』 (1987・ 2)

<に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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“保育室のまど"

いいメタジヒ

クリスマスのために、保育室の壁一面に黒く塗つた紙を貼つて夜空を作

る。全部で 15枚の紙を、火曜から金曜までの全グループで分担して、2

歳以上の子ども達で貼ることにした。

木曜午前のグループは、2歳児 1人、3歳児 5人、4歳児 3人で貼る。

大きい子の多いこのグループは、天丼に接した一番高い場所を受け持つこ

とになった。

三井(保育者):ほら、あんなに高いところに貼るんだよ。どうしたら貼

れるか、皆でいい方法を考えよう。どうしたらいいと思う?

小野坂純一(4歳 lヵ 月):と ぶといい

一一紙を持つて跳びあがる。2、 3度繰り返すが届かない。

宮 弥(4歳 6ヵ 月):それじゃ、だめだよ。大きい子がだつこすればいい

一―望弥が純一を抱つこする。望弥は背伸びして抱き上げ、純一も思い切

り両手を伸ばす。が、届かない。

望弥 :おばさんがだっこすればいい

一―行本(保育者)が純一を抱き上げる。思い切り高く持ち上げる。

行本 :届いた ?

望弥 :だめ

早苗(3歳 10ヵ 月):ま だ

麻里子(3歳 7ヵ 月):ま だだよ

三井 :望弥ちゃんが抱いても、おばさんが抱いても届かなかったね。

どうすればもつと高くなるかしら。

望弥 :はしご

純一 :はしご。段々登るの

三井 :そ う、はしごがあると届くかもしれないね。ここにあるもので、



０
０

はしごみたいに使えるもの、ないかな ?

早苗 :ジャングルジムがいいよ

―-8人全員がさつとジャングルジムを運びにいく。壁ぎわに一台立てる。

望弥、麻里子、純一、礼子(4歳 lヵ 月)たちが早速登つてみる。

望弥、純一 :(最上階にまたがり壁にさわり)届いた

一―しかし、紙をあててみようとすると、足もとが不安定で手が紙の上の

方に届かない。

純一 :貼れない

望弥 :(紙が)落ちてくる

麻里子 :ぐらぐらして立てない

三井 :ジャングルジムの上でしつかり立てる方法はないかな

早苗 :すべり台するときの板

純一 :(ジャングルジムの最上階をたたいて)こ こ、ここ

三井 :こ こに板のせて、高いとびつこのときみたいにするの ?

早苗、純一 :う ん

恵理子 (3歳 4ヵ 月)、 麻里子、望弥 :そ う、そう

一―もう一台、ジャングルジムを運んでくる。二台の最上段に板を渡す。

純一、早苗を先頭に登り始める。霜村純一 (3歳 5ヵ 月)、 忠伸(3歳 lヵ

月)も後に続く。8人全員が台の上に立つ。紙をあてて確かめる。

早苗、望弥 :届 くよ

純一 :届 く、大丈夫

霜村純一 :届いた

忠伸 :ほんとだ、届いた

礼子 :(届 くよというように、壁をトントンとたたく)

麻里子、恵理子 :貼れる !

三井 :ほんとだぁ、とってもいい方法だつたねぇ。皆で考えると、いい

考えが出てくるんだね。

子どもたち :う ん !|

*この日、貴雅 (2歳 3ヵ 月)はおやすみ。 (1987.1)
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「いい考え」を読んで

1月 の運営会議で、一月号の “保育室のまど"「いい考え」の読みとりが

出し合われました。同じ文を読んで、それぞれの人がちがつた読みとりを

していました。

そこで、一人一人の読みとりのちがいやつながりに注目して、どういう

状態(問題関心や課題、グループ実態等)にあつて、そのような読みとりを

したのか見直してみようということになりました。

2月 号では、そのときの発言と「そういう読み方をしたのは、自分がこ

うだつたからだ(と 思う)」 ということを、各自が書きました。

〈日々 に出している) 秋本知子 (かごめ)

子どもたちが、自分の考えを日々に出しているのがいい。「みんなで」が

子どもたちの中に入つているんだなぁ。

自分たちのグループ “かごめ"が、一人一人が自分の判断を持たない

で、誰かが言つたことに (それじゃあ、そうしましょうか)と 、曖味なま

ま乗つかつて動いてしまっている状態にある。その状態を変えたいなぁと

思っていたので、こういう子どもたちの姿をいいなぁと思つた。

〈どの子も参加した) 西名満子(保育室の会)

「いい考え」では、一つの目的に向かつて提案したり、確かめたり、

どの子も参加した。その結果、壁に届いた時には、みんなが満足感を味

わえたのだと思つた。

集中学習会の保育について、この間、木曜午後の人たちと話し合いをもつ

てきたが、自分の曖味さが出て、充分、考えや意見を出せなかつた体験か

ら、どの子も参加したことと、その結果、みんなが満足したようすがいい

なぁと思つた。
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〈つみ重ねているのだから〉 中野恵子 (わだち)

子どもたちは、仲間がやつたことをもとに、その上に提案している。

つてみたことが、子どもたちの間でつみ重なりをもつてとらえられ、

展していつている。

や

発

子どもたちは、単にそれぞれ並列的に提案しているのではなく、仲間の

やつた事やわかつた事をもとに、その上につみ重ねて考えたり動いたりし

ているさまが書かれているので、秋本さんの「口々に」という読み方は事

実と違うと思いました。

それは、普段の活動の中で、“かごめ"の人たちは、例えばそれぞれが

自分の事を出しただけで、それを一緒に練り合っていないのに、みんなで

話し合ったと思っているようなところがあつて、私は、そういうとらえ方

をしていることが気になつていたので、秋本さんの発言を聞いて、それで

は「みんなで」にならないと思うので、話し合いたいなぁと思つて発言し

ました。

〈子ども自身に考えさせている〉 伊藤博子(茎 )

保育者が指図するのではなく「どうしたらいいと思う?」 と問いかけて、

高い所に紙が貼れる方法を子ども自身に考えさせて、待つているの

が大切だと思つた。

私はこれまで子どもに対し、先まわりして私の感じることや子どもにど

う行動してほしいかを言つていた。結果として、一方的に私の意見をおし

つけていることになつていたと気づいている。今、私は子どもが自分自身

で考え行動することを大事にしたいし、親が一方的に親の価値観をおしつ

けるのではなく、お互いの考えを出し合える親子の関係になりたいと思つ

ているので、私の子どもに対する言葉のかけ方が気になっていたので。
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〈いつしょに考えている〉 森あけみ (間 )

保育者も子どもたちといつしょに考えている

“茎"の伊藤博子さんは、そんなに気にもとめないでその表現を使つた

のだろうとは思つたのですが、私は、伊藤さんの発言の中の「考えさせた

り、待つたりしている」という表現が、とても気になっていました。

私が日ごろから断片的に考えていたことで思いあたることと結びつい

ていたからです。

「わかる」という道筋の中では、人に何かを「考えさせたり、待つたり」

という、上下関係とうけとれる関係の中では本当に「わかる」ということ

になるのか、そういう関係の中で得たことを成長として、人にも自分にも

望むのかと考えると、(大人同士の関係であつても、子どもと大人の関係

であつても)そ うでなはないと、保育室活動の中でつかんできていました。

また、私が運営委員として「保育室だより」作りをしていく中で、いろ

いろなグループの人たちと話し合う機会をもちますが、そのことを、レポ

ー トの中で「運営委員の森さんにも来ていただいて…」という表現で書か

れることがよくあります。

そのたびに、「来ていただいて…」という表現の中には、人に何か考え

させたり、待つたりしているというニュアンスが含まれてはいないか、運

営委員の役割とは何か、私はどういう思いで他のグループの人たちと話し

合う機会をもつているのか、と他のグループの人たちと、運営委員として

の自分との関係について考えさせられていました。

運営委員として、全体の中にあるグループに向けて、どういうはたらき

をすることが大事かということはあつても、保育室のことをいつしょに考

えあう仲間として対等に、自分も加わりたい、話し合つていきたい、とい

う思いが強くありすぎたために、「保育者も子どもたちといつしょに考え

ている」という表現をしました。

*しかし、子どもと大人のときには、人格を尊重するというところではい

つしょにとは言えても、思考や行動まで、“保育室のまど"の大人(保育者)

と子どもたちが、同列にいっしょにということはない一一大人同士のとき

はいつしょにという表現で言い表せても、子どもと大人のときはどうなの
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か、とい う仕分けの吟味なしにその表現を使つてしまつたおかしさに、発

言してみて気づきました。

(一緒に考えるのが楽しい) 朝比奈泰子 (どんぐり)

1月 号の “保育室のまど"「いい考え」は、中浜さんの「一緒に考えるのが楽

しい」(保育室だより  '86 10月 号)と 同じだな。これからもこの “まど"

をめぐって話し合つていこうとしている今、“まど"と合わせて中浜さんの文

をみんなでもう一度、読み直しましょう |

みんなの発言を聞いて、子どもが自分で考えたり、みんなが参加するこ

とは、たしかに大切なことだと思いましたが、この “まど"の核心はそう

いうことだろうか ?と 思つて発言しました。

保育者の方々が私たち親に伝え、一緒に考えていきたいことは何なのか、

また、私たちが自分たちの学習のなかで、今 “まど"を どういうとらえ方

をすることが大切か、というところで考えることが大事だと、私は考えて

います。

今年度、私たちは “仲間意識"を問い直す視点から、“みんなで"の と

らえ方を見直し、その質と内容を高めていくことを課題としてやつてきま

した。また、保育者の方々は、保育の問題と親たちのかかえている問題が

つながっていると考え、そして、「基調レポー トで示されている仲間とし

てのあり方を問い直すことは、子どもの保育を支える基盤づくりになり、

今のような子どもたちの事態を変えていくことになる」と受けとめて、“保

育の重点を、おかあさんたちの活動の重点に重なるものとしてとらえたい"

(保育室からのレポー ト)と し、子どもたちの仲間としての成長をめざした

とりくみを、いつそう確かにすることを課題としてこられました。

こういう状況をふまえて、その視点から、“まど"を読んだとき、私に

は、この「いい考え」は、みんなで考えるといい考えが出てくる、みんな

で考えるつていいなぁと思えるような体験を大事にしている、と読めまし

た。

そして、そのことは、10月 号の中浜さんの文「一緒に考えるのが楽しい」
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や、1月 号 ('87)の橘さんたちの文とも結びつきました。たとえば、橘

さんたちは、次のように書いています。

“今回のことで、みんなそれぞれがかけがえのない存在なんだと改めて感

じられ、これからも本当にひとりひとりを大事にした話し合いをしていき

たいと、強く思えてきました。"(“保育室だより" '87 1月 号p.5)私は、

これを、こんなふうに一緒にする(考える)こ とが楽しいという体験をする

ことで、本当に相手も大事に思えるようになるし、自分も粗末にできなく

なっていく一一だからこういう体験が大切なのだ、と読んでいました。

そこで、私は、今の私たちが、この “保育室のまど"「いい考え」を読

むのなら、子どもたちがどの子も参加しているとか、保育者の働きかけが

いいという読み方にとどまっているのではなく、中浜さんや橘さんたちが

したこと (していること)、 そこから私たちがつかんだこととつなげた読

み方をしなかったら、しっかり読んだことにならないと思いました。そし

て、是非、もう一度、みんなで中浜さんの文、橘さんの文と合わせて、読

み直そうといわずにいられなかったのです。

(1987.2)
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2021年 3月 囃 虫と材:<会 Jより、冊テ騨実に学んで'Lバ :藩イTさネ、
/AN保菫にも層ι夕られました。昨年3月 !=セくなった力r藤夫子さんの文章と
嘱 青室だより」″ヽら運が出し学習のこ筋童迦ぃたものです.
―達の文章からは、私たち夕がな る共齢 問題議公民柁学習き通じ

を見つめ、津用ととこに話し合いな
"ヾ

ら、自分自身の足で主ち上″ヾつてぃく葬
ゆヾ欺 ました.Iマ%年 、加藤ざんブ鼈鶏奏終了後に書いた史キ:ミはL人
―スの考えが1土会)と つくっているのなら、が、もその―ス:ミ奮りたいo」 と言
かスています。学唇のスクート鵞点1で

｀
このようlミ漆 とのっむグヾりことら

えた加藤さんの昼樺に日を見張り、
/AN民館だ学′Sヾことの意味をこミlミ

層ごよLた。
このように冊子と編集・発行した り湛文書新K会」あ行動 にフ勉うて公
民館保査宣漬動の言暮さを感じ、再び加藤さんとともlL■お寺縦会を与

えてくださったことに応鹿付したいと思いまt

人と共に生き、どんな社沿モつくってぃきたいか。公民館 ケ習がイaT鷲目

縮しイ
=わ
れて0た り`、この愚 学び出 けてきたことです″ヾ 、自己様 5'う。

男号と併せて、F共 !ミ学んでJを 読み菫めていきたいと思います。

F共に学んで』より

R2  はじめに
R3  加 藤女テさんのプロフイール
P4～ 8「 自分自身をつくっていこうJ(1990`3)

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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はじめに

2020年 3月 28日 、加藤文子さんが 5ヵ 月余りの間病の末(亡 くなりまし

た。長くかかわつてきた仲間として、何かできることがあったのではと、復

帰もかなわず逝ってしまった文子さんを思い出しては、文子さんともつと話

をしたかったと、メンバーの誰もが思いました。例会の日には文子さんの席

に花を添えました。

仲間の一人がこう言いました。「お見舞いに行つたとき、文子さんが『公

民館学習と出会えて本当に良かった !』 と言つた時の笑顔が忘れられない。」

それ以後、私たちは文子さんが公民館保育室の学習活動の中で何を良いと思

つていたのか、つかみ取つてきたのは何だつたのかと、保育室だよりの総集

号の中の文子さんの文章を読み返すようになりました。

私たちのグループは公民館学習に出会つた時期はそれぞれですが、総集号

を読んでいくうちに、人とのかかわり方、関係のあり方、社会との関係、歴

史的に物事をとらえていく視点など、文子さんがつかんできた道筋が私たち

のとらえ方と重なつていると見えてきました。仲間とかかわりながら、自分

自身を自立的な人間に高めていこうとする仲間の関係性を、改めて大事な貴

重なことだと思えてきました。日常の中で人権を学ぶ共同学習の場を大事に

したいと改めて思いました。そして、このような学習の内容を子育て期の母

親に用意してくれた公民館の姿勢、問題意識の確かさ、重要性を改めて確認

できました。

私たちは気づいたこと、つかんできたことを自分たちの言葉にして、課題

にして活動を続けてくることができました。そしてそれが自分のものとして

本当に身についたものであるか、仲間の中で検証する作業を繰り返してきま

した。文子さんと一緒にその作業をできなくなったのは残念でなりませんが、

書き残してくれたことに心から感謝して、いつまでも私たちの誇りにしたい

です。そう思って、この小冊子を作りました。

女性史を拓く会 `93

秋本知子

円谷恭子

菊池雅栄   鈴木亮湖
穐原美紗子
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≪ 加藤文子 さんのプロフィール  ≫

1986年  国立市公民館主催事業 女性問題講座「主婦が働 くとき」
第 9期を受講

加藤修君(6ヶ月)公民館保育室に通いだす。
講座修了後、自主グループ「茎」を結成し活動を始める。

1989年  自主グループ「たんぽぽ」と「茎」が合同し、「めい」となる。
(「たんぽぽ」は「主婦が働くとき 第8期 Jから生まれたグループ)

1990年  国立市公民館保育室運営会議の運営委員となる。
『保育室だより』の編集長に。(1992～1994年 )

1993年  国立市公民館主催事業 女性問題講座「歴史」Ⅵ
経 の部)性 と人権を「めい」の全員が受講。
講座修了後、自主グループ「女性史を拓く会 `98」 をあらた

に組織し、活動を続ける。

2004年 第 25期国立市公民館運営審議会の委員に。

2006年 公民館保育室の運営姿勢を変質させる国立市公民館に向き合

うため、公民館保育室に関わつてきた市民と「くにたち公民館

保育室問題連絡会」を結成。

「女性史を拓く会 `93」 もそのメンバーに。
‐ヽ
Ｐ
ｒ
滑「一・卜
一十
一〕:ボIIや許 ・デ

′
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自分自身さっ〈ってぃこぅ

加 藤 文テ

今年の集中学習会の3回 目てい、互ぃのグループの問題 t出
し合いました″ヾ、いくつ秒ヽのグループでは共感″ヾうすく、グ

ルー7・全イ本として、また ′人 /人 の如実費問題として取 り組
めず話し合っていけないボ態があり、私 |て はその様 子が苦 し

そう|(感 げられました。での姿が公民葡 R― か″ヽわりはじあた

項の私めるに重なり、ろうだまっていられなくなりました。

同じなんだ、多ク`れり`なり`糸みんな同じようなポ泥から自分
をとりろどしてきているんだヨと、人でな声で言いたくなり
ました。

公民館 に通 ぃは じめた項の私 に とって、常 識的である こと

つヾ、 とても大切 なことで した。今 思えは'、 ■ やまわ り″`ら教

えこまねた常識 を、自分 の判断 の根拠 になる価値観 ともいこ

んでぃま Lた.だ 秒`ら、私め r判断」 とは「夕か みえ魯がそ
うするだろうこいう方に決めること」でした。そういう「 flJ

断」が無難で問題わミ起 きず、人からも変だと思わねなくてす

む というところに安 lむ感があったのだ と思います。

私は、自己主魚ミ リ、まず
r人
|て迷惑、■かけない こと」 t

大切なこことして育てられました。そして、言ぃ近すことは

(めい)
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r口
答 え」 と秒ヽ「反抗 」 と言われ 、涅属 っぱぃのはな として

はいけない ことと言われ 、私 はいつのま |て つ`「 未直 で愛想 が

よ く、やさ しいテ」 という レッテル を貼 つてもらって 、自分

でもそう思 つていま した。何 かと判断 す_る 場面 でち 、■は我

がテに失敗 させたくなぃ との思い″ヽ ら 、「あなたが判断する

より、人生経 験 の少 しでし多い母親:の 半側鉾の方が た しか」 と

母 がイ・Tで も決 めてくれ ていました。私 し、その方 が失敗ン ↑ヾ

く、自分で判断するということつヾなく生り、自分では「相談

しているJつ もりで、実はf・Uで も人 |て 判断「を求めていよした。
結婚 してからも、イETで も夫と相談 し、大の判断 ま求め、自

分の着る服さえ自分ヽで運バ ないのと、私は趣味が思ぃからと

思いこみ、大 |て 一緒 に買い物 |ミ 有ち てもらっていま した。自

分ヽがよいナァと少 しは思うのでヽす力く、 どうしたらいいの力`わ
か嚇す、人の判断の方がよいよう |こ 思えて、どうすることも

で`きませんで した。冬 りの感傍もうすれ、「度が■つ」こと

がなくな っていました。こん奮じのだろうというだ じでヽはい

ま したが、怒 りを怒 りとも絶|げ らК蛮いなんてお´` しいなと

し思 っていました。

公民疑「の「主婦が働 くとさ 。第 9期」の講座を受け、その
中で、星さん (r私たちの女位問題 学習J資料 No.2参照 )
が自分 のことば

｀
でポ ツリ、ポ ツリと話さふるのを開いて、大奏

荷動 しました。 なんて自分 とちがぅんだろう″ そこには、
イ七の人 とはち″`ラ屋 さんといラ、 /人 の人間が=ぃました。星
さん自身ハィ面値親 を雇iち 、星苺ん自身が半U断「し、動 いている

姿で した。私し自分ヽが放 しい、自分 をヽとりもどしたい 、とい

う気持ち |ミ なったのは、それが最初 でしだ d今、わからない
ことはわからない、考えたこともな″ヽった ことは考 えたこと

しなかった 、と自分め本当の率を知 り、本当の自分 |て たしか

めながら自分自身 をつくってぃこぅ、今″ヽらを、比 |て足つけ
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て歩く一歩一歩 |て しようと……‐.

問 もなく、私 l_~こ ちて最初の集中学習ヘバはじまりました.

その中で、 イいちご会ギ の日村さんりヽら、私たちのとったぁ
る行動について「 rDT故そうしたの ?Jと 問ゎネ 、私 |ま 「化の
人たちがそうすることがいいと判断すると思ったψヽら」と答

えていました。「あなたは どう思ったの ?」 と問われ。「私は

そ不こ″` いいと |よ 思っていなつヽ った」 となぇました。「 f・Tか変
だネJと 言わね 、々 、も r変だナア」と思ぃました.告分が自
分の判断で動いていないらしいと知 ったの|よ 、そめ頃からで
した。イ●Tに動かさスていたのだろう一―‐‐.自分の思ぃこみの

「みたなの思ぅだ`ろう事」lt―動かざ糸ているおかしさ|て 、自
分でもびつくりしました。その後も、凍 ぞなスとの関わりの

中で、次々|て 自分のそ功 見ヾえてきました。
・人とちがうことlミ 不牛を感 じる。
・お判を全人洛否定と思ぃこんでしよう。
・ふだん「ある人はすごいナァ」 と思っている人の言う事
は、正しく聞こえてしまう.

・押 しの強い人|て対 して、反対意見き言っていけない .
・知 らないことをはT・ ″`ヽ しいと思い、 rFEIら ない」と言え
ない。
。人から自分をへだて、つまらない誤解さぇたし″ヽめよぅ
とせす 、゙更に人とへだたりをつくってしまう。
・筋道主てて考えられない。
・主体的に関わつていよい。

・よい評価を得たいと思い、ェ解 を求めてしまう.



143

°現J犬を固定したものととらえ、ぃゃだと思ってち変えて

い 1す ると思 つて いない .

イ果育室 き郭1と した公民嚢努舌動 をつづ
｀
ける うちに 、このよう

な姿 が、自分■ 人 のこのではないと3え るようIFな りました。
私 と同じ.私 ろ同 じだった。 とぃ うことが とても多 いめで'す 。

そスは、私 たちの育 った社会 的 な背景 |て大 きな手 因 があるの

だときえて きま Lた .

私 は、女 は
rさ
″、らわ蟄い方カミよい」 とか「 索直 螢方秒ヾよ

ぃ」 という通合 の中で育 つた し、まず人秒ヽ ら見て かん じのよ

ぃ人 |て な りた いと思 つて いま した .今 でヽ し 、家族 の /人 /人

あ白主 を大切 |=す る方向 |こ で |ま なく、家 を守 り、子 ども 琶育

てることがな のス職 である秒`わよう |て いわねる ことが
~般
的

です .女‐の内面のガ長で人間檻 奮どは軽視 さ維、い″ヽ に夫や

子どうに尽 く しているか を評価 する風潮 が今 曇ヽお根 強く、女

同士でも 、主婦 業をまめ まめ しく して いる人 とよく評価 しあ

つた 1り 、イ責事 を若
1っ てい る人のことを子どもクヾ ク`わ いそう と

ぃう日で見た り、さしさわ りのない世間話だ 1す と近前 の人 と

交わすだ けだ つた リー ー

また、学淡でも、知識 亡つめミむだけの偏 ?た教育t費け
てきました。筋道立てて考えることで、話 し合って自分 の考

えをた L″ に`するようよこと|ま なく、正解か間違い″`のどち

らゆヽ しかなくて、 /人 /人 の個相難 大切 |て するよう螢承育で

はありませんでした.

でラいう社会通合の中で l」I、 そ バ主ィ本的に仲間や社会とグヽ

かわる力″ヾ育つはず
°
がないと吾います。

私たち |よ 、自分の位置や社会の姿をよく見さわめ、せめて

知らない間に、世の中の充れ |こ のつて誤よつた社会齢 のま

んたんで学力偏重教育の片祥難かつぐような行動はしないよ

う、自分 自身 lそ しう″` りた しかめながらt社会の主体着 とし



144

て判断 し、動 いていく力とつけたぃと思います。

社会 に生きる ノ人の人間 としての言動
=求
められてきたこ

め公民館活動 は、自分の「人間らしさ」がい″` |ミ失なわムて

きたわヽき知 り、本当の自分をとりtど したいこぃぅ気持ち |て
かられて自分の人間程rを ィ中間と共にとりもどし、た会 の一員
として 、主ィ本的に判断

‐
し、動く力き育てるケ習といえると思

います .

また 、自分ヽ ■しっψヽ りみつめ、とり
`ど
していくことは、

自分■ 人で`はできないと思います。自分ヽをみつめることは、

自分の判断
‐
のィ士方 をイ劃顔できる仲間の中で=点、殺〕しあぃ 、その

判断の根拠 となる価値視 をより人間らしい賃に高めあ ってぃ

く過燿 だと思ぃます。それは、自分ヽのことこみんなが考えて

くねるということではなくて、みんなが週 本:験としてそのこ

とを自分自身 |て てらしあわせ、r・T亡 大切 |でするからどういう

半U断としたしヽのりヽということき出 しあい、話 し谷う中で'、 価
値統 をた しりヽなもの Iミ していくという、みんな|こ とつてこ .

また自分 をみつめる大功なとりくみ |ミ なつていくのだ と悪い

ます。 しつ″` りと言ヽたみつめ、その自分バ主イ本着と してイ中
間と社会とつヽψヽわ つていけるような力亡、イ申間 と共 |ミ 育てて

いきたいと思います。
(/9夕ο。3・ 3)
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5月 23日 、公保連全体会を公詩館裁鳳室にて行し重した。
全体会でlミ、識

"L"号
ιttE載した′保青室のまど "rt、やっJ「ぃ

い考え」と女桂史奎蔵K′誉が番イテした■民に学んでしについて意見を交

わすこと″ヽら始まりました .
r保育室だより」、そしてその中l弔哉ざれていた イ保育室あまど'1
そこには、公識 の蒸努がくっさりと表ムていた、あ て認鋼を建雄Lご

ことでそのことに気付′さムます。日江市公民館が保青宙違増め導勢

き大きく変えて、そへ歴史も夕寺もの|ミ した今も粋たち市民
"ヾ

公民住の

著りり とヾのよう曇うのだつたか。ネコ釦的:ミ見てとちよう=寺
財ψ あヾる

か、言彙!ミすることつ`人事であり、私たち公隠直の役割なのだと思います.
r共に学んでしが発イテさスたことも、加藤さんのあゆみということを超

えて、く:ミたち公民はの雄 周題学習°年 倍保青宝浩動の意味や価値

を聞うものとLて しつ″ヽりと位置づけていきたいと疼いました。

くにたち公民薇覇黒青室潜勁■務 のテーマとし、女化腸題学響の勁言・
着としても属わり{籠 Lアで<ださった村田島チさんの博士鈴たが『「おとな

の名 の自崎 熙相― 口主市ム

…

問題学看′4礎 活動産中
ドに一』こして刊イ〒さメ相にした.この薇論ボ公保撃 してお諸を何い

たいと思い、押 絵滝衛めことlて いたしました .

村田さんが このようlミ腋 テーマとして とり<み織 けておらKる こと

は、今の回t市公爵館の状九と考えると本当に貴重夕ことです.

今回このような人事な学習の繊会″ヾつくえてうれしく思います.

学習会 :rbとなの玄Jの 営こ激書熙相、

8月 8日 CE)1:0●～4100 公離 1当た室
お諸 村 田品 子さん

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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「おとなの女」の自己教育思想

一国立市公民館女性問題学習・保育室活動を中心に一

第 1部 女性問題学習実践研究の問題構成

第 1章 社会教育実践分析研究と学習過程研究課題
第 2章 女性問題学習実践の研究視

`点
と方法

第 2部 国立市公民館女性問題学習 0保育室活動の実践研究
第1章  「おとなの女」と学習を考える視点―『子どもからの自

立 おとなの女が学ぶということ』(1976年 )
第2章   「おとなの女」の学びという問い一『主婦とおんな 国

立市公民館市民大学セミナーの記録』(1978年 )

第3章  公民館保育室活動と学習の組織化
―『子どもをあずける 自分を育てながら子どもを育て
るために』 (1979年 )

第4章  女性問題の克服と「保育室だより」の学び方
一『子どもを育て自分を育てる 国立市公民館「保育室
だより」の実践』 (1985年 )

第5章  学習を組織する社会教育職員の専門性
一女性問題学習における社会教育職員の実践を通して

第6章  「おとなの女」の自己教育思想
―「私たちの女性問題学習」における共同の省察―『間

題提起 公民館活動としての女性問題学習のあり方に
ついて』・『実践記録集 国立市公民館における女性問題
学習』(1998年 )

第7章  公共性を問う女性問題学習 一「学習としての託児―く
にたち公民館保育室活動」(2013年 )。『学習としての託

児一 くにたち公民館保育室活動』(2014年 )
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8月に対日晶テさんのF『卜となの女Jの 自己教育3檬Jを受け及り、
村田さん|こお誌としてぃただこうと会婢綸だ予定してし嘘したりヾ、射■
コロナ膚栄のガだ況ιごょり」咆購看剣 義な<されました。
会の進期は残合ですが、本をぃかりと読み材 ある時間がぞき
たととらえかおしてぃきたぃと思います。
さらしミねたちは公イ泉象 して、こぁ本とどう護スだぃくつヽ、その視
点、を雇[″、こしたいと思ぃます。

村田さんの本では、団 坤 公民備が刻 住問題 克服:を大前慕Lと し
て然時館保酸 奮運営し、物 方法を編島出し、市民がその学び

。

セ自らのしのとして高めあっていく運溺レが月彰じ者の担点きじつて表[さ
れています。

私たちは政めて、日立市公詢瞳が何を変え、イ藁 :黎くして現在に
奎ってぃるか、そ権 的な意味き市民としてつかんでぃきたぃと
思いました.影止ちが「<にたち/4t爵館イ黒誉営問題遭ゃ

“

、を主ち
上lダ、膚れ 縦ヽ けr_― ,公民資翼tどう坊 べき″、 そのことをさらに屈Eりヽ

ほ117げ
おと壺猜 の自己蒻曝駅詢息』機 んでぃきたぃと

学習会 :Ъとむの・女」の自己教育喜相、

12月 5日 (日 )I:30～ 3130公民疑ン自汽座室
お語  村 田 晶 テ さん

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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『「おとなの女」の自己教育思想』を読む①

市民的公共性の獲得

―女性問題の克服と「保育室だより」の学び方 (第Ⅱ部第 4章 )

手塚倫子

村田さんの『「おとなの女」の自己教育思想』が出版され、私たちの手

元にも届きました。国立市公民館が「女性問題学習」0「学習としての託児」

を放棄し、その資料の存在も危ぶまれ、「公民館保育室活動」の歴史も無

きものにされている現実のなか、何より貴重で重みのある一冊として感謝

とともに受けとめました。

なかなか読破することはできないのですが、私がまず読みすすめたのは、

第Ⅱ部、第 4章 「女性問題の克服と『保育室だより』の学び方」です。

村田さんの本を読みながら、私たちが「保育室だより」を通して学んだ

ことは何かあらためて見つめ直しています。

まず、「保育室だより」に文章を書くということ。主婦になって、子ど

もを育てる中で、家事や育児が自分のすべてになり、物事を筋道立てて考

えるとか、文章にするということは生活の中にありませんでした。講座や

「保育室運営会議」に出席して、「書くこと」に取り組むわけですが、何

を書くのか、何が大事だつたのかを考えることが難しかつたことを思い出

します。また生活の中に自分自身の時間をつくりだすことがいかに大変か

ということを思い知らされました。

その文章も自分ひとりで完結するのではなく、グループの仲間と読み合

い、「保育室だより」に掲載されれば、グループを超えて公民館保育室活

動に関わる人たちにも伝えられ、読まれていきます。「保育室運営会議」

でも、様々なグループの人たちから、受けとめられ読み取つたことが伝え
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られ、文章を書いた本人も驚くような深い内容で受けとめられていき、他

のグループの活動へも影響していく、そういうことを通して、「学習にな

る」とはこういうことだとつかんでいきました。

またその学習を通じて、人との関わり方、仲間や保育室活動の中への自

分の関わり方が変わつていきました。人の話をただ聴くだけではなく、自

分も関わつて学習がつくられていく、深められていく、そんな体験を通し

て、自分の存在を大事にしよう、活動の中に自分をちゃんと位置づけてい

こうと思うようになり、母や妻としての自分だけではなく社会に生きる一

人としての自分の存在を認識していきました。

村田さんは、『子どもを育て、自分を育てる』に記されたくにたち公民

館保育室活動の実践を

それま彩 亭 駒 明 斜 鉢 ク老「ク、新たな共同学ン ブ ル ν を描き

組織ナろ夕で励髪勁た本書′ま、コミュニティの観解2その申での一
スひとクの成長、グループの成長、修

"タ
コミュニティノの質酌慶

″わ れ 、R‐6の省察を重ね o結ク上ゲた学Fの統続なの申4″ ε

られた 雛 ″ 脅 罐 紗 置かれる秘こ規定された′
『
考の枠組みをとらえ

返ιζ ス″としての成長だ相オ ιクし思考のな務みを′ら菱存して展開

させつ ぐヽ学習記録となってクヽろノ(p264)

と意味づけられています。

また、『子どもを育て、自分を育てる』からは

ノ%簿 室だまクノだ書ぐということなん察言室だよクノのお容を作ク、
その /賓ンを具体的につくつつ ぐヽことで九 書かれたもの′まみんなの

学習材料として生かされ、学どを積み重力、発だナナめつ く役割を栗

たιていきま九 そんなさま″増 夕 らの′の訪で′請的 |こ展開されて

クヽくので、″ /_― ら″ ′まぐノことを通 ιて′分 /_‐ らの学習|まβ分たちで

つくク″ιつ ぐヽるのたを ク`ラことをきわめて生な形 で体得 ιていき

ますⅣ (p307)

と引用されています。

「保育室だより」に「書く」ということが、個人の学習にとどまらず、
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みんなにとつて価値あるものになるように、もつと広げて考えれば、公民

館という社会教育機関の学びの「質」を高めていく事につながっていきま

した。

(受益的利用者)から 〈形成主体〉へ、「市民になる」「社会人になる」
と表されている内容は、日々の活動の中で体験的に実践的に行われていつ

た、それは、私の実感でもあります。

「保育室だより」を通した学習は、個々人の「書く」ということを超え

て保育室活動・公民館学習の質を高めることにつながる学びでした。「保

育室運営会議」を軸にした活動では、常にそのことが重視されていました。

村田さんの「市民的公共性」という言葉はその意味を言い表していると思

いました。

それは私たち「くにたち公民館保育室問題連絡会」の成り立ちにもつな

がることだと思います。

公民館保育室活動の価値を証言していこうとする取り組みの中で「(価

値を)伝えていくことは学んできた自分たちの責任」という仲間の言葉が

ありました。公民館保育室はどうあったらよいか、社会教育機関としての

公民館はどうあるべきか、市民として向き合ってきたのが私たちの活動で

す。その根底にあるのは市民的公共性であり、「保育室運営会議」「保育室

だより」の学びを通して体得してきた感性、関係性、力なのだと思います。

村田さんの言葉では、様々な角度から歴史的に客観的にそのことが表さ

れていて、私たちの活動の意味をより確かにつかめた、そんな思いを強く

しています。

2021.9.28
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『「おとなの女」の自己教育思想』を読む②

「自己教育の研究は、研究者自身のあり方が問われる」

― 「序論」から

野上美保子

私たちくにたち公民館女性問題学習・保育室活動で学んできた市民は、

仲間とともに学ぶ中で、主婦として、母として当然とされてきた生き方を

大きく見直し、家庭の中だけの存在から、新たに “社会の一員"と しての

第一歩を踏み出しました。多くの仲間がその学習体験を「学校教育では経

験したことのない」とか「意識の根底から揺さぶられるような」学習と表

現してきました。

そんな、子育て期の女性にとつてかけがえのない学習が 2006年に当の

くにたち公民館によつてなくされてから、くにたち公民館保育室問題連絡

会を結成して公民館の女性問題学習・保育室活動、ひいては公民館は、公

民館の学習はどうあるべきか、市民の位置から考え続けてきました。

この度村田さんが『「おとなの女」の自己教育思想』を出されて、研究

者の位置からどのようにくにたち公民館女性問題学習・保育室活動を提え

られたか、大きな期待をもつて読み始めています。

序論では村田さんのこの論文に取り組む姿勢の誠実さに心を動かされ

ました。

村田さんは「自己教育は、言うまでもなく、社会教育、成人の教育のあ

り方を問う文脈において鍵概念であり、筆者にとつて社会教育学の中心課

題である。」(p12)と した上で

増 醗舞ン 舞勧 %辟 :`死究者は冴究者′身のあク方 ζこれ|ま研究者
駒″増 Ξ教敦 %∂ ″`本質的な矢元 で問われてぐるのである。笏
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オ″、ある高みだ立つて、 ろろうろの′Ξ教歳 躾 霧 や論理を解釈 ι、
記述することで満足ナ勧場に なクヽ″竣 くなる。尻後物 タラ笏どづゲ、

意味付与などを″クヽ返六 冴究方満論としての′己分析カミ 研究対象 で

ある′晨舞 わ 郵駐 行 の関係性の申つ あ られてぐるのである。

鬼 め ら、′Ξ教芦の研究ヤま、学習者相互の主俸的な房家D展開 と′
Ξの獲得のノ

°
″をスをとらえることと同時だ、屍 篠 循 麦 学習者、グ

究者′身のコミュニティの 動 銘絶えず間クヽ返ιな″ゞらグタを展開さ

せるこル =必須であるとクヽラことである。ノ●I兵′ゴ″

と書かれています。

くにたち公民館の女性問題学習では、それぞれの専門分野で信頼できる

講師に来てもらつて充実した学習が行われてきました。造詣深い講師によ

る講義は私たちの学習に大きな力となってきましたが、講師の方を“先生"

と呼ばずに “○○さん"と呼んだことに表れているように、一方的な “う

けたまわり"学習になるのではなく、あくまでも市民の主体的な学習にな

るように講座が設定されてきました。それは本当に大切なことだったと思

います。

社会教育の専門職を育てる立場でもある村田さんが、自ら上記のように

自己教育を研究するときのあり方を述べられていることに尊敬の念を抱

き、希望や期待をもつて読みました。

今はごく一部に着目しているに過ぎませんが、これから読み進めていく

のが楽しみです。

2021。 10
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りおと曇のち の自己教育目相・』をく|こたち中央図き備 にリクェスト
・

しました。国主市公日館が安稚問題学習′公日館保育室活動牢 史

青無きものlh~している今、この本を国主市の日き棺 :こ 置くべきだと考

えた″`らです.

この本 |ま今、くにたち中央図書館 では「地域資料Jに分類されて

います。薙戌資料室は3潜 |こあり、日立市に関する歴史1働針ィデ政

資料などが半永久的 |ご俸 ざ棲てぃるとのこと.覧おこなσ女」の會こ教
都辞鈷 も

r国主市公民館撃 問題夕習・イ果1罷お舌動産中だにJ言

かねていることから地域 資料電に置かκろそうです.l膚の書架
め塚 た。女瀾レガ人問題」隼に置わ`褐 ことlよ曇<(く |ミたち`挟図

音館の書架の表示には「女椎問題 Jのが級 |キタい)、『「おとよら名

の自己教育思尽 』が 嘩 71や社会教育lミ関ιじウ坊る市民の目に絋

継 こと|よ きわめて少夕いでしょう。

リクエストしてみて初めて回古薇あ分類のあり方、問題滝誠 に大

き生疑間を抱<こ とになりまし卜.図書館へのタンさ″Ч方ご考えていき
たぃと熙います.

学習会  「おとなの女」の自己教育 5得
12月
'日
(日):じ0～ 3ご 30公日麿講産室

お講  村 田 晶 子さん

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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『「おとなの女」の自己教育思想』を読む③

保育室だより総集号の目次は「思想の歴史」

一公共性を問う女性問題学習 (第Ⅱ部第 7章 )

山本秀子

村田さんは、第 7章「公共性を問う女性問題学習」で、「学習としての

託児」に掲載されている「保育室だより総集号『私たちの公民館保育室』

(1～30)の全目次」や「記録・主張」について

,ス ひとクのスの認勝つ屈″や成渠″ミス〃や子どうやお となや女の

スや社会のと歩夕を いうのが新 ιぐ″鍔骸 られつ く、そのことを

,スひとク″ 力 %診 言葉 で文章イヒιていること、その積み重ねの申
で共″D文章ヽ多 力 てクヽろことみ 場 なる′旅やこと′ゴの羅列で″
なく、′思想勿 数 として読みたいとノg夕 のでナ,そのことを抜 き観 ズ

だ/i髭躾霧 というのはなクヽとノgぅ ので九 これにけの市民力`ル 鯵 看

葉構 翡 %ル ラヽことは、性界申見どιてもあるのだろ夕″ヽとさえ
ぷク曖 九 質と量両方拗 数 でクヽる学醤の歴史″ゞごみ 耀 詮 体の証言と

なっていると′
『

クヽま九

まき言葉ル ラヽのは、歴史を超えていぐ言葉がつをぎだされていると

ノgいま九 r事略)当事者ナベでだ癸ってクヽるわゲα 稼 クヽゲれと 言
夕 0こ訪んで知っつ るヽスとクヽラのがクヽつぱクヽクヽらιζ 読み膠かれて

力 勒 れ ていく。次の″ただろ″えられる財産力ゞごういラ形であつく

渠ぐ″ ぐ支え&あ てクヽるのではなクヽでιまラ″ち訪男責任をごラクヽラ
形で栗たιたク、′分の認識を変えつ ぐヽ手″ツ クヽをもつたらのを言語

化してそれを確″繊 るのだιていったクと、 くだたちで展開&り罰化
″ヽ 約 無 診 形 に 表れ ていると′gいまιた。 仁

“

～″〃
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と述べられています。

私も総集号の全目次を見ながら、その途中からカッティングで関わつて

きた日々を思い起こしていました。しかし、書き手一人ひとりが生まれ変

わつていつた大切な記録と思つても、「思想の歴史」という意味づけ・価

値は思い浮かびませんでした。

改めて、その日で見返してみました。

カッティングをする私は、一人ひとりのできたての文章を手に、かつて

は消しゴムの跡にその奮闘を感じながら、一字―字刻んでいきました。疑

間に始まり、それはどうしてか、それを確かめるためにどういうことをし

て運営会議に臨み、話し合いの中で何がつかめたのか、自分の見方がどう

変わつたのかがはつきりわかる文章です。こういう思考のプロセスを辿り、

自分の姿が性差別からの歪みと結びつき、自分の言葉で書くことでこれま

での認識が大きく転換していきます。暮らしや行動を決めていく基本的な

考え方が確かになつていきます。

「保育室だより」に載つた文は皆に読まれ、運営会議で伝え合い、さら

に深い読み取りが共有されていきます。集中学習会でも共同で吟味され、

問題がくつきりと見えていく様子、お互いの関係が変化していく様子に、

カッティングしながらワクワクし、一緒に体験している気持ちでした。関

わり合い一緒に育っていこうとする共同学習の中で、論理的な判断の目を

くぐつて、体系的にまとまった意識内容になつていきます。

それまでの学習の積み重ねの中から、民主主義 。公共性に裏打ちされた

納得の行く社会像 (誰もがいつのときも社会とつながりながら自分らしく

生きられる社会)を共有していきました。

そのことを「問題提起 公民館活動としての女性問題学習のあり方につ

いて」 (1993年国立市公民館女性問題講座 「私たちの女性問題学習」実行

委員会)と いう形で表しました。
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また 2006年当時の国立市公民館の変質に対しては、「保育室のつどい

2007く にたち公民館保育室の灯を絶やすな !」 などに代表される私たちの

見解を表明してきました。

そして、今も、私たちののぞむ社会を実現するのは私たち一人ひとりだ

という思いで、日常を見つめ、問題をとらえ、人との関係が豊かになるよ

う、できることを続けています。

こうして見てくると、一人ひとりが生まれ変わっていった大事な記録は

「思想の歴史」そのものと共感できます。

一人のひとの文 (例えば「女性史を拓く会 `93」 が編集した加藤文子さ

んの文の数々)を見ても、30年分の総集号の文章を見ても、私たちの思想

の歴史です。

くにたちの女性問題学習・保育室活動は、私たちがひとりよがりでなく

練り合つて、生きる根幹の考えを自分の言葉でつかみとる学習であり、今

一緒に生きている者同志、未来に向かつて歴史を前に進めていくための思

想をもつ学習だつたと、改めてその貴重さを思います。

村田さんも言われている “次世代に伝えられる財産"である記録を、い

ろいろな形で伝え、生かしていきたいと思います。

2021.11.30
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2022

12月 5日 、学習会「 Pおとな名 の自己
j教育熙得」をイテぃました .

村田さんは、「女佳差71」 ■克服する主体を育て
`多
ラこととだムじ″ヾ

その生を尊菫さねて生きウネる社会を剣ることをめざして、新たな社会

の佃他担を夕l出 するためのサ者のあlJAを明らかにすることハをこの

本め目的とし、「そねは日立市公民は 周題学習。公爵館翡晴室

清功の問臨 と共通のものであり、この実成を申じ|ミ問いたいと考

えた」と当日のレム メのヨ頭:ミきかれています。この言繁|ミι深

くうなすき、本の位置づt`すが 1よフきりしました .

村田さんのおきは、日崎訟副陸畔製種璃署・公副削謹注着

勧の大きな特徴 マイ面値が明確に伝わつてくるものでした。そスは、

・女イ1寧冽Jの問題をん格形成の問題と捉た、社会政れ咸闘
である公民稽均実成とば『・真正面から軍りこんだこと.

・ケ習自己して「おとなの女」であるということに自分自身を相嘔
ブけ、れ4卜を夕1る主イ本として育フサ

…
する「自己邪尋L

をこあてきたこと.

°
市民とぶ反の相互関係の中で学習がぶ絡ドれていること.

0で 積ヽ み亡れをもとに、市民とな それぞ紙のイ女置から

公民魔錯円罪令・公民酬 買論を職き出してぃったこと.

・学習のか として峡同できく」という方法を合み出したこと.

彗々 でした。

くに た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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また、その実際 記したくにたり公民健ィ呆苛室の膨大螢記録 lt世界

的1駿釘諏貪むラのということや、その資料を行移してい力なけ納 摯ら,
いということも議さ基、国主市公民館でも塀晴営活動や女小生嘱鷹 |ミ闘

ゎろ酬 がどうなっていくのかとし)郷 的犯状況tスリ、図書健への
樹きがしアなど私たヽ 戸り{餞んでいきたいと澪いました。

また、今回のお諸り`らは、村田さんの胴究者として多姿勢を強く届

ビること″ヾできました。号ら「銘暉.の間題に切り込んだくにおち公民

繊晴宅竃活動、そして、市酔 咲 同学習ュ囃堂動を生職 じ晨胴 した

学習1よ蒲 夕ものぞ、そのことそ厨宛渚たしてどう」鷹え表していく″ヽ ど

のよう|ミイスた。残 していく″`。 この小を出反 したことこ相 さんの率
場電表すものだと熙いました。

参加した村田ゼミめ吉ざ‐ らヽは。それぞスのイ士事ゃ活動の中で'

くにr_―ち公民館保育室の実践を基盤にしている棘テが請されまし

た。「 く|こたちの管ざんが
〆伝え合い″ということを人事にさス

ていて、自分じラ村田先生|ご蒔勤糸 r‐
‐種をどぅ藩芽させ育てていく

.めψヾ課題だ“
という言葉に励まさム、希首産薦ビることができま

した 。
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く当日働こ市のレジュメ>

｀
「おとなの女」の自己教育思想

村田晶子 (早稲田大学)

はじめに

。本書の目的 女性差別を克服する主体を育て合うこととだれもがその生を尊重されて生き

られる社会を創ることをめざして、新たな社会の価値観を創出するための学習のあり方を明

らかにすること。それは、国立市公民館女性問題学習
。公民館保育室の問題意識と共通のもの

であり、この実践を中心に問いたいと考えた。

,研究者としてのかかわり方として考え続けたこと  この学習実践がより高みをめざしてい

るのであり、それに役立つにはどのようなかかわり方をしなければならないか。

・ 刊行の理由 現代社会への危機感 女性の人権、子どもの朧

。この学習活動との出会い 偶然と必然、選距

r修士論文で丸岡秀子さんの思想形成に取り組み、社会教育研究として「自己関割につ
1

|いて共同研究で取 り組んでいた。

|・ 86年 赫 麟 リーダー研修において、藤村払 伊藤さんとの出会い、国十市

:公民館における女性問題学習
。公民館保育室活動に出会う。

(肺 月
との出会い 研究者としても住民としても

第 1部 研究上の関心 問題意識

・
-1の 克服

に取り組む社会教育実践

・公民館における社会教育実践
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。「自己教育」「省察」を支える記録を書く社会教育実践 :膨大に書かれた識 その重要性

は世界的に重要.

・社会教育制 としての課題 近代日本思想史 。女性解放思想史上での評価との相連

・偶然の出会いで始まった研究。1椰風収奪はもってのほかだ力ヽ 心構えではなく方法が重要。

第Ⅱ部

。女性差別と人格形成の相関の身を切る発見

。人格を育て、民主主義社会の形成 差別を克服する主体形成のための学習の基本としての

共同学習、組織学習

。公民館保育室活動の本質としての「学習としての調

。学習としての記録=「共同で書く」行為の価値

。市民と聯員が描く、学習論としての公民館融員の専門性論

。「おとなの女」の自己教育思想

自称として選びとられた「おとなの女」 母や妻ではなく

社会を創る責仔辛体としての自分たちの学び

決して個人個人バラバラではなく、共同で学習する責任主体としての学び=「自己教育」

刊行を終えて

。磁聰翅 まだまだ宝が埋もれているが読み取られていない。

・貴重な資料の保存 散逸を防ぐために国立市公民館図書館での保存と国立国会図書館への寄

贈の検討
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昨年12月に′〒つた学習会「『お
と督獨 の自己教育3櫓 Jでは、

村目さんのぜミめ`らも3名の方が参カロざK、 ともにうSく脚 」ヾ持て
ました。

参
"口

された曹 ん゙がらは.く にたち公師 育営浩効め毒味や
4面にが、ゴ自均ψ刈士事や活動につ営がつて急づもヽていることが譴さ
れ、嬉 K、 S強く、わめておヽ しヽたとはSえない疑血応さえじ
慮じました。

今回lよ、その中のお■人矢内琴江さんが丈幸を与せてくださぃ

ました。文面から|よ 、矢内ざんが村田さんとの関係の中で、自分
自身、月りとの関係菫見つめ、考え続り、女跛してきたことがよ
くイスわつてきます。

.私たちが公保達の活動でき繁にし蔭けてきたこと、人事だと認
つてし弩ことは善五的曇ことで、花の場,で も`共有できると思つてしヽ
夕,れど、外の人たうとの間係で農|じ とろ胸 よなる奪かありませ
使 した。学習会での発言ゃ今回寄せていただいた黄幸でヽ |よ 、

ちマんとつ曇″ミつてヽ`りることと滉剛言することつヾできました。大事
l‐
‐
読み合っていきたいと3います。

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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『「おとなの女」の自己教育思想』を読む④

(伝え合い)の循環の中で

矢内琴江

はじめまして。今、長崎大学ダイバーシティ推進センターで働いている、矢内

琴江 (やうちことえ)です。まず、私と村田晶子先生の関係の始まりについて紹介

します。

私は、2004年に早稲田大学第二文学部社会・人間系専修に入学しました。

大学では、ジェンダー、セクシュアリティの勉強をしたいと考えていたので、入学

前から、村田先生の授業をとることを決めていました。それで、結局、大学 1年の

最初の授業から、卒論まで村田先生に見てもらいました。しかし、修士課程はフ

ランス文学に進みました。博士課程に進もうと考えた時、村田研究室に入りまし

た。性をめぐる不均衡な権力の関係を組み替えていく学習のあり方やそのため

の実践的な研究のあり方を考えたい、女性たちの知の創造の営みを支えたいと

考えたからです。その後、2018年に、村田研究室で博士号を取得しました。私

の博士論文の研究は、フェミニズムを軸にした実践コミュニティが生成。展開して

いく際の、学習の構造を明らかにすることによつて、性差別的な関係を組み替え

ていく知の生成のあり方を明らかにしようというものでした。カナダ・ケベック州に

ある、フェミニズム・アート・ギャラリーと、民衆教育の実践者たちの学習グループ

が、40年にわたり書いてきた実践の記録を分析しました。

実は、私の実家は国立市にあります。中学生の頃は、公民館に友達と宿題を

しに来ていました。大学に入り、ジェンダーを学ぶ中で、くにたち公民館や伊藤

雅子さんの本に出会いました。留学先や、卒論、修論、博論を書くときなどに、

自分が何をどう考えたいのかを悩むと、伊藤雅子さんの本や、くにたち公民館の
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女性問題学習の本を開き、自分の問題意識、視点、方向性などを確認していま

した。大学の教員になつてから、学生たちとともに、『主婦とおんな』『子どもをあ

ずける』『子どもを育て自分を育てる』を読んできました。くにたちの皆さんの記録

は、何度もお互いに読み合いながら書き重ねているからだと思いますが、一人

ではなく、誰かと読みたくなります。誰かと一緒に読んで、自分がどう変わつてい

くか、私たちがどんなふうに育っていくのか、それに出会いたいと思うのです。

さて、今回、『「おとなの女」の自己教育思想』を読みながら、私と村田先生と

のこれまでの関係を思い返しました。この本を読んでいる時に、これは先生も言

つていた言葉だなと思うことがあったり、この本の中の言葉が先生と私のやりとり

との場面を思い起こさせたりすることが、何度もありました。そのうちのいくつかを

紹介します。

αり多く権禾Jを奪われ、霧 、若 、主婦とクヽラ//ヽさな囲クの 牲 全

ス″、全人生を押 ιこめられし ろヽ″たち。互い|こ隔 で今クヽ、孤立ι

で暮らιつ わヽ″たら。′分とクヽラものを持つ力さえる勧 れてクヽろ″

たち。務たらな ′分たちの 霧 ´ 不絆 、不然 、豹窃導 だ

お″行 、夕 0滲 れ辱階 ιて生きる道をせ
`ゴ

められてきた

^をル 、夕ったので九 それなのだ、√≠せだ、恵まれているノとスだ言わ

れ、′分でもそクgク ツんでクたこと劉発を、ぼんとなくやιぐなクま

九

解りそι(島 彬秋 雄 書されつ るヽことう力あブヽ グ書されたま
まの輝物 Vどうとクヽラス間を芦てようとιつ ろヽあぶなさを、6ラ ー度
身だιみα翻鈍られれた。′分のス権カミ見えてクヽなクヽ者に、とラι

で子ら のスをやス″を尊重ブることができるでは 免 今だι
`gぇ

ば ′分たらぶ感じては あ の慮吉ιさや物 ′ま、開ざされた環境

の申Cgわ%ゲ ■慰つたオ鳴のようならの生た のだと思ク曖九
赫 ιまれなか夕 ,は、をレ纏 鹿筋 切 だつたとさえノ思われま九
(24θ -24ノ Jロリ
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この引用部分を読むと、私が経験した性差別を村田先生に語つた時に、先生

が「くやしいね」と言つてくれた場面や、そうした経験に対して私自身は自分の疑

問や不安について「私が間違つているんじゃないか」としか言えなくなつている時

に、先生が「あなたがおかしいのではない。何も間違っていない」ということを何

度も伝えてくれた場面を思い起こします。研究活動や、研究者として出会った困

難、さらに生活の中で経験したことも聞いてもらい、そうした言葉を伝えてくれる

中で、人権が奪われている状況とは一体どのような状況なのか、私なりに明らか

にしていくことを支えてもらってきていました。

また、繰り返し問いかけてもらったのは、「何によってわかったのか ?」「どのよう

にしてわかつたのか ?」という言葉です。特に印象深く残つているのは、毎週が

ケンカのような議論をしていた第二文学部の時のゼミで、話し合いがもつれそう

になると、何度も「「何によつて」が大事だ」と私たちの思考の道筋を確認する言

葉を投げかけてくれました。その時のことを鮮やかに思い出したのが、以下の文

章です。

国立市公民館での″ 解 yのが でヽは、議tこ′分たちこ耀診

あり方をみつめな″ち、どのようだ学習力増 分た売 育 塚 %廷 でカ
位 わ たかを折ある夕だ装 ι点虔ιで共通確認ナることをしてきた。

た受 ば ノし死 ″ 学かったノと伝えるはけでなく、高ヽこよつてそれ″ゞ

わかったか、ル 笏 だιでわかつていつたかの装 道筋をみんな

の初 でヽ′ら″ら″ヽだιてクヽぐ2を重んじてきた。そのことを通ιζ
ル 〃 燿 物 %か 、物 桁 ″ %とき′分が変われたか、変わるか
が見えつ 《ヽ だんだんだ変わつてきた」√′然|こ変わってクヽったノと

ぷっa琥´″ミ事実|こ員
「
ιてその道筋を`点検ιてクヽぐことで互いの

勝 D変{ヒと問題のと受 ″ 歿 %物 相関関係、質的転換笏 ″
それを支える働ク″ や主体的なとクぐみのシ笏嗜 a膨数 っ 、ぐ
のた 夕死 とだよつて学習のあり加 綾ク′党4ヒされ、学醤方法力判

出され、意識的tこ用クヽられ、共有され、物 れ てきたZ離と″場乙

″″√ワ
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「「何によつて」が大事だ」という言葉は、第二文学部を卒業した後も、私の頭の

中にとどまり続けていました。学部を卒業した後の私は、フランス文学の修士課

程に進むのですが、この間にケベックヘの留学、東日本大震災を経験します。

そして、博士課程は、村田先生の研究室に進むことになります。性差別をなくし

ていくための知は、テクストの中にあるのではなく、女性たちの実践の中にあるか

らだと考えたからです。さらに言うと、どのような学びによつて、女性たちの力がよ

り豊かに発揮されるのか、それを女性たちの実践に学びながら探究したかつた

からです。

博士課程に入つてすぐの頃、他の院生たちと、人の成長や変化について話し

合つていた時に、私たちは、「人はだんだんに変わつていく」と話していました。

すると、先生が「人が変わる時に、だんだんに変わるつていうことはない。何かを

つかんだ時、その瞬間というのは見ていてすぐに分かる。全然ちがう。」と言いま

した。その後、先生は、くにたち公民館で出会つた光景を話してくれました。しか

し、その時の私は今いちピンときませんでした。

それから、1、 2年が経ち、ゼミの中で、藤村美津さんと伊藤雅子さんの『育児

力』を読んでいた時、先生が、「矢内さん、読み方が前と全然変わつたね。関係

性というところに注目して読むようになつたね。やっぱり福島でのラウンドテーブ

ルで色んな経験をしてきたからかしら」と言いました。自分でも、読んでいて、前

と何か違う手ごたえを感じていたけども、先生がその変化を捉えて伝え返してく

れることで、自分の姿を確かめることができました。

私は、村田先生からたくさんの種を蒔いてもらつてきたと感じています。そして、

その種は、今回の本を読んで、くにたち公民館の女性たちの豊かな学びから来

ていたことが、はつきりとわかりました。「伝え合い」は、くにたちの学習においてと

ても大事にされてきたことですが、私自身も、この「伝え合い」の循環の中にいた

のだと感じました。だからこそ、私自身の今の仕事の中で、この伝え合いの循環

にいる者として果たすべき重要な責務があると考えました。

まず、社会教育学の研究者としての責務です。村田先生のこの本を、大槻宏

樹先生が「社会教育の山から社会教育学の山へと確実に動いた」と評していま
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す。最初、ここを読んだときに、私は、「女性問題学習が出発点となって、学とし

ての転換がなされたことは、社会教育学研究にとつて幸福なことだ」と考えました。

なぜなら、多くの学問研究が、男性中心主義を基盤としているからです。

しかし、もう一度自分のその直観を見つめ直したときに、それは間違いだと思

いました。改めて、この本をはじめから紐解いたときに、この転換は、女性問題学

習からしか、なされなかったのだということに気が付きました。社会教育学研究の

これまでの研究の視点、方法、内容、基盤となる学習観、教育観、社会観、女性

観や人間観、これら全てを問い直し、記録が表現するコミュニケーションの厚み

から、新たに倉Jり出していつた。だからこそ、「学」としての転換を果たし得たのだ

と考え直しました。種をまいてもらった一人の研究者として、私自身の研究を通

して、社会教育学の展開を支えていきたいと考えています。

次に、今の私の仕事における責務です。私は、長崎大学ダイバーシティ推進

センターでコーディネーターであり、研究者として働いています。学内の「ダイバ

ーシティ推進」「女性活躍」「女性研究者支援」などを担つている組織です。仕事

としては、組織に向かつての仕事になります。また、教職員の研修も行つており、

ダイバーシティ推進を促すための意識改革を支えることも任務です。そのため、

大学の中の成人教育施設だと私は考えています。しかし、ともすると、日標に掲

げている学内の女性研究者の数の増加がゴールになつてしまいそうです。セン

ターが、大学が、本当にめざすべきことは何か?この問いを、実践の中心に据え

て事業に取り組まないといけないと思います。そのための学ぶ力を鍛え続けなけ

ればいけないと思つています。

2021年 12月 5日 の学習会で、山本秀子さんが、くにたちの学習について、
「事実をつかんで、そして問題とは何かという学習を私たちはしてきた」、そして

その営みは「思想の歴史」であり、その中に「闘い続ける武器を見つける」ことが

できると発言していました。

私は、これからも、くにたちの記録を読みながら、また、仕事の中で「何によっ

て」「どのようにして」というポイントを確かめて、実践の道筋を辿りながら、性差別

の状況を明らかにし、その状況を打開していく力を、職場の皆さんとともにつけ

ていくような仕事をしたいと思います。このように、どの人も、ひとりひとりの力を大
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事にし合える大学をつくつていくことを通して、今の日本の社会を変えていくこと

に関わり続けたいと考えています。

最後に、「それは、伝えた方がいい。」この言葉は、これまでにも何度も村田先

生から伝えてもらった言葉です。この言葉からは、人の可能性を信頼し続けるこ

との大切さを教えも らいました。また、ある時は、どんな苦境の中でも、私という

一人の人間としての尊厳を守り抜くための言葉でした。「伝え合いの循環」の中

に、引き込んでもらい、その中で育み支えてもらつた一人の人間として、私もこの

循環を大事にしていきたいです。
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今回は,“ Frおとなら女」の自己′教育3相、』き議じ0"と Lて 、
石田百合さんに文章を各せていただきました .

万口さんは、未来社の議員着としてく|ミたち公民棺保青負活動

から生み出された多くの書籍lミか″`わつてこられ、村田さんの今

回の本づ<り !ミ ι療<″ ″`ヽわつてこられました。

そのような立場の石田さんの診み方をお川゛したいと丸幸をお

頼みしました。

ぅo年来。日立市公民鷲;の女准問題学黎 保育蛍活動 にフ`″`わつ

てごらKた石口さんです″ヾ 、村
°日さんの本音イ乍ろ中ざ また新たに

鷹工ることがあつたと r六起会めの実蕨 をあげてきわムて ヽヽます。

層日さんのだ構勁 す`ゴいと喜うととこに 、私 たち
=席
Lり まく不風潔い

問題があり、・安雅問題知 は終わりのない学びなのだと難く思い

ました。

共に自分たちや 自分たりが日かスている梓会の間駆l趣 見つめる

4中間がいてヽ学び織ける間ィ子が 日常 |ごある。承たちは 、
74・民住

ぃう1脇点″ヾ曇くなっても そのつなつヾりを大車 |こ学び僣Lけています。

赦えられる学習 ではなく。自づ獄 Lちの中から、そして共同の周係 か

ら生み出す学びのイ西値を波めて見つめ直す

“

薯があると万口 ん゙の

文章を龍みか″ヾら鳥いまLた 。

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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『「おとなの女」の自己教育思想』を読む⑤

思いがけない収穫

～村田さんの本作りに関わって

石田百合

私は本を作るという仕事を通して国立市公民館の女性問題学習・保育室

活動に約 50年来かかわってきました。これまで様々な形での本つくりか

ら学ばせていただいたことは測り知れないほどです。それは、私が仕事を

続けるうえで大きな励みであり支えとなっていたという思いが強くあり

ます。

というのは私の中の固定観念や当たり前と思い受け入れていた通念が

覆され従来の価値観を問い直さぎるを得ない体験が幾度となくあったか

らです。そうしたことでものの見方や価値判断の基準は自ずとくにたちの

実践に学んだことが拠 り所となっていったように思います。

今回、村田晶子さんの『「おとなの女」の自己教育思想』という大著を

作るという作業に関われたおかげで、くにたち市民による学習活動の全体

像を俯政できたことは思いがけない収穫でした。学習活動の始まりから現

在までの道筋が組織的 。重層的にみえてきてそのダイナミックな展開に圧

倒され本を作っていく面白さを味わえたのは私にとって幸運でした。

そして想像を超える市民たちの力量がどのように培われていったのか

が村田さんの入念な記録の読み込みと分析で明らかにされたことで霧が

晴れたような爽快感さえ覚えました。

さらにこの作業で新たに気づいたことがあります。学習する市民たちの

成長のプロセスは、沢山の本つくりや冊子など読ませてもらうことである
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程度は理解したつもりでしたが、長 くお付き合いをさせていただいてもま

だまだ肝心なことが見えてなかったということでした。

その見えてなかったこととは、学びの方法についてで、職員論とも関連

してきます。

以下は「若いミセスの教室第 6期」を修了した市民たちの自主グループ

「六起会」が学習活動として発行していた機関紙「ろく」からの引用です。

あ静猪宅稼、″権 と Mに そつ4耀れ ています等と一日/c‐
″言えない分なので九 今置とを狡分が終ってみて来週やろごとい決 ま

夕、テーマカS出てまで方法を考え、方法の変をだよって逆だテーマカミふ

ぐらんでいく、洪まった参考事ろな

―

夢ろなは あぐまでろ務

層の話ι今いを申ど:だ唇々な方法力ゞ取 タスれられていぐ後 の α

“

″

そして「六起会」の学習にアドヴァイザーとしてかかわってこられた職

員の伊藤雅子さんは次のように書かれています。

(の 六起会力ゞ選んだの″、ル ノヾ主婦の病層姥した (中略)。 ″た

ιて彼女た多″ごのテーマを選んだの あ たろラ九 ζ申略

'醒
めた意

オなどのル |ゴぬとごろだあった彼女た多の 歓 秘 ″ク サ ーマを牽
rま

事せた。ろっと膚|えば 彼女たちのからだの申だテーマ″ゞあったようだ

ぷわれでならない。

六起会の学習方法のろつ意味″、ぷえ″ヒのことと関わタノい。仲

の 終始、発生ろテれⅢ ろなぐ字習計画らιいるのまえなかった。と

るか ぐ互いの本を着夕今って′夕の申をιつごぐのぞいてみることだ

ゲあれて また。″間のからだだかぶってみえる自分、自分のパの申だ

棲みついている″間を凝視 ι、あけ に 合った。どごだ女ズ層の周店が

あるの″ヽ、とり いうアオだ自分娩″ つ ているのか=。 炎女た多″ ノ吻

なたのその iダメ」と指摘 ι今った。僧 分 |ま蛹 で、あなた″タンノ

なので″ない。自分の ク さと二重写 ι″ 誠 るからごそ言えるノ7刀



172

であ夕、そごだ″ /タンノといったことで責任をわからろつやざιさが

あった。″ 笏 、 一方 で、スのせいたιない、自分の 発 踏みとど■ろ
夕さを身だつグていったからえをg夕。学ぶとい夕ごとななんと女をや

まιぐ九 角 のだろ夕か。そういう学どの新 ″常だ筋
′ι′ヽ方法を導iま

″ι、力 衆 甥 窃 力ゞ新たな 耀 珍展開をだナ、といタノヾターンが ぐ夕返

された。自の φノ
`〃

「ろく」には自分たちで学びの方法を模索しながら創り上げていくプロ

セスが記録化されており、伊藤さんがその実践のさまを具体的に描出しな

がらどのように学習の方法が導き出されているかを明らかにされていま

す。そして「六起会はおとなの女の学習というものを私に教えてくれた」

「私が六起会の学習で学んだことは少なくないが、生活とは人間関係であ

ることを、人間関係を質的に発展させていく日々の努力が学習であること

を実感的に教えてくれたのが彼女たちであった」(p169～ 170)と 書いてお

られます。

「ろく」の実践はこれまで学校で受けた教育観とは全く異なる、市民た

ち自ら共同して創り上げていく学び合いの方法であることを、具体的に教

えてくれたのです。同時に職員の働き。役割についてしっかり把握できて

いなかったことにも気づいたのです。

これまでは市民の成長は伊藤さん個人の力によるところが大きいとい

う漠然とした思い込みに囚われていました。それは共同して学ぶという学

習方法を理解しきれていなかったからだと気づきました。その最大の原因

は未だ学校教育で受けた上からの承り的 。権威主義的教育観が自身の中に

染みついていることの気づきでした。これこそ“学校教育後遺症"だ と。改

めて実践の重みを痛感し、公民館職員の役割・働きは、共に学び合う中か

ら獲得されていくものだということを教えられたのです。

三多摩成人教育セミナーで講師として関わった小林文人氏の『主婦とお

んな』の学習観について次のように村田さんは記述されています。
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慶 虎 衛 粥 笏み 響 物 ヾオー /7/c‐ とっての婦人島 密 を制を そ

の記録
『
主婦 とおん列 を題材とιて取 夕士 ,デた成人教育セごオーの吟

殊の申で、//ヽ″″、この実践カミ 都市の知的 レベ″ 集 か 主婦だよるろ

のα り 、伊藤雅子とい夕個人の序い力量だよって実現 ιたるのであク、

2々こ属 ナろ、あるい″依存オろ学yでぁることを
｀
指摘Διノ7胞%り

ιた。●形り

小林氏の学習観と同質なものが私自身の中にもあったのではないか。独

りでは見えないことも学び合う仲間との関係を育てることで見えてくる

ものがあるというのはありがたい発見でした。これからもまだまだ似たよ

うな問題に直面することは多いと思います。今後の課題でもあります。

学習の方法論との関連で職員の役割がより鮮明になってきたと実感し

ています。

次の引用は何度も目にしてきたはずの学習の方法観ですが、これまでと

異なる様相で文章が生き生きと立ち上がって来るように読めたのは喜び

でした。

女け 習|ま、自分の意識を変え、暮らιを変え、筋 を変えてい

ぐどみであク、タタリ じ ク ナヾノクなダが爵斐 とぶい葛藤力ゞ常だど

づれだなる。知識ををスれて劫 学動 いから女溜競鰭零物 テー

マと義肇塑鯵方 。方潜″■大事であることなる多ろん、産 序存%吻
筋 だある。方法カツ 醤内容そのるのとな夕、内容力方 法を導ま″ιで

屎 。ろっと言夕なら、その方法をとることで女性問題カミ自らのハ面 を

〃まガタ″され、被われていた

“

鯛燿びその方法たまってめイク″ざ

れていぐわ な方法、さら/O‐その方法を近ιで学ぶ者同士カミ結ル でい

ま、期 の議 ′こカグで支えだれ 、ヽ励まι今えα彰 %ゞ声っていくなか

ですス=ス
の力″ゞ養われていぐま夕でなぐで″字

『

″本物だならなれ

ヽゝ %籍 |ま実だ′己教育力″ 等 だな不彩 ∽ 課題 であク、刻 黎 窟
克眼の力量の獲得 /c‐深 磁 だ つぐろの 2夕 |ま実践の申で学んでまた。
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力飾製幹智 だおいて継続 ι、済み重ね、互いだ潤家を″辟 簿 ごと

″ゞできる旅 、方法を重んどでまたのを、学習内容、テーマ″ゞそれを

求めるからだ:●352)

このような実践が永遠に伝え継がれていくことに期待したい思いです。
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夕月r8日 、くにたち中央図書館に女椎問題学吾の本の配探につ
ぃて早曽きを提出し、4月 30日 、<にたち申央図書猫 にて氏原蕗t

美族 と話す颯合脅じちました。

'「
おとなの崚bの 自己放 書熙相 Jの翼架 l.―っぃて私たちがいだ

いた疑間lt~ついて、そこつヽら女性問題サ習が図書館の中でどう場み
わネろべきか鵠し合いたいと罵つたからです。薇 銚,お号ド記載 )

タイトルに「 日立Jとあるこのは芝戌資料室ド諄スあられ 、そス

らは半永ス的 lミ粽みざれるといぅことで・、安桂問題学習。公民備保

育営活動ドクフ わ`る本 、翻卜子類はでこに収めらスています.今回
は、「 女権問題学習 `公民掟 保青堂清勁 Jと ぃぅくくりで

・それら

の本書配架するということと、え公マ館藤スの伊j義雅 チきたの碧
.書じ障筆の分嘴贖こなつていたものをそこに達ねて置いてほしいと

手彗 してきました。

公保違で
'発
行した冊子も、今回琴贈 しました .

…

学習・公講 保育壼湛動の実践 とこれからも伝え鮮い

でいきたいと初に思い、1呆育室活動から生まれた本を子育て期の

ない人たり″ヾテ l・
‐とつて見らスるよう埜置き方を これから槻彙 して

いきたいと躍いました .

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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2022年 4月 18 日

にたち公民館保育室問題連絡会

くにたち中央図書館

館長 氏原 恵美 様

私たちはかつて、国立市公民館保育室活動で出会い、国立市公民館保育

室運営会議を拠点に市民の立場から、公民館活動のあり方を探究し続けて

きた学習グループです。

昨年7月 に社会評論社から発行された村田晶子著『「おとなの女」の自己

教育思想 国立市公民館女性問題学習・保育室活動を中心に』の配架をめぐって、
疑間に感じたことがあります。

この冊子は4月 現在、所蔵は中央 1/北分館 1/公民館 1と なっており、

中央館では3階の「地域 。行政資料室」に収集 。所蔵されていることを知

りました。そこで改めて「地域・行政資料室」に目を向けることになりま

した。国立市に関する資料が、その散逸を防ぐために納められており、市

民の研究資料や情報源として大変貴重な資料室になっていると思います。

ところが、よく調べてみると、その分類が不可解に感じます。

資料室の中は東京都 01、 三多摩 02、 国立 10と 書棚が大きく分類さ
れ、公民館関係の資料は「10 Pl 国立公民館」という表示の棚に並ん
でいます。この「P」 といぅのは文化 ,スポーッの区分です。本来は「教育」

の区分の「○」そして「 7」 の社会教育の区分に配架されるべきです。

文化活動と学習活動の仕分けが必要だと思います。公的教育機関として

の公民館の位置づけが不明確になりはしないでしょうか。

国立市公民館活動の中でも、とりわけ公民館保育室活動は記録 '刊行物

の分量も多く、できれば、「lo o7 国立公民館 保育室活動・女性問
題学習」というくくりで配架していただけると、今後の社会教育学研究資

料として活かされることと思います。

圭
自

望要

以上
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付記

国立市公民館は 1955年の開館以来、その取り組みについて、社会教育、

公民食宮研究において、都市型の公民館として注目され続けてきました。し

かしながら、公民館保育室運営に関しては2005年から、「学習としての託

児」の姿勢を放棄し、母親にとって便利な「一時子ども預かり所」に堕落

してしまっています。その経緯について、またその後の私たちの会の活動

を明らかにした刊行物を、市民活動の記録として、くにたち中央図書館に

寄贈いたします。

目録 :

2006年  「公民館保育室活動40周年集中学習会レポート」
(2005年度保育室運営委員会編・発行)

2006年
｀
「2006年春一 くにたち公民館保育室活動のけじめ」

(2005年度保育室運営委員会編・発行)

2006年～「記録」NO.1～ 31

(～M9 2005年度保育室運営委員会、

NO.10～ くにたち公民館保育室問題連絡会発行)

2008年  1「公民館保育室問題一国立市公民館は何をしたか」

(く にたち公民館保育室問題連絡会発行)

2009年  「資料 :く にたち公民館保育室活動」

(く にたち公民館保育室問題連絡会  赤塚頌子・武田てるよ)
2013年  「学習としての託児― くにたち公民館保育室活動」

(く にたち公民館保育室問題連絡会発行)

2017年  「プラスの十年」
(く にたち公民館保育室問題連絡会発行)

くにたち公民館保育室問題連絡会 (代表:野上美保子・手塚倫子)
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学びたい 子育て中の方ヘ

これは<に たち中央図書館の

1階入り□正面にある六角形の円

筒状の書棚です。

新着本や LLブックなどの障害者

のための資料や地域資料、行政資料

などの展示のほかに、その都度、話

題性のある特集コーナーとして、資

料が展示されています。

そこに「学びたい 子育て中の方

へ」という展示をみつけました。

3階の地域資料室の中に所蔵して

あつた書物や学習記録が展示され

ていました。

4月 に要望書を提出した際、地域資料室に収蔵されている書物が市民の

目から遠いところにあり、活用されないのはもつたいないという話をしまし

た。特に公民館保育室活動・女性問題学習の資料は、子育て中のお母さんた

ちにこそ読んでほしいと伝えました。

そのようなやり取りがあつて、3階から 1階の書棚に展示されたものだと

思います。この館内展示にとどまらず、興味がある市民には貸し出しができ

るよう、図書館に働きかけたいと思います。すでに絶版になつている単行本

を寄贈したいと考えています。
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NO.68

2022.7

7月 10日、くにたち/4語り飾栞育室店賢轟暉餞隷釦麻会をイ〒いまLた。

(於 :中 1丁目彙討庁)前回 12月 |ミ集まフてから7カ月ぶりでした。
その層甜こは、 ``『「おと慰の安Jの自己教育鳳應』き訪お 'こ して

■副際Jに文章を掲載 してきました。

全体会では、村田さんあ本を読んて`感じたことや「記録 Jに

掲成された文章を読んで薦じたことが養計 れました。

中でも踏副璽

“

夕号の矢内蓼ガ1さんの支わ 中の“
rィ
.T:ミよつてわ |

かったのり`」「ど
^よ
うにしてわかつたのか。"と いうことと、大学

院での学習の中で村F゛ん|ミ 編の通:じ問いつ`ιすらス、人のあ凝や

交イこをとらえていったというとミろ|ミ 共庭したり、自分自身と重ね

たりする謬言が多<あ i,ました。

今回の全′本会では、一人の発言を支える発官をしたり、わかリ

にくいところ1古質問したりこ・アきを重ね、すぐ`に結論は嵐ない

ことこデ|き続き考えていこうという関係を威に
｀
させる場面があ

りました。私たちは、このよう■関係の中で
。
、一人ひとりがイ可によ

つてどのように変わったの″ヽ とらえてきたのだと思します.ηヒの人

の発さを聞いた自シ ミどうかということと言わないとサんだことに

ならないJと しヽう発吉があり、共|ぎ表ミレと

“

挙秀″ヾ尻ねていま

した 。

く に た ち 公 民 館 保 育 室 問 題 連 絡 会
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7月 10日 の全体会では・・・

○何のためにやつてきたか、何をつかみ取つてきたのか、と公民館学習で自

分が体験したこと、つかんできたことを仕事をする上でも意識している。

ヘルパーという仕事上で、知的障害のある利用者さんと関わる時、人とし

て対等に向き合 うためにどういう言葉をかけるのか考えながら実践してい

る。

○村田さんの本の “市民的公共性の獲得"と いうことに自分の体験を重ねて

いる。自分の子どもはもう大きくなっているが、地域の小学校の建て替え

の問題に近隣住民たちで関わつてきた。建て替えに伴つて、校門の新設と、

校地内に新たに集会施設や学童保育所が入る複合施設ができると知った。

住環境の懸念とともに子どもたちにとつて安心・安全な学校とは何か、学

校とは何を大事に作られるべきなのか、そういうことを共有しながら関わ

つてきた。その行動の原動力になつたものは何か、このことで何をつかん

だのか、まだ捉えきれていないので引き続き考えていきたい。

○今日は、私たちがこれまでの学習で培つてきた「感性」「力」「関係」を日々

の暮らしに生かそうとしている例がいくつも出された。それを受けて、 わ
かりにくいところは問い返したり言い換えて確かめながら問題を共有する

話し合いにしていつた。これは「記録」66号で石田百合さんがおさえてく

れた「女性問題学習は自分の意識を変え、暮らしを変え、関係を変える営

み」を目指して (同 p.1の )「公民館という拠点がなくなっても共に自分た

ちや自分たちの置かれている社会の問題を見つめる仲間、学び続ける関係

が日常にあることを大事に学び続けている」私たちの姿であり、そこに“女

性問題学習"は生きていると感じられた全体会だった。

などの発言があり、これからも考えていきたい課題がありました。

◇「記録」No.31～ No.68の冊子を発行します。現在、編集・校正の作業をし

ています。2013年以降の私たちの活動の足跡が見える一冊になると思います。
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資料 :記録 NO.20(2007.11)く にたち公民館保育室問題連絡学習会

学習会 I 私たちが基軸とする公民館学習は 第 1回

基調レポート・公民館学習の要件①

野上美保子

「公」と市民の関係一一保育室運営会議の体験から

私は、教育講座の自主グループに誘われて公民館に通い始めました。1981年

のことです。保育室活動との関わりは、保育室運営会議に出席したことからで

した。

保育室運営会議では、年度のはじめに、公民館で行う保育について、何を目

的にしてどのような保育を行つているか、市民に向けて保育者からのレポー ト

がされていました。(～2001年 )私が関わり始めたときのレポー トは、“社会的

視点に立った保育"と いうのがレポー トの主眼でした。

レポー トを聴いた後、15期 (女性問題講座 「子どもを育て、自分を育てる」

15期 。自主グループいちご会)の人たちから、大事なところがよく聞き取れな

かつたと思う、もつとよくわかりたいし、つかみたいという意見が出ました。

その声を聞いた職員は、もう一度聞きたいという要望を市民の側からしてはど

うかと投げかけました。そして、要望し、もう一度レポー トが行われたのです。

改めて聞いたレポー トは、公民館という公的な社会教育機関から、市民に向

かつて、私たちはこういう保育をしたいけれども市民の皆さんはどう思います

かと問いかけられている、そういう性質のものだとはっきりとわかるレポー ト

でした。それを聞いて私たち市民はどう思つたのか、市民と公民館で意見をつ

きあわせて、よりよい保育室をつくつていく、そのことが見えるようなレポー

トが運営会議で行われました。

市民の要望でレポー トが再度されたことも大きなことでしたが、そのレポー

トの意味が感じ取れたのが、私にとつては新鮮でとても大事なことでした。



０
４
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私たちは「公」との関係のなかで、一方通行にサービスの受け手になりがち

で、「公」に対して要望する、意見を言うという発想をしにくいものです。また、

文句は言つても、一緒によりよいものにするという民主的な関係にはなりにく

い現実があると思つていましたし、実際遭遇することはありませんでした。

それが、子どもをあずけることを通して運営会議の場で日の前で展開されて

いる、実現しているというのは驚きでもありました。しかし、考えてみれば、

主権在民の社会であれば、「公」と市民の関係は、一方通行ではなく双方からの

意見によって作られていかなければなりません。

例えば、公立学校で学校側から発信されることに対して、保護者の側からも

意見を出して、子どもにとって大事なことを確認しながら教育条件・教育環境

が整えられ、教育内容が決定されていくのは当たり前のことです。地方自治と

か国の単位になってもそれは変わらないと思います。

私たちは、これまでの暮らしのなかで政治は自分とかけ離れたところにある

と思つていたり、規貝Jは別のところでできていて、私たちはそれを指示された

り守らされている側にいると思つていました。

しかし、公民館保育室活動では、保育室に関してこういうふうにしていきた

いけれどどうかと私たち市民に問いかけられて、運営会議で話し合つていくと

いうことが現実に行われていて、この社会で公と私たちの関係はこれが当たり

前なのだ、そういう社会に私たちは暮らしているんだととらえることができま

した。

そのようにとらえることができたのは、公民館が主権者意識を育てるという

明確な目的を持つて、公民館保育室の運営を行つていたからだと思います。公

民館が運営会議を市民に向けて開いていたのは、まさに民主的な社会のあり方

の原則を実践する取り組みでした。

子どもを大事にする 0人を大事にするということ

運営会議や毎月発行されていた「保育室だより」に掲載された “保育室のま

ど"(1979,3～2003.1)か らは、子どもを大事にするということはどういうこ

とかが具体的に伝えられました。まだ言葉を発しない乳幼児を、意志を持つて



183

いる存在としてきちんと聞く。対する、また赤ちゃんの表情から読みとつてい

る保育が伝えられました。

そういうことを伝えられて、自分はその見方で子どもを見ていたかと自分自

身に問い返すとともに、自分では差別していないつもりの人への対し方をふり

返ってみると、例えば目の不自由な人に対して自分がどうするかというイマジ

ネーションがなかったりというような自分の姿が見えてきました。そして、子

どもの見方を意識することから、どんな人に対しても相手の様子をよく見なが

ら人として向き合えるのではないか、ということが自分の中に育ってきたと実

感できました。

また、まだお座 りもできないような赤ちゃん同士が互いに手を伸ばして関わ

つていくということが保育者から伝えられ、そのことを保育者は「赤ちゃんも

仲間を求めている」と私たちに伝えました。それは、赤ちゃんであっても人と

して仲間と共に育つことの大事さを私たちに伝えるものでした。

おとな同士の関係でも、運営会議の場では一つ一つの発言がいい加減に見過

ごされることはありませんでした。大事なことは大事なこととして受けとめら

れ、また筋から外れた発言もそのままにされることはなかったのです。曖味に

相づちを打たれるようなことはなく、違 うときは違 うと伝え返されました。厳

しい批判がその場であつたとしても、仲間の支えや他のグループからの働きか

けで、その人自身が自分の発したこと、自分の問題意識を見つめ直すことがで

きました。そういうことが社会人としての仲間関係を結んでいくことにつなが

つたのでした。

保育室で一人一人が大事にされる様子、そして、おとなの私たち自身も運営

会議のやりとりや日常の活動のなかで、人を大事にする、人との関係を育むこ

との中身を実践的・体験的ににつかんでいつた、そのことは、社会で生きるた

めの大きな基盤だと感じています。お題日として掲げるのではなく、日常の暮

らしの中で人権感覚を磨くことにつながる大事な学びでした。

“子どもたち・私たち"と いう視点を得る

私が子どもをあずけて活動し始めた頃、保育室活動のなかで常に課題とされ
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ていたことは、“社会的視点を持つ"と いうことでした。

例えば、これは自分自身のことになりますが、子どもを保育室にあずけて、

自分の子どもは泣いていないから大丈夫と思つていた私に、あるとき職員から

“グループの中に泣いている子がいても、○○ちゃんは平気なのかしら、楽し

く過ごせるのかしら"と 問われました。その時、自分の中にそういう見方が全

然なかったことにハッとしました。そういう問いかけがあつて、自分の子だけ

よければいいという見方でなく、保育室の子どもたちをよい状態にするために、

おとなの私たちはどういうふうにあずけたらいいのかと見方が大きく変わつた

のです。

それは当然一人で何とかできることではなく、おとなのグループとしてどの

ような配慮が大事か、保育者と何を共通にしておかなければならないかを仲間

と話し合うことが必要になりました。おとな集団が我が子意識から子どもたち

集団へと見方を変えることで、子どもたち集団はとても充実していきます。そ

のことが、保育者からの報告、“保育室のまど"運営会議でよく見えていきまし

た。

自分だけとか我が子だけということから、周りに関係が広がっていく、集団

として見えていくというのは素朴だけれども、とても大事なことで、子どもを

あずけているときだけに留まらない大事な視点だと思います。

子どもが学校へ行つてからも、クラスで何か問題が起きたとき、親同士がど

ういう関係を持っていくかで子どもたちの状態は変わっていきました。子ども

の様子をおとな同士よく伝え合う、子どものことをよく知り合つていくと、子

どももおとなに対して学校のことを伝えてくる、そういうやりとりが生まれて

きて子どもたちの関係がよくなってきた、そんな経験もありました。

我が子は大事だけれど、どう大事にするかが問題なのだと思います。人との

関係、集団のあり方の問題を考えるか否か。私たちおとながどの視野で物事を

とらえるかで問題の質は変わつてくる。解決の方向性もみんなにとつて大事な

ものにもなるし、個人的なものにもなってしまいます。

幼い子どもをあずけることで私たちおとな自身が社会的な視点を獲得する。

公民館保育室活動で意識的に課題とされ、実体験を通して学んだことですが、
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これは、公民館学習のあり方として欠かせない柱だと思います。

女性問題学習だつたから

「保育室のしおり」に明記されているように、“保育室活動は公民館学習・女

性問題学習の一環として"運営されてきました。公民館が女性問題学習の視点

を持つて学習活動を組織してきたことがとても大きななことだったのです。

社会的に大活躍している女の人もいるけれど、全体的にはやはり女の人の地

位はとても低いのが現状です。暴力を振るわれているとか、飢えているとかひ

どい状態におかれている女性の差別というのはとても見えやすいけれども、主

婦として平穏に暮らしている、経済的にもとても困つている状態でもない女性

の問題はとても見えにくいものです。その問題に公民館が焦点を当てていたか

らこそ、女性がいかに人権を侵害されているかということが、とても見えやす

かったのです。

そして、幼い子どもをあずけて学ぶことは、女性の問題にも届くような学習

内容につながっていました。子どもたちの人権を考えるということは、自分た

ちの置かれている位置を見つめ直さなければ考えられないことでした。そのこ

とが、別々ではなく同時進行で展開されていつたから、自分自身のこととして

も問題を深くとらえる学習になっていきました。

人権感覚を磨く、社会的な視点を獲得する、その学びは、女である私たち自

身が問題に気づき、解決する主体になるためにも欠かせない公民館学習の道筋

だつたと思います。

女性問題講座「歴史」から学んだこと

くにたち公民館では女性問題講座「歴史」が 1988年から 1998年まで続けら

れました。私はその講座に参加していました。

その中で印象に残つていることは、女性の戦争協力とか支える存在として女

性が組み込まれていつたという歴史的な事実が多くの資料をもつて示されたこ

とです。

前線に送られる若い兵士への同情から主婦たちが奉仕活動へどんどん組み込

まれていく。女の人が家に閉じこめられ、家の中でも低い地位におかれていた



186

その時代、能力やエネルギーを持った女の人たちが、その力を戦争協力という

形で発揮していつたのです。いきいきとやりがいを持つて全くの善意で、自己

実現の欲求を持つてやつていることが戦時体制に組み込まれていくわけです。

この歴史講座はから私は、あらためて事実を事実としてとらえることの大事

さを学びました。戦時中なのだから仕方なかったのだという話をよく聞きます

が、そうやつて事情に流してしまうことの恐ろしさがあると思います。

歴史講座の中で、数多くの資料を元に私たちが、学んだのは、事実は何か、

問題は何かということで、それは過去のことではなく今に生きる私たちがしっ

かり見つめ、学び合うことなのだと思います。

1995年 12月 5日 号の「くにたち公民館だより」の文章に私は次のように書

いています。

私がこの講座に魅力を感じ、信頼を寄せているのは、主として次の点だ。

* 資料に基づいて、歴史的事実を検証していく学び方。
* 時代の「今」の問題に鋭敏に反応しながらも、時代に流されること
のない視点。

* よりよい現在と未来のために過去の事実から学ぶ姿勢。
(く にたち公民館 50年のあゆみ p140 「変えてこなかったこと」)

公民館学習で私たちが身につけたい力として、事実を見つめ事実から問題を

つかみ取る力があると思います。この歴史講座でも、その基本は貫かれていて、

私たちに痛烈に問題が突きつけられ、共同で考える学びの場でした。

問題を問題として見る眼を鍛えるために

公民館でこれまで学んできたことには、私たち女がどういう力を獲得しなけ

ればならないか、そのためにどういう方法を採るべきか、そのことが公民館側

には明確にありました。

主催講座、運営会議、集中学習会などの学習場面では、公民館学習の前提で

ある共同学習が繰 り広げられるわけですが、参加者同士が互いに触発し合つて、
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互いの意識が明確になり、相互に化学変化を起こすように影響を及ぼし合って

問題をつかむ学びでした。

それは、与えられる学習ではなく、自ら問題は何か、課題は何かを出し合い、

交わし合 うことから始まり、深められていきました。出し合って、違うところ

は何か、共通なことは何かそのことを一つ一つ確認することが学習の方法でも

あり、内容でした。

そして、その学習は、自分たちでつくつていく学習であり、主体性が要求さ

れるものでした。だからこそ自分の問題としてつかめる学習となつたのです。

さらに、子どもをあずけて学ぶ場面では、子どもたちの事実を見る眼が必要

になつてきました。自分だけの視野で見えていることと、子どもの意思を読み

とろうとしてその場面を見るのでは物事の見え方が違つてきます。保育室から

伝えられること、サブ集会などで感じたことを互いに交わし合つて、事実は何

か、どんな見方をすることが子ども集団の育ちにとって大事なことか話し合 う

ことで、独りよがりな見方ではなく、おとな集団の中で事実の見方を鍛えられ

てきたと感じています。

そして問題を問題として見る眼、事実を客観的に的確に見る力は、私たちが

生きていく上でどこでも必要な力だと感じています。

心情に流されたり、事情にまどわされたり、大きな声に従つたりして、問題

の本質がつかめなくなることはさまざまな場面であります。そのことは、個人

的なことだけに留まらず、社会的なことにもつながる危うさもはらんでいます。

そのようなときにどういう自分でありたいか。この間の公民館保育室の問題に

関わつて痛感するところです。

大きな流れに流されない自分たちになる。そういう市民としての力をつける

のが公民館学習だと思います。公民館が、うわべだけの知識を伝えるような学

習を行つていたとしたら決して身につく力ではありません。

子どもをあずける事実から、歴史的な事実から、私たちの意識をくぐらせ、

さらに共同の関係のなかで触発し、深められるような学習の方法を公民館が大

事にした。そして運営会議が象徴するように、市民を学習の主体として迎える
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ことを基本としていた。その公民館の姿勢があったからこそ、問題を問題とし

てつかむ眼を鍛える学びになつたのです。

希有だけれど当然あるべき学び

9月 の公保連の会で、細野律子さんは “公民館保育室の学習はそれまで学習

と思つていたこととは全く違 う、子どもをあずける事実から学ぶ新鮮で希有な

ものだった。それは自分自身の意識を揺さぶり、子どもを育てることにとどま

らず、仕事や暮らしにおいての考える視点を得る学習だった"と いう主旨の発

言をされました。

細野さんの発言は、公民館学習の本質を端的に表しているとともに、私にと

つても、改めて大事な確かめになりました。

公民館での学習はきわめて実践的な学習であり、私たちの暮らしの中に生き

る学習でした。そして、私たちの学び取つた内容は、私たちが社会人として、

市民として生きるために普遍的な価値を持つ大事な内容だつたと思います。子

どもをあずけて、日に見える一つ一つの事実、私たち大人の関係から見える事

実を目を逸らさず見つめることで、通リー遍のことではなく、私たちの意識を

揺さぶる学習になつたと思います。

それは確かに希有なことではあるけれど、公民館学習として当然行われるベ

き基本的な学習です。今そのことを強調したいと思います。

(2007.10.14)
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資料 :記録 No.20(2007.11)く にたち公民館保育室問題連絡会学習会

学習会 I 私たちが基軸 とする公民館学習は 第 1回

基調レポート・公民館学習の要件②

手塚倫子

“29期としての意見を伝えたい"一―具体的な目標が見える運営会議

私は 1993年、女性問題講座 「子どもを育て自分を育てる」29期の受講を機

に公民館に通い始めました。講座初日の翌日が 5月 の運営会議でした。運営会

議が何かもよくわからず、とりあえず聞いて帰ればいいと思つて出席しました

が、その運営会議で感じたことはその後の自分にとって大事な体験だつたとふ

り返つて思います。

5月 の運営会議では、保育室運営要綱を読み合つて話し合いが進められてい

ました。その当時公運審では、保育室で一時預かりをするべきだという意見が

委員から出されていて、公民館保育室はどういう場所であるべきかということ

が公運審で審議されていました。6月 には当時公運審委員長だつた佐山博さん

が運営会議に出席し、8月 には保育室の担当職員だつた伊藤雅子さんが公運審

でレポー トをされた年でした。 (「私たちの公民館保育室・18」 P48、 p55～ 69

参照)今になって思えば、運営会議のなかでも公運審での審議が意識され、あ

らためて保育室運営要綱や基本姿勢の確かめが重視されていたのだと思います。

私は会議に出席して、自分の暮らしにはないような場がここにはあると思い

ました。皆さんの発言されることが、とてもおとなで活き活きとしている、そ

んなふうに私の日には映りました。

そして、何より私にとつて衝撃的だつたのは、前年講座を受けた 28期の人

たちの姿でした。当時の文章から読んでみます。

いらまん無 ιク曽圭グループ ツθ〃 "の″離 んは、物畷甘縁 ら
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の文章で、要利がとでも贅逮 だなつん 要綱からう 仔 どうだとつつ と

いうことがとでわ辱稚 されつ るヽこと″tわかつた。今、″たちは、ゴ年

″笏 財 子にけの暮らι″ヽら、母う子も″″のクヽる暮らιだ変わってきて

いる。このま,た夕蹴嘘 のは、深肯室は 仔 どう一時預かク所ンではな
ク、子どうの 喀 ヒ大クだナるとクヽ夕こと″ミ 公民館深誉室活動の基本姿

夕 こ貫力ヽれ ていたからだとぷラ。子どうのス″を尊重するとなど,いうこ

とか、暮らιの申で仲間といっιまだ教 今うことができるよ夕だなつて

だ ιクソ と発言ιまιた。

その発訂こ重ねるように、〃εグループの藩永ど子さん″、√子どうを産

んだ当初iま、/・7クだ子どもをあ″ わ れるなど親 ιクメがクヽなかった。子

どうだ′まかわク嗜 うなことだれ
『
いな″ゞらも、子どもを一時的だガゲるこ

とができたらル な々 クヽヽかとノgっ てク、た。そぅノ
『

つてクヽることが言ιぐ

なっく 廃秘クフけだ″ιたら、多

“

/_― ちがクヽろじゃなクゾ と言つてくれた。

〃ι台タタ4′ 分か らス諷関係 をつぐつつ ぐヽ大事 さだろ気づいた。学
どを遁ιて、蹴 力ゞひとクで′分の子を芦てるのでなぐて、地夕のスとヂ

をつなぎ今つ癖教%こ と力ゞ大事だとぷラようになつたノと発言ιまιた。
中略

イス″ゞ夕 安 れ 力 物 た 方訪 %の で伐 察 、互クヽ|こ連携 ιて発言ナろ
姿から、物θ〃 "のグルー/Vit出会つて」年でここまで仲間関係を声で

金 鑑 ことが見え、とでも″ ιぐノgク 曖 ιた。 修 材 ちの外 聯 探 育室・
ゴ身 /公民館察育室活動の基本姿勢を確認するノ嫁 ナび

″
暑 クんり

1年先に講座にでた人たちが、誰に促されるでもなく次々とこんなふうに連

動して発言する姿を見て、内容もさることながら、つながりあつて発言する様

子がとても印象的でした。その当時、周りに知り合いもなく子どもとだけの暮

らしだつた私にとつて、28期の人たちの姿は、こんな関係があるんだという驚

きでもあり、私も 29期の人たちとこういう人間関係を結びたいと素直に思え

たのでした。

翌週の講座で、私は運営会議の報告をしました。当時の文章には次のように

書きました。
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次回の会議′こぼ 物 劫 とιでの考えや意見を2のグループの方に″えら

れるよう、″たらう学習ι、また2の方の発言うιっ″ヽ ク受ゲとめてそれ
を義 駄 甘 ろまう、今回

=ま
私ひとクタ 場 で ιた″ミ 次回′ま仲間とズだ弁

彦だ臨みを とヽ′
『

クヽまブL r協たちの公民館深育室 。ゴ″ 「確かなス間関

ダを だ一壽 だ出席ιてノヂ塚紛子ノ

まだ公民館で何を学ぶのかわからない、一緒に講座に参加している人はどう

いう人かもわからない、そんな状態だつたにもかかわらず、“仲間"になりたい、

“29期 としての考え"を伝えたい、私の中にその思いが湧き起こつていたので

す。運営会議での一年先を歩んでいる人たちの生の姿は、話として聞くとか、

本を読むのとは違って、直接的に衝撃的に私の中に飛び込んできました。

今あらためて感じるのは、運営会議が単なる情報交換の場ではなく、公民館

保育室の保育について市民としての発言をする場だつたということです。おし

ゃべりではなく社会的な発言をする、当時の私には、その姿がおとなの女の人

の姿として感動的に見えたのだと思います。

そういう運営会議での体験が、公民館ではこういうことを学んでいくんだと

か、おとながこんなふうに変わっていくような学習なんだという見通しになっ

て、学び始めたばかりの私たちにとつて目標になったと思います。学習のスタ

ー ト地点でのこの体験は貴重なものだったと思い返しています。

運営会議と主催講座が相乗化して深まる学習

そのようにスター トした講座も回を重ねて、夏休みに入る頃、メンバーのひ

とりが「講座の内容を 1週間ずつと考えて暮らしているけれど、次の講座にな

るとまた何も発言できないで帰つてきてしまう。そういうことをくり返してい

ては、自分が何を考えているか相手にも伝わらないし、これでは学習にならな

い。今日はそのことを一番に発言しようと思つてきた。」と発言しました。

引つ込み思案な自分を乗り越えようとしている彼女の姿、講座のことをずつ

と考えて、発言することを課題にして今日の場に臨んだ彼女の姿は、私たちの

気持ちを大きく揺さぶつたのでした。

その発言に触発されて「彼女と同じような思いでいて、これまで講座の中で

はなかなか発言できなかったけれど、自分も 1週間子どものことを見て考えて
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過ごしていたらとても大事なことに気付いた。」というような発言が次々と引き

出されていつたのです。

そのことを私たちは 7月 の運営会議で報告しました。その運営会議には出席

していなかつたけれど、仲間からの報告を受けた佐伯明美さん (なすび 。「子ど

もを育て自分を育てる」22期 )が、次のように受けとめてくれたのです。

ズだ″聞の は 働 協 懲 れつ ″ と筋=ιい動きを生み″ ι、仲間関係カミ着

実 |こ1こ築 乱 aら れている事力`まぐ伝わつてきま九
上″潔 ″ ″ ← ハだ /務だとつての課題を、相手の言つてクヽることを正

ιぐノ野き荻ること、そして′分の意見 う″

…

てクヽくことたせ gタノと

あクました。これは、スとスとが暫家を結の戦 以 庸らιぐ芦つつ ぜ 夕と

する方向艦だおクヽ■ 基本となる主体的なスヘの関わ クの中身だとノgぃま九

r/7た 物 刻 説 探 育室・均 砺 でき″ つ たグれど/ 笙僣奨美)

主催講座の中で出された大事な発言や仲間とのやりとりを運営会議で他のグ

ループの人たちに伝え、受けとめられ、意味づけられる。「保育室だより」に文

章化し、運営会議の中で読み合われていく。そういう繰 り返しの中で、主催講

座の学習が中身の濃いものになつていきました。運営会議は、私たちの学習の

価値を明確にする支えになつていたのだと思います。

そして私たちは、運営会議に参加することがとても楽しみになって、次の会

議には誰が出席したらいいかと話し合つたり、そのために保育はどうしたらい

いかと自分たちで態勢を組んだり、そういう関係が日常の中に位置付いてきた

のでした。

当時を振り返ると、私たちの暮らしの中で、講座に出ることが大きなウエイ

トを占めてきていました。保育室に通う子どものことも、集団の中で過ごすた

めの配慮が必要になつたり、保育室での子どもの関係も大事なものになってき

て、母も子も、生活が一変しました。

日々、家事 0育児に流されていた暮らしから、考える暮らしへの変化、それ

は日常の中で発見もあり、気づくことも多かつたのです。そのことを講座で仲

間に伝え、受けとめや実践が湧き起こってくる、そんな循環があつて人との関

係も、暮らしも変わり、弾みのある楽しい日常へと変化したことが、今も鮮や
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かに蘇つてきます。

私たちの学習体験は、人とともに生きる、育つ、その楽しさを実感したこと

であり、共同学習の価値はそこにあるのではないかと思います。共同で学ぶこ

とに価値をおいて公民館が講座を開く意味をかみしめると共に、運営会議がい

かに大きな役割を果たしていたか痛感するところです。

事実に基づいて、意味づけ、確かめ、実践する共同学習のあり方

夏休みになり、私たちは初めての試行錯誤だらけのサブ集会をしました。

9月 の講座では、保育と学習グループに分かれて仲間の子どもを保育する体

験の中から次のようなことが伝えられました。

“ひとりの子どもがなかなか泣きやまずにいたけれど、前に預かつた経験も

あつて、15分位すればみんなと一緒に遊ぶだろうと思つて接していたところ、

その見通しの通りにみんなの中に入つて遊びだした。自分からみんなの中に入

っていったその子が頼もしく感じられた。"と いうことでした。

そのことを助言者の藤村美津さんは“それは前に預かつた体験を通して得た、

その子に対する“信頼感 "。 そういう見通しを持って保育することは大事ですよ

ね。"と意味づけて返しました。

発言した人は、これまで子どもに対して、おとなの言うことを聞いてもらお

うと思つたり、自分に対して信頼を得ようという気持ちは働いていたものの、

子どもを信頼して何かをしようとは思つていなかつた。子どもに対する “信頼

感"を意識してみると、これまでの子どもとの対し方や子どもへの見方も変わ

つてきた、意識することで “信頼する"と いうことが身に付いてくる、とその

後の文章に書かれています。

(「私たちの公民館保育室 。18」 「信頼」 大瀬裕美 参照)
日常の些細な出来事かもしれないが、事実を意味付け返される、実生活のな

かで子どもの見方を考えていく、その繰 り返しの中で子どもの見方や自分の意

識がすごく変わつてくるのだと思います。

子どもが小さいとき、まだ言葉もよく発しない時に、子どもとどういう向き

合い方をするのか、子どもたちの事実をどういう質の問題として受けとめるか

ということがいかに大事かということを、主催講座・サブ集会の中でつかめて

いきました。
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サブ集会でも、色々なトラブルが生じてきて、何が問題か、その時どういう

見方や働きかけが大事か話し合うことが必要でした。

そういう中で、 トラブルはあつても、話し合つて子どもが納得して行動する
姿や、子どもに対して大事な働きかけをする仲間を信頼していくということも

ありました。何気なく通り過ぎてしまえばそれまでですが、講座での学習場面

があって、何が大事なことなのかが確かめられたと思います。確かめたことは、

次の実践につながつていく、その連動で学習が深められるということが、主催

講座の短い期間の中で密度濃く繰り広げられました。

ふり返つてみて、事実を見つめ、私たちの意識をくぐつて、実践してつかみ

取る共同学習を私たちは体験したと思います。改めて公民館学習の価値を感じ

ます。

共同学習のなかで発揮される主体性のあり方

秋、講座も後半になった保育室のお迎えの時、私は保育者から “帰り支度の

時、みなみちやんが上着を着て帰ろうとするのを見て、りょうた君が “自分も"

とバッグから上着を出して着ていった。同じことをしたいという気持ちが育っ

てきた。“と伝えられました。楽しそうにでてきた二人の様子を見て私は、りょ

うた君のお母さんにもこのことを伝えたいと思いました。

りょうた君のお母さんは、自己紹介の時、“子どもの発達を促すために集団の

中に入れたい"と淡々と言つていて、私はそのことがとても気になっていたの

です。こんなふうに仲間関係が育つている、りょうた君のお母さんともそのこ

とを共有したい、そのことを伝えたくて講座で発言しました。

次の講座で、りょうた君のお母さんは「講座に出るのが楽になつてきた。」と

発言しました。職員の伊藤さんが「楽になってきたのはどうしてでしょうね ?」

「学習というのは心が揺さぶられて自分が変わつてきたりとか、大事なことを

感じたりして学習になっていく。気持ちが楽になつてきたというのはどういう

ことか。手塚さんが伝えたかつたことはどういうことだつたのでしょうね。」と

いうことを改めてみんなに聞きました。

何人かの人が発言しましたが、ちょっとずれている発言がありました。その

人は、「ずれたことを言つてしまった。自分がその時わかったつもりになって発

言したけれど、手塚さんは仲間関係が育つてきているということを伝えたかっ
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たんだということが他の人の発言を聞いていてわかってきた。この前運営会議

の時に保育をしている時、子どもたちがすごく楽しそうに遊んでいて、私たち

もすごく嬉しかつた。そのことを運営会議が終わつて帰つてくるお母さんに伝

えたかつた。それと同じ気持ちだつたんじゃないかと、他の人の発言を聞いて

気がついた。自分の中だけで考えてわかったつもりになっていたけれど、他の

人の発言によつて刺激されて自分は気がついた。」とうれしそうに発言しました。

私の発言をちゃんと聞いていた人が○とか、間違つて聞いた人が×というこ

とではなく、他の人たちの発言から価値を選び取つて、このことが大事なこと

だったと気づくようなそういう関係性での学び。私が伝えたかったりょうた君

のお母さんがどう思つたかだけではなく、そのことを聞いて、その場にいた他

の人たちも自分の内面に向き合つて、自ら感じ取つていくような学び。1対 1

ではなく、その場の人たちにみんなの学びになるような学習の進め方。それは、

知識として何かを覚えるのではなく、自分たちがみんなの中で自ら価値を選び

取る、主体的な学びだつたと思います。

一つの事実が自分の体験に裏打ちされて、みんなの中で意味づけられ、その

価値を確認できたということが、公民館の中では大事な学習とされていたのだ

と思います。

それが生活を変えるような学習、人との関係を変えるような学習につながつ

たと主催講座の出来事を通じて振り返っています。

“自分自身"を獲得する学習

あの人の発言で私はすごく触発されたとか、私の発言が相手に伝わって体験

を通して返してくれた、というような共同学習の学習場面一つ一つから、私た

ちが学習に主体的に関わることで、価値ある学びになるということを実感しま

した。その体験から、私たちは一人一人がそういう大事な存在なのだと “自分

自身"の価値をつかむことができました。

運営会議もそのことを感じる大事な場面でした。初めて運営会議に出て、29

期としての意見を伝えたいという漠然とした思いが、20回 という講座の中で漠

然とした思いではなくなってきたのです。

29期でこういう話し合いをして、こういうことを運営会議で伝えたい、この
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ことを伝えるために運営会議に出るというように、グループとしての運営会議

への出席の仕方も変わってきました。私たちがそういう大事な存在なのだと感

じ取れたのは財産だと思つています。

家庭で、家事 。育児を自分の役割としている暮らしの中では、いかに生活を

うまく回すかとは考えても、自分自身はどう考え、どうしたいのか、どうあり

たいか、そういうことを考えたことはなかったのです。母であり妻であること

が全てで、“自分自身"と いうことを見失つていたのではないかと思います。

仲間と一緒に考えたり、行動したり、運営会議でのグループとしての役害Jを

意識したときに、仲間の中にしつかりと位置づく責任のある “自分自身"であ

りたい、そういう “自分自身"を獲得したのだと思います。

講座や運営会議での、私たち一人一人が主体的に関わることで形成されてい

くという手応えは、私たちにとつてかけがえのない経験であるとともに、公民

館学習のあり方として大事にされなくてはならないことです。

改めてその意味を考えれば、それは、民主的な社会のあり方と大きく関わる

ことだと思います。社会は私たち一人一人が形成するものだということ、その

社会に生きる人として責任のある “自分自身"になるということを、身近で自

分の経験や意識をくぐらせて獲得した学習なのだと思います。これは公民館で

こそ学ぶべきことであり、社会教育の柱です。

その学習体験が今私にとつてどういうことになつているかということについ

て、少しお話ししたいと思います。

この数年間、国立では東京都の圧力によつて、教育現場が大きく変えられて

きました。子どもに対しても管理的な教育が行われるようになって、それは子

どもたちの関係にまで影響を及ぼすことがありました。

PTAの 会議などで、問題を感じて意見を言う保護者はいつも少人数でした
が、子どもにとつて大事な学習環境を守るということでは少人数であろうとも

自分が何も言わないわけにはいかないと思つて行動してきました。今までの自

分を乗りこえて厳しいことを言わなければいけないところも数々ありました。

でも黙つていては今の有様を受け入れたことになると思つてPTA活動の中で
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も言うべきことはきちんと言おう、それは自分の責任なのではないかととらえ

ています。

公民館の保育室活動の中で自分の存在をどう大事にするか、私はどうあるベ

きかということが集団の中で見えてきたということが、その活動につながって

いつたと思つています。

2005年度の保育室運営委員会の活動でも、職員の役割の果たし方がおかしい

と感 じていても目をつぶつてしまつたら、問題に蓋をして、形骸化した保育室

活動をただ継続させる市民になつてしまつたかもしれません。声を挙げたこと

で、現国立市公民館の問題は露呈し、その問題意識や認識も明らかになりまし

た。

流されてしまうような私たちにはなってはいけないと思います。きちんと事

実を見て、体験を通し、自分が今やるべきことは何かということを、独りよが

りではなく人との関係のなかでとらえる。事情や心情にまどわされず問題をと

らえる。そういうおとなとしてのあり方が育児期の中で体験を通して学んでき

たことだとあらためて思います。

その当時はそんな自覚はありませんが、サブ集会での子どもの様子や、子ど

もを預ける時に感じる小さな出来事が仲間の中で大事なことになっていく、大

事な価値観になつていくということを体験して、そういう自分たちであるなら

ば、自分の発言を大事にしなけれなければいけないし、行動も大事にしなけれ

ばいけないと、実際の生活場面 。日常の思考の中で鍛えられていつたと思つて

います。

主催講座 0運営会議を開く公民館の姿勢

公民館学習を成 り立たせる要件として、子どもを預けることそのものを学習

とする主催講座があることは欠かせない条件です。

それは、育児のノウハウを学ぶということではなく、実際子どもを預けて感

じた一つ一つの出来事、預けられた子どもたち集団の成長のさまを、人格を大

事にし、集団としての成長を大事にする視点で見つめる学びなのだと思います。

それは、単に子どものこととしてではなく、おとなの私たち自身がどういう

思考を持つているのか、どういう人間関係をもつているか、それが大きく関わ
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ることです。子どもたち集団のあり方を考える、子どもたちの関係を大事にす

ることは、私たちの暮らしや意識の問題を見つめることと深くつながっていま

した。母か子かではなく、母も子もという視点をもつて主催講座が開かれてい

た公民館の問題意識がいかに重要かと思います。

今回の再開で運営会議は無くされましたが、主催講座は運営会議によって支

えられることが大きかつたと思います。運営会議での先を歩いている人たちの

姿、仲間関係の育ちが、事実として日に見えてそこにあることは、大きな支え

でしたし、日標でした。その中で個々の出した問題が大事な事として、意味づ

けられてクローズアップされていくということがあつて、子どもを預けて学ぶ

意味が運営会議で確かめられました。

そして、子どもが幼いときだけの学びではないということが見えたのも、運

営会議のもつ大きな意味だと思います。それは、運営会議が、広く市民に開か

れた場であつたからです。

主催講座、運営会議の開かれ方は、公民館の保育室運営に対する姿勢そのも

のを表すものだと思います。

公民館保育室が子どもにとって、育児期の女性にとつて共に成長を支えるよ

うな場であるように目的を据えて運営する。その目的に向けた方法を切り拓い

ていく、その運営のあり方に私たち市民は、信頼を寄せ、主体的な活動を生み

出していつたのです。

その学びのあり方が今、大きく崩れたわけですが、当然あるべき学びの姿を

私たち自身とらえていくことが必要だと思います。     (2007.10.14)
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資料 :記録 No.2112007.12)く にたち公民館保育室問題連絡会学習会

学習会 I 私たちが基軸とする公民館学習は 第2回

“
保育室のまど"が追求した「公民館鞘 だから」

榊 子

私は「若いミセスの独 催の女性問題講座「子どもを育て自分を育てる」)の第 5

期に参加して、その後も公民館に通いつづけておりました

1977年、講座でいえば13期から公民館保育室の保育者となつて2∞1年まで働いて

おりました。その間の 88年～96年までの 9年間、保育者の代表をしてきたので、`裸

育室のまど"を書くことに直接関わることが多かったので九 そういう位置にいて保育
室活動の一端を担ってきた者として、̀裸育室のまど"で、公民館なのだから重んじたこ

と、つくる過程で気づいたこと、学んだことをレポートします。

1.“保育室のまど"は・・・

〇 保育室の子どもの姿・保育のあり方を、親・市民に伝えるための保育者からのレ
ポート、メッセージとして、「保育室だより」に機

○ 親・市民との共通確認のもとに行われる保育であるために伝える。
○ 保育室が、子どもたちの場になるよう、親・市民と協力するために伝える。

尚、1979年 5月 から189篇出され続けてきましたが、2003年 1月 を最後に途絶え
た。年度始めの保育者からのレポートも、2002年度以降行われていなし、

2.“保育室のまど"を出す上で、留意したこと

○ 集団保育の価値:仲間 (関係)の中で育つ姿・仲間として育つ姿を。
○ 育ち・成長の内容に注目をして。人間らしさの追え
○ 旧来の女性観や育児観。成長観・価値観を問い直す視点から。
○ 母子が離れた時間を過ごす価値が高まるようヤ亀
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・

〇

〇

〇

３

○

親・市民に対する姿勢として

子どもへの愛情・保育の喜びと、親の活動への敬意。信頼をもつて伝える。

親。市民に信頼される保育者であることを願つて。

親 0市民を、成長していく存在としてとらえる。学ぶ人たちであることに敬意を

もつて。

保育者は、親に教える立場ではないということ。

4. 実例から

①  お返目「 0983.6) ホ*申 *中 中***中
ある火曜日の午前、子どもたちはダンポールの箱の中に入って電車ごつこをしてい

ました.

和<ん 14nlケ月)と久美ちゃん0歳 2ヶ月)がのつている箱の方へ望弥あゃん(11
ヶ月)がつんのめるような歩き方でタッタッタッと寄つてきました.和<んと久美ちゃん
は箱のふちにつかまって立っている望弥ちゃんに親愛の情をこめて呼びかけました。
「の、ぞ、み、ちゃん !」

すると、望弥あゃんは状 に向かつて目を細めクシャクシヤと相好を<ずしていいお

顔をしてみせました。和<んと久美ちゃんもそれはうれしかったのでしょう。からだを
のりだすようにしてもう一度声をそろえて「の、ぞ、み、ちゃん !」と呼びかけました。

望跡ちゃんはもう相手もみえない<らしヽこ前よリー層目を細めいいお顔をして次

の方へぐっと顔を近づ|すました.そして三度目に呼ばれたときです。箱のふちにつか

まりながら錫 の力をこめて望跡あゃんは「イーー」と叫んだのです.

「のぞみちやんお熙 たね『ハイーー』つていつたんだね」おばさんがうれしそう

にいうと、和<んも久美ちゃんも目を輝かせて「うん」とうなずきました。(1983.6)
***********

この「お返事」は、私自身は、書く段階では関わつていません。この場面の話を聞いたと

きどう思つた力、書きあがったものを読んだときにどう思ったか、お話します。

「和くんたちに呼びかけられて、望弥ちゃんが「イーT」 って言つたのよ。箱のふち

につかまって、全身の力をこめて言つたのよ」と、保育者の一人井上さんが、自身が (い

いなあ)と思つた場面として伝えてくれました

それを、私と職員とが聞いたのですが、職員は「わぁ、それいいわねぇ、書いて」と

言いました が、そのときの私は、何がいいのかよくわかりませんでした

やがて、書きあがつてきた文章を読んだとき、私は、「のぞみちゃんお返事したれ と

いうところがこの保育の一番のポイントだったのだとハッとしました
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書き上げていく過程で、事実をよく見直してみるとす、

のぞみちゃんは、少し離れた場所から和くんと久美ちゃんの所に近寄つてきていて、

その寄つて来方が、ここに書かれているように、つんのめるような歩き方だった。のぞ

みちゃんが、和くんや久美ちゃんのところに行きたい、友達のところに行きたいという

気持ちで行つているということがよく見えてきたのでした

そういう来方があって、それに対して、親愛の情を込めて呼んでいるという、この子

たちの気持ちの交流があつたのですれ

それともう一つ、「いいお顔をしてみせました」というところ。

私が聞いたときには、井上さんは、「ほんとうに、いい顔したのよ」と言つていました

「いい顔をした」というのと「いい顔をしてみせました」とは全然違うと思いました

状態としては「いい顔をした」のだけれども、それを (見せたいと思つている)と保育

者が読みとつて、そういう子どもたちの関係をあらわそうとしている。その関係の中で

次はもつと顔を近づけたという行為が生まれていつて、そういう交流の中で発声できた

というのですね。そういう言葉の萌芽、獲得の仕方が、「いい―」の中味だつたのですD

この「お返事」は、その後の「保育室だより」でも、和くんと久美ちゃんのお母さん

の畑伸子さんの読み方 (「強烈に響きました」 1983・ 8)や、当時始まったばかりの

19期の講座の郡司直子さん (「納得」1983.81や池田順子さん (「ヒヤッと…・」1983.8)

等の読みとりが寄せられています。個々人の読みだけでなく、講座で、グループで、運

営会議で、互いの読みを交し合って意味がより深まつていくようすが表されています。

私にとつても、できたものを読んで、また、これらお母さんたちからの伝え返しのお

力ヽずで自分の認識を深めることができた、大事な `1保育室のまど"になりました

② 軽々と (1982.9) **********
ある日の保育室。レストランのカレーやスパゲッテイーが売り切れてごつこ遊びは

おしまい。こんどは本当のおやつを食べようと子どもたちみんなで自分たちがい

た積み本やままごとを片づけはじめました。

車を走らせてレストランヘ食べにいっていた怜ちゃん(2歳 lヶ月)、茂太<ん (2歳)、

舞ちゃん(2歳 2ヶ月)、久美ちゃん0歳 3ヶ月)の 4人も積本でつ<った自分の車を壊

して積木箱の中へしまうといっしょにその箱をもちあげて部屋の隅の棚に向かつて

運びます。ワッショイ、ワッシヨイ。と、途中まで来たときなんだか気がなさそうに運

んでいた怜ちゃんがとうとう積木箱から手を離してしゃがみこんでしまいました.急

に怜ちゃんが持つていた側が床に着いてしまって他の 3人はびつ<り .(ドウシタ
ノ?)というように、しゃがみこんでいる怜ちゃんを見つめました.

「どうしたの?怜ちゃん」まだあまり言葉の出ない三人に代わつて丼上おばさんが

聞きました。

怜ちゃんは顔をしかめてうつむいています。

「怜ちゃん、積本片づけてみんなでほんとうのおやつ食べるんでしょ。見てごらん、
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他の人たちみんな片づけてしまったよ。もう怜ちゃんたちのところだけだよ」

怜ちゃんは眉を寄せてうつむいたまま.三人は心配そうにそんな怜ちやんを見

ながらわ ています.

「ほら、舞ちゃんたちス 運|まうつてあ てるよ」と、おばさん.三人もυウダ∃)と

いうように怜ちゃんをのぞきこみます。でも怜ちゃんはうつむいたままイヤイヤ

とは|ずし<首をf31りました。

「どうしていやなの ?」

「オモイ ・̈」怜ちゃんはうつむいたままで言いました.

「重いからいやなの ?」

「ウン」

「そう。でもね怜ちゃん。重いからいやだって怜ちゃんが手をはなしてしまったら

舞ちゃんと茂太<んと久美ちゃんの三人だけになつてしまつて、舞ちゃんや茂<ん

や久美ちゃんがもっと重<なるよ」

怜ちゃんはハッと顔をあげました。そして、三人の友だちがおばさんのことば

にうなづきながら懸命に積木箱を支えて自分を待つているのを見ると、さつと手

を出して積木箱をつかみ、シヤキッと立ち上がりました。ワッシヨイ、ワッシ∃イ、怜

ちゃんはうれしそうに友だちと顔を見含わせながら積木箱を運びました。

=人の子たちもうれしそう。4人の気持ちがびつたりそろつて積本箱は軽々と運ば

れました。怜ちゃんの顔は生き生きといかにも満足そうでした。

積木箱を運ぷのは重<ていやだと思つていたけれど、でも自分が運ばないと

他の人たちがもっと重<なるなんて、その方がずつといやだ !一怜ちゃんはみご

とに自分を乗り越えたのです。

しかも、とてもゆたかに…・。le82.9) ***ホ ****中 *

いつ読んでも、いいなぁと思ってしまいますが、でも、̀ 裸育室のまど"と して書く作

業の中では難産だつた一つです。

この保育の少し前に同じような場面がありました それはテーブルを運んでいるとき、

一人の子が手を離し、他の子の足にあたつて、ァ緒に運んでいる子たちが′画己して「だ

いじょうぶ ?」 と聞いたという場面でした。それを、仲間関係が育ってきている例とし

て `裸育室のまど"にしようとしたことがあつたのす。
が、書く中で、手を離した子はどうして手を離したのか聞いていない、その子にちゃ

んと事実を確かめてないじゃないかという問題があらためて見えてきました それから、

=緒にテーブルを運ぶとりくみなのに、そういう事例のとりあげ方で意味があるのかと、
職員から問われ、みんなで考え直したことがあつたのです。

その直後に、この怜ちゃんの場面がありました。井上さんは、とっさに (あのときと

同じ場面0と 思つて、すつ飛んでいったのだそうで九
保育をした井上さんも、それを聞いた私たちも感激して、ぜひ ``保育室のまど"にし

たいと思いました が、いざ書いてみると、「冷ちゃんが手を離したら、もつと重くなる
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よ」と言つたら怜ちゃんがハッと顔をあげたとか、シャキッと立ったとか、その現象は

書けるのですが、職員から「それで、何がいいと思つたの?」 と問われると答えられない

状態でした

保育者全員が何がいいと思うのか、一人一人書いてみました

でも、どの人も、(他の子が重くなるよということが怜ちゃんによく分かつて運んだの

はえらしゝ )というような見方でした

それに対して、職員からは、信われたことがよく分かつて運んだというようなことを、

何のために親に伝えるの力、言われてわかつたのはえらし、運んでいい子だつたという

の力う と再度問われ、また、みんなで考え込みました

そんな私たちに、職員は、(冷ちゃんは何を選択したのだろう力う と問いかけました。

そして、「自分も重いのはいやだけど、他の人達が重くなるのはもつといやだと、怜ちゃ

んは受けとめたのではない力」 という見方が示されました。

言われてみて、0まんとうにそうだ と思いました こういう、感性から自分を越えて

いくという成長の中味こそほんとうに人間として大事だと思つたし、そういう成長の価

値についてお母さんたちと共有したいと思い、`t保育室のまど"と して書き上げました

そして、この「軽々と」も、親。市民にしつかり受け止められて、大きな学習の渦が巻

き起こりました

なかでも、運営会議での発言をきっ力」すに兵藤真里子さんが「保育室だより」に寄せ

た「『自分から』のなかみ」(1983.6)は、怜ちゃんの行動の読みから、おとなの自分た

ちの意識をみつめ直して、課題を明確に示すものでした 「くにたち公民館関年のあゆ
み」にも収録されています。保育室活動の中で、公民館学習の歴史の中で、欠かせない

大事な `1保育室のまど'の一つになりました

③ いい考え (1987.1) **********
クリスマスのために、保育室の壁一面に黒<塗つた紙を貼つて夜空を作る。

全部で 15枚の紙を、火曜から金曜までの全グループで分担して、2歳哄

の子どもたちで貼ることにした.本曜午前のグループま2歳児1人、3歳児 5

人、4歳児 3人で貼る。大きい子の多いこのグループよ 天丼に接した一番高

い場所を受け持つことになつた。

=丼 (保育者):ほら、あんなに高いところに貼るんだよ。どうしたら貼れるか、

皆でいい方法を考えよう.

」憫坂純一14歳 lヶ月):とぷといい

一紙を持つて跳びあがる。二、麹 返すが届かない.

望弥140月 ):それじゃ、だめだよ.大きい子がだつこすればいい.
一望弥が純一を抱っこする.望弥はせ伸びをして抱き上|ず、純―も思い切り

両手を伸ばす。が、届かない。

望伽おばさんがだつこすればいい。

―行本(保育者)が純一を抱虐上げる。思い切り高<持ち上げる。

行
'ヽ
届いた?
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望伽だめ

早苗(3歳 10ヶ月):まだ

麻里子0歳 7ヶ月):まだだよ
=丼瑾弥ちゃんが抱いても、おばさんが抱いても届かなかつたね。どうすれば
もっと高<なるかしら.

望伽はしご

純-1ましご.段々登るの

=丼 :そう、はしごがあると届<かもしれないね。ここにあるもので、はしご

みたいに使えるもの、ないかな?

早苗 :ジャングルジ城 tヽよ

-8人 全員がさつとジャングルジムを運びにい<.壁ぎわに一台立てる.
望弥(麻里子、純一、礼子

“

歳 lヶ月)たちが、早速登ってみる。

望弥t純一 :側 にまたがり壁にさわり)届いた
一一しかし、紙をあ ccみようとすると、足もとが不安定で、手が紙の上の

方に届かない。

純一 :貝研υ■ヽ

望弥 :(紙が)落ちて<る
麻里子 :ぐらぐらして立てない

―丼:ジャングルジムの上でしっかり立てる方法はないかな

早苗 :すべり台するときの板

純一

=丼
(ジヤングルジムの最上段をたたいて)ここ、ここ。
ここに板をのせて、高いとびつこのときみたいにするの?

早苗、純一 :うん

恵里子 0歳 4ヶ月)、 麻里子、望弥 :そう、そう
一―もう一台、ジャングルジムを運んで<る。三台の最上段に板を渡す.純
一、早苗を先頭に登り始める.霜村純-0歳 5ヶ月)、 忠伸 (3歳 lヶ
月)も後に続<。 8人全員が台の上に立つ.紙を壁にあてて確かめる。

早苗・望弥 :届 <よ

純一 :届 <、 ―
霜村純― :届いた

忠伸 :ほんとだ、届いた

礼子 :個<よというように、壁をトントンとたた<)
麻里子、恵里子 :貼れる !

一丼 :ほんとだぁ、とつてもしヽ 方ヽ法だったねぇ。皆で考えると、いい考えが

cc<るんだね。
子どもたち :うんH

★この日、貴雅 (2歳 3ヶ月)はおやすみ。 (徊児 1)**********
この「いい考え」は、私も自分の担当のグループで同じとりくみをしましたので、私
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の保育と、「いい考え」になった保育の違いが大きくあって、忘れられない `裸育室のま

ど"です。
私も、「どうしたら貼れるか考えよう」と言つて保育を進めていきました。木曜日のグ

ループが分担した位置よりは低い位置に貼ります。木曜日の子どもたちが言つたように、

ジャングルジムを使つたり板や階段を踏み台にして貼れました。私は、「みんなで考えた

ら貼れたね」と言つていま丸

木曜チームの実践例で文案ができてきたとき、さつき言つたように、私は、自分との

大きな違いに気づかされたのです。

私は「みんなで考えよう」と言つているけど、`裸育室のまど"になった「いい考え」

では、(みんなでいい方法を考えよう)と最初に子どもたちに考えていく方向を示してい

るんですね、「いい方法」を考えるのだ、と。そして、いい方法に結びつくように、例え

|よ (はしごみたいに使えるものないかなぁ)とか、(ジャングルジムの上でしっかり立

てる方法はないかなぁ)というふうに、子どもたちの考え (思考)が、いい方法に結び
ついていくような保育の支えがちゃんと入つている。だから、最後に、「とつてもいい方

法だつたねぇ。皆で考えると、いい考えがでてくるんだオ劉 という言葉に、子どもたち

も力強く (そ うだ !)と実感をもつて思えたのでしょう。皆で一緒に考えることを、「い

い考え」を導き出す、快い、いい体験にできたのでしょう。

あらためて、「いい考え」というタイトルに納得しました

この「いい考え」も、親・市民のみなさんがその読みとりを照らし合つて学習活動の展

開に生かし、意味が深めていつた代表的な例の一つです。

その当時だけでも、「『いい考え』を読んで」帥 子、西名満子、中野恵子、伊藤博

子、森あけみ、朝比奈泰子、1987.2)、 「指摘」0‖崎よし子、1987.3)、 「私達の学

習のすがた」」(野上美保子、1987.3)等の記録があります。
親。おとなの学習活動が躍動しているさまと同時に、そのポイントを突いた野上美保子

さんの文のこんな■節を改めて思い起こしますЭ

(市民の学習活動と“保育室のまど"で伝えられるとりくみ方がぴつたリー致してい

るのは、)「保育の重点をおかあさんたちの活動の重点に重なるものとしてとらえ

たい」という保育者のとりくみと、子どもの成長とおとなの成長を重ね合わせて学習

してきた私達のとりくみのあらわれだと思う。(略)

とりわけ1月号の“保育室のまど"「いい考え」は、保育の質の大事さ、学習材料とし

ての“保育室のまど"の重要性が、2月の「保育室だより」は、学習の場としての運

営会議の大切さ、そこでの発言の学習に占める位置の重さが出ているのではない

かと思う。 (「保育室だより」19873)
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④ 子どもたちへのてがみは 0 *申 中中中****中
「こんにちは

ながいことおやすみをしていましたがきょうからまたみなさんとあそぷことに

なりました、なすはるかです.

はるかは、ながいあいだひとりでびょういんにおとまりをして、びょうきをなお

していたので、はるかのおかあさんとはなれるのがいやで、おおきなこえでな

きます.

きっときょうもみんながおどろ<ぐらいのこえでな<ことでしょう |

そのとき、はるかにみんなでおしえてあげて<ださい。こわがらな<てもいい

よ、ここはいた<するところではないよ、みんなとたのし<あそぶところだよ

つて、ね1。おねがいします.

はるかのおかあさんより」

保育室の子どもたちに、こんなおたよりが届いたのは 2月末の水曜日のこと

です。

私たちは、はるかちゃんが久しぶりに保育室にもどってきただ|すでもうれじ

いのに、こんなにすばらしいおたよりが子どもたちに届いて大感激でした。

これまで保育室に届<おたよりはみんな私たちおとなあてのもの。子どものお

かあさんから直接子どもたち自身にこんなふうにおたよりが届いたのははじめ

てです.那須さんがしばら<ぶりのはるかちゃんのことを私たち保育者に伝え

るだけでな<、こうして子どもたち自動こも部 かけようとするその姿勢は、お

たよりのなかみともあいまって子どもという人間への向かい方について私た

ちに深<問いかけていると思えました。

「 子どもの人格を大ヨこしたい」と心から思えているつもりでいても、つい子ど
もの頭ごしにことを決め、おとなだけの判断で問題を処理しがちなのが私たち

の日常ではないでしょうか。はるかちゃんの例のような場合にも、とか<おとな

に事情を承知しておいてもらえばちゃんとはからって<れるだろうとだけ思つ

て保育室生活の主人公である子どもたちに対してはおとなが動かすもの、とり

しきるものという見方を無意識のうちにしてしまうものだと思います.

那須さんが子どもたちに直接届けて<れたこのおたよりはこういう私たちの意
識のすきまをあらためて見つめさせて<れました。

ところで、その日のはるかちゃんは那須さんが案じたようにはげし<泣いたり

するようなことはな<、みんなのようすを興味深げに見たり、声をかけるとうれ

しそうにしていました。

これは那須にん母子をとりまいている仲間のおかあさんたち、子どもたちが

今日の日までにはるかちゃんとのつながりを結び直す働きかけを重ねてこら

れたたまものではないかとうかがわれるのですが、この日の朝もきっとみん

なで誘い含わせてきたのでしょう、他の子たちがはるかちゃんをとりかこむよ

うにしていつしょにやつてきました.
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私たちは那須さんが子どもたちを保育室生活の主人公としてまともに遇した

姿勢にならい、それに応えたい気持ちをこめて「夏ちゃんや拓ちゃんやまゆち

ゃんたちがいっしょに保育室へきてあ|ずたから、ここは病院じゃないな、このお

友達といつしょにあそぶところだなつてわかつて泣かないのかな」と子どもた

ちにことばをかけたものです。

実際子どもたちは、はるかちゃんが保育室でどうしたら楽しめるかはるかち

ゃんのようすをよ<見て自分たちで考え、自分たちで実現していきました。あそ

びを決めるにも、はるかちゃんの好きなボールあそびをしようと提案して決め

たり、それまでベソをかいていたのにひなまつりの歌をみんながうたつたら泣

きやんだのを見逃さず、もっとうたおうとみんなで何度もうたってはるかちゃ

んの笑顔をひき出しました。

那須さんの信頼のとおり、子どもたちはほんとうに自分たちの手ではるかち

ゃんといっしょのその日の保育室生活をたのしいものにしていったのです。

そして次の息 子どもあてにきたおたよりであることをもっと深<子どもたち

の中に刻みた<て私たちは那須らんに子どもたちからお返事を出すことを提案
しました。子どもたちは大よろこびで賛成して<れました。はるかちゃんのおか

あさんはどんなことを心薔[していたか、みんなにどんなことをおねがいしてい

たか、もう一度おたよりを読みきかせると、子どもたちは□々に返事のことばを

言いました。

「はじめ泣いたけど、おひなさまの歌うたつたら泣きやんだ」

「はるかちゃんはつみ木であそんでいます」

「そしてよろこんでいます」

「うれしそうにわらっています」

書きとめてもらったその返事を、子どもたちはその日の帰りに自分の手で那

須さんにわたしたのでした。 (1983.3)

**********

この「子どもたちへのてがみ」も、私自身はその保育に入つていなかったので、でき

てきた文案を読んだときに思つたことをお話します。

一つは、手紙がきたということを、明F須さんからいし月鞠氏がきたのよ」と嬉しそうに

話されて、私もその手紙を読みました 「ほんとにいいなぁ」と思いました。でも、その
ときの私は、那須さんのはるかちゃんに対する配慮の内容に感心して、そこに止まつて

いたようです。

そのとき、■緒に聞いていた職員に「この手紙を保育に生かさないのは惜しい」と言

われ、「お返事を出したら」と提案されたのです。それで、次の週にこの保育をして、こ

の `裸育室のまど"になりました

私は、できてきた文案を見たとき、まず、つけられたタイトルを見てハッとしました

自分が思つていた「いい」の中身が全然違っていたのですから。
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子どもたちにあてた手紙であることに価値があつたのです。保育の中で、子どもたち

に手紙を読んで聞かせているのですから、子どもたちへの手紙だと思つていなかったわ

けではないと思いたくもなりましたが、でも、人に伝えるとき、「刀隊 iさんからいい手紙

がきたのよ」というのと 明際 さんから子どもたちにいい手紙がきたのよ」というので

は、どこに価値をおいているか全然違うと思います。

職員から「お返事を出したら」と提案されたときも、私は、手紙には返事を…。と、形

だけのことで思つていたようです。

文には、「子どもあてにきたおたよりであることをもつと深く子どもたちの中に刻みた

くて」と保育の目的が書かれています。

返事を書くことで、子どもたちが自分にきた手紙なのだと思えることを大事にしたい、

自分も、はるかちゃんのことをこんなふうに見ていたことを′≧酒己しているお母さんに伝

えたいという思いが子どもたちの中に湧いてくるような伝え方を、この日、保育者たち

はしたのでしょう。それで、こういう返事が書けたのだと思います。

そして、もう一つ、明隣さんの信頼のとおり"・」という文言が書かれています。

那須さんが子どもたちあてに手紙をくれたのは、子どもたちを信頼しているから注

那須さんの行為から子どもたちへの信頼を読みとつて、Gまんとうに子どもたちはそうで

したよ)と伝え返している。そのことで、那須さん自身も、自分の行動の意味をあらた

めて確と認識されたのではないでしょう力、おとなと子どもたちとを、このような質で

つなぐことも `1保育室のまど"の役割の一つではないかと学んだ体験でした

5。 公民館なのだから

`保育室のまど'は、保育者から出したいと考えて始まったものではなくて、実際は職

員から求められたもので九

私たち保育者の実態としては、公民館保育室が機能する上で必要な方法であり保育者

が果たすべき役割だと認識するというより、ともすると、自分たちには難しいことを要

求されているというような、私的な受けとめ、被害者意識に陥ることも少なからずあっ

たと思います。

でも、社会教育機関である公民館が保育を行うからには、保育も市民の社会教育活動

として行われるべきでしょう。子どもをあずけて学び、活動する体験が、子どもにとつ

てはもちろん、おとなにとつても人格の成長に繋がる体験であるように行われるべきだ

と思います。預ける側と預かる側が、共通の目標のもとに信頼関係を結び合うことぬき

に成り立つものではありませれ

それには、'保育室のまど'を出すことは、預かる側からの発信として当然行われるベ

きであり、必要な方法でした。もちろん、その質。内容が大切です。公民館活動ならでは

の質・方向性を見失うことなく、人が人とかかわりを結んで育つことへの期待とその価値
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をいつそう高めることに寄与するものでなくては、公的に伝えるに値しません。

渦中にいるときは、とかく、鮮 しい、たいへん)という頭でいましたが、`裸育室の

まど"を書き上げていく道程は、「公民館活動としてこれでよいの力可と問い続ける、そ

の吟味の道だったのだとふり返つています。
`裸育室のまど"が、親・市民の学習に生かされてきた、輝くような数々の実践。事実

が証明しているとおり、`裸育室のまど"は、公民館保育室活動であるために、必要で、

有効な方法だつたと確信します。

ということは、とりもなおさず、保育者の働きのありよう、役割意識が問われること

で九 もちろん、根本は、公民館の保育に対する認識、保育者のとらえ方そのものの問

題であるわけですが…。

1993年に発行された「問題提起 公民館活動としての女性問題学習のあり方につい
て」には、保育者の役割について、市民の位置からこのように定義されています。

「保育者|よ 保育をするだ|ナではな<、 保育を軸に女性問題学習を支える役割

を担う。公民館保育室活動胡日来の育児観や田子関係の在り方を問い直す機能

をもつために|よ 問題提起となり得る保育が行われることが大前提であるが、

そのことを親たちが感じとれるような、また、そのことに親が関わつてい<た

めの伝え含いが職員との連携によって行われる必要がある」

現公民館保育室の姿勢とは、はる力|こ遠い認識・問題意識です。

現公民館は、1翠としての託児」が行われる上で欠かせない女性問題学習も、保育室
運営会議も、「保育室だより」も、すべて失くしています。

ここに至るまでには、すでに ``保育室のまど'も途絶えていました

公民館が内側から壊れていつた、変質していった、その事実の深刻さを思わずにいら

れませれ

しかし、この事態をしつかり批判する市民がこんなにいるというこの事実も、公民館

が公民館として機能してきた証でもあるのでしょう。公民館活動を通して市民の中に蓄

積されてきた貴重な力量だと思います。

自分たちの批判の根拠を確め、筋を通して、自分たちが価値とする公民館活動のあり

方をいつそうくつきりと描き出すために、失つたものの価値をあらためて評価し直した

いと思います。

この現状をけっして是認したり、看過してよいものではないという意思表示の意味に

おいても。

そんなつもりで、公民館としてどんなことを大事にしてきたか、̀ 裸育室のまど"を書

き上げていく過程をたどつてみました 12007.11.11)
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